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第 I章 経 過

第 1節 調査に至る経緯

富山城跡は、平成 5年 3月 発行『富山市遺跡地図 (改訂版)』 に登載され、周知の埋蔵文化財包蔵地

となった。平成 5年以降は、富山国際会議場建築や大手モール整備、城址公園南部整備、城址公園東

部整備、周辺地における建築工事等に先立ち試掘確認調査を実施した。そのほとんどでは戦災や既存

建物の基礎工事によって破壊されていたが、一部では遺構の遺存が認められた。

市内電車の環状線化事業は、中心市街地の活性化の

ための極めて重要なプロジェク トとして、平成17年 3

月に「富山市総合的都市交通体系マスタープラン」の

主要事業に位置づけられ、また、平成18年度に策定 し

た「富山市公共交通活性化計画」や平成19年 2月 に国

より全国第1号 として認定を受けた「富山市中心市街地

活性化基本計画」の主要事業と位置づけられた。

ルー トは、富山市丸の内から大手町を通 り西町まで

の延長約940mで、事業の実施は、公設民営の考え方に

より、軌道の整備は富山市が行い、運行は富山地方鉄

道株式会社が行 うこととして、平成21年 度の開業を目

ざし、平成20年 3月 から地下埋設物移設などの工事か 第 1図 市内電車路線予定図

ら着手された。

平成20年 4月 に市路面電車推進室から事業についての協議を受け、埋蔵文化財の取 り扱いについて

協議を行った。工事予定地内は既存道路や歩道など完全に舗装されているため、 5月 から7月 にかけ

て、大手モール内の街路樹移設やNTT管路新設工事、CBR試掘、市道部分について工事立会・試掘調

査を実施し、地下の状況を確認した。その結果、大手町交差点から越前町交差点に至る大手モール内

については、地下道が設置された富山国際会議場 。ANAク ラウンプラザホテル間や埋設管が設置さ

れた箇所を除き、延長約290mの市道大手モール線のほぼ全域に埋蔵文化財の所在が確認された。工

事に該当する埋蔵文化財は富山城のニノ丸及びニノ丸南内堀、三ノ丸 (重 臣屋敷)に位置し、工事立

会・試掘調査では、江戸時代の堀跡 3箇所や土坑、整地跡などの遺構が確認され、中世～近世・近代

にかけての土器や陶磁器などの出土品がみられた。市内電車軌道部分の大手町交差点から南に40m部

分は、地下埋設物が多く、埋蔵文化財の取り扱いとしては、工事立会いを実施することとした。

同年 8月 から9月 にかけてのこりの延長250mの埋蔵文化財の取り扱いについて市長を交えて路面

電車推進室、埋蔵文化財センターと協議を重ね、遺跡の保護層を 5 cm以上確保できる範囲約190mに

ついては掘削底面に地盤改良工法の一つであるジオクロスエ法によるシートを敷設し、埋蔵文化財の

保護を図ることとした。保護層を確保できない延長43.6m分 については、発掘調査を実施し、調査後

砕石を入れて路床改良を行うことで協議が整った。路面電車推進室と工事計画との調整を行い、187.2

だについて平成21年 2月 4日 ～25日 (実働18日 間)に発掘調査を実施した。

その他、市内電車新設に伴う付帯工事として、NTT・ ケーブルTV・ 電力・ガスなど単独及び共同

溝の移設や新設、下水道管や火防水路などの敷設替えに伴う工事立会調査を順次実施した。 (鹿島)
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第 2節 調査経過

第 2節 調査経過

1日 工事立会・試掘調査経過

①街路樹抜根に伴う工事立会・試掘調査

平成20年 5月 ～ 6月 にかけて、市道大手町線 (通称 大手モール 以下同表記)歩道内に植栽され

ていた街路樹を抜根する際に、試掘調査を兼ねた工事立会いを実施した。12地点の街路樹抜根に

立会い、抜根後の壁面 1箇所を清掃 し、断面柱状図の作成、写真撮影を行った。

②市内電車軌道部(現況市道)の試掘調査

平成20年 7月 22日 、大手モール車道内4地点において、試掘確認調査を実施し、断面柱状図、

写真撮影を行った。

③ NT‐T通信設備設置替えに伴 う工事立会

平成20年 6月 ～11月 にかけて、大手モール歩道内や車道を横断するNTT通信管路約3,000m、 マ

ンホール 1箇所、ハンドホール 5箇所、約2,685ど の掘削 (工事主体 :富山市路面電車推進室、施

工 :NTTイ ンフラネット御、北陸電話工事伽)に立会った。掘削幅は通信管路で約 lm、 掘削深

は約1.7～ 1.8mに及んだ。新設管路の掘削途中で既設管があった場合は、避けるために掘削が深く

なる場合もあった。

遺物包含層や遺構が検出された場合には、重機による掘削を一時中止し、埋蔵文化財センター

職員による人力掘削を行った。遺構や遺物が検出された場合は、 トータルステーションによる図化、

写真撮影など記録保存を実施した。石垣や石積み遺構に管路が当たった際には、図化・写真撮影後、

管路に支障がある箇所の石積みを1つずつ人力あるいは重機ではずした。矢穴痕のある割り石や加

工痕のある石については、富山城址公園内に搬入し、保管している。また、堀跡など深い遺構も検

出されたが、掘削計画高までの確認にとどめ、以下の遺構は埋設管の下に保存されている。

①ガス管移設に伴う工事立会

平成20年 9月 ～10月 にかけて、大手モール歩道内から平和通り歩道内の経年ガス管入れ替え工

事 (工事主体 :日 本海ガス仰)に伴う掘削に立ち会った。当初は0。7mの掘削を予定していたが、埋

設管が多く、平均で1.Om、 深いところで1.2～ 1.3mの掘削に及ぶ箇所もあった。掘削幅は、0.5m程

と狭く、出土遺物の有無の確認が主となった。

⑤水道・下水道管敷設替えに伴う工事立会

平成20年 7月 に主要地方道富山高岡線丸の内交差点から大手町にかけて、水道管移設に伴う掘

削に立ち会った。

平成20年 10月 ～平成21年 1月 に富山新聞会館前交差点東側歩道から越前町交差点原田酒店前歩

道内と大手モールから東に延びる市道 2箇所において、延長288.6m、 径40cIIlの PRP管 を埋設する

松川処分区大手モール下水管布設工事 (工事主体 :富山市上下水道局、施工 :仰高田組)の掘削

に立ち会った。当初は約 2mの掘削を予定していたが、実際の掘削深は約1.5m前後に留まった。

既設管を除去しながら管路を拡幅し、新設管を埋設する工事で、左右の壁面の土層確認や出土遺

物の有無の確認が主となった。また、マンホール設置箇所は約 2m四方、深さ1,8～ 2mの掘削に

及んだ。管路・マンホールいずれも場所によっては遺構検出、掘削、図化などの記録保存を行った。
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第 I章 経

⑥火防水路改良工事立会

平成21年 1月 ～ 2月 に都市計画道路総曲輪線 (通称 平和通り以下同表記)東行き歩道寄り車

線内で、既設の老朽化した火防水路250ゴの改良工事 (工事主体 :富山市路面電車推進室、施工 :

仰高田組)イこ伴い工事立会い調査を実施した。国道41号線から東側については、平成18年度総曲

輪通り南地区 (総曲輪フェリオ、大和富山店)再開発事業に伴う富山城下町発掘調査地 (2006総曲

輪通り南地区市街地再開発組合・富山市教育委員会)に南接することから、工事対象範囲の南北

壁面掘削時と道路面から2mに及ぶ床掘り時に工事立会いを実施した。

②北陸電力幹線管路移設工事立会

平成21年 5月 ～ 8月 に大手モール東西歩道内で、架空化 した電力線を再度地下埋設するための

ハンドホール (3.2m× 1,7cm、 深さ2.2m)20箇所設置及び管路約440m(幅約 lm)の掘削工事に伴い

立会い調査を実施した。

NTT管路同様、遺物包含層や遺構が検出された場合には、重機による掘削を一時中止し、埋蔵

文化財センター職員による人力掘削を行った。遺構や遺物が検出された場合は、 トータルステー

ションによる図化、写真撮影など記録保存を実施した。石垣や石積み遺構に管路が当たった際に

は、図化・写真撮影後、管路に支障がある箇所の石積みを1つずつ人力あるいは重機ではずした。

矢穴痕のある割り石や加工痕のある石については、富山城址公園内に搬入し、保管している。ま

た、堀跡など深い遺構も検出されたが、掘削計画高までの確認にとどめ、以下の遺構は埋設管の

下に保存されている。

③軌道施設設備工事 (軌遭 。電気工事 )

平成21年 7月 ～ 8月 に大手モール歩道及び車道内で、市内電車軌道の側道となる道路部分の路

盤改良を行うための工事立会いを実施した。合わせて、市内電車軌道の電気施設敷設に伴うマン

ホール及び管路敷設に伴う掘削時に立会い調査を実施した。 (鹿島)

富山城 l■公園

―
工事立会

|  1慎重工事

1     6-      |
第 2図 工事立会・試掘調査位置図 (1ん,o00平成7年富山市基本国に加筆)
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第 2節 調査経過
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第二章 経

2日 発 掘 調 査 経 過

平成20年 12月 8日 より準備作業を行い、平成21年 1月 6日 から2月 3日 まで仮設道路設置、アスファ

ル ト除去、矢板打設、平成21年 2月 4日 から2月 25日 まで発掘調査を行った。発掘作業員は、社団法

人富山市シルバー人材センターと一般募集により採用 した。発掘作業員に対 しては、採用時に安全教

育を行うとともに、毎日作業開始前の朝礼及び作業後の終礼を行うことで、現場における安全衛生に

努めた。

2月 4日 から、富山市教育委員会立会のもと重機により地表下約1.5mま での表土及び包含層上部掘

削を行った。 2月 6日 から包含層掘削及び遺構検出を開始 した。まず排上の仮置き場 となる調査区南

端の遺構掘削・図化・記録作業を行い、終了後 2月 7日 から調査区北端より包含層掘削・遺構検出・

遺構掘削・図化・記録作業を順次行った。サブ トレンチや排水溝を随時設定し、土層堆積を確認した

上で包含層掘削を行い、地山上面で遺構検出作業を行った。調査区北端から南へ約10mの範囲では、

地山が北側に向かって落ち込んでいる状況が確認された。北端から約10m～20mの範囲においては湧

水が激しく、地下水が自噴する状況であったため、遺構平面プランの確認が困難であった。そのため

この範囲においては、ボーリング調査により上層堆積の確認を行った。調査区中央部以南においては、

近世～近代の遺構が検出され、遺構掘削・図化・記録作業を順次行った。

2月 18日 に高所作業車を用いて調査区全景写真撮影を行った。 2月 19日 に調査区内5地点でボーリ

ング調査を行い、 トータルステーションを用いて調査区遺構平面測量を行った。また、調査区北側の

地山未検出範囲にサブ トレンチを設定し土層堆積の確認を行い、富山市教育委員会より調査完了の了

承を得た。 2月 23日 より撤収作業を行い、 2月 25日 で現地における全ての作業を終了した。

現地調査終了後、出土品整理・報告書作成作業に入った。出土遺物の洗浄・注記・接合・復元・実

測を行い、その後 トレース・写真撮影等の報告書作成作業を順次行った。         (久 保 )

第 3節 調査日誌抄

平成20年

12/8

平成21年

1/6

1/27

2/3

2/4

2/6

2/7

2/18

2/19

2/23

2/25

準備作業 。発掘調査員募集

道路土工・構造物撤去工・仮設工開始。

直接雇用作業員に対 し、安全教育を行う。

富山市シルバー人材センターより採用の作業員に対 し、安全教育を行う。

重機により表土掘削開始。

調査区南端の遺構検出・遺構掘削 。図化・記録作業を行う。

基準〕点測量、水準測量を行う。

調査区北側より順に包含層掘削開始。

調査区全景写真撮影を行う。

調査区平面測量を行う。

ボーリング調査を行う。

撤収作業を行う。

現地作業終了
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 1節 地理的環境

富山城跡 (市No.201397)は 、富山市本丸、大手町、総曲輪 1～ 4丁 目、丸の内 1～ 3丁 目、桜木町

にまたがる約316,000だが埋蔵文化財包蔵地として『富山市遺跡地図』に登載されている。その範囲は、

城 (本丸・ニノ丸・西ノ丸・三ノ丸・東出丸)と その周辺の城下町の一部を含んでいる。市街地の中心

部にあり、本丸の位置する富山城址公園には、博物館や美術館が置かれ、公園内は富山城址公園整備

事業が進められている。その他の城域や周辺城下町は市街地化が進んでいる。

富山県の中央に位置する富山平野は、主に神通川と常願寺川の扇状地からなる。富山城は、神通川

とのかかわりが特に深い。ナキ|を挟んで約 5km西方には呉羽山丘陵が北東 ―南西方向に延び、県域を

東西に三分する。同丘陵から南に延びる羽根丘陵周辺は、旧石器時代以来の遺跡の密集地である。

神通川は、江戸期以前は富山城の西側で大きく曲が り、城のす ぐ北を大きく蛇行 して東流 していた。

城の東には榊通川の支流、馳川が流れ、城は三方を川で囲まれる要害の地にあったことが分かる。

富山城は、旧神通川と馳川の合流点の西にあり、標高約10mの 自然堤防上に立地する。江戸期の神

通川の川幅は約190mと 推定されている。神通川は蛇行 していたため、洪水の被害が度々生 じた。明

治から昭和初期にかけて、流れを直線的に変える馳越工事が行われた。この工事により、富山城の北

を流れていた河道は廃川地となって埋め立てられ、県庁や市役所が建ち県の中心地となった。旧河道

は規模を縮小 して、現在松川としてその名残をとどめている。

第 2節 歴史的環境

中世の富山城 最初に城を構えたのは、越中守護代神保長職 (「越登賀三州志」では水越勝重)と 伝

えられる。その後、上杉謙信の攻略 (永禄 3年)や一向一揆の占拠 (元亀 3年 )、 神保長住の進出 (天正

6年 )、 佐々成政の入城 (天正11年 )な どがあり、天正13年 に成政を降ろした豊臣秀吉によって富山城

は破却される。神保長職による中世富山城の築造年代については、諸説あるが、久保尚文氏による天

文12年説が有力と見 られる。その位置については、星井町以西にあったとする説と現城址公園の位置

にあったとする二説あった。平成14年 に実施した城址公園内の試掘調査の結果、戦国時代後期の堀跡

や鍛治工房、出土品が確認され、中世富山城が現城址公園に存在 していた可能性が高 くなった。

第 4図は戦国後期における神通川及び支流を推定したもので、この時期の本流は現在では支流の井

田川であったと推測され、白′鳥城や大蛤城、安田城はこの流路の左岸に位置していた。

近世以降の富山城と城下町 慶長 2年に富山城に入った加賀藩二代藩主前田利長は、翌年家督相続

のため金沢に移ったが、慶長10年、隠居により再び富山城に入ることとなった。この際に大規模な改

修が行われ、富山城は近世城郭として整備された。『越中国富山古城絵図』では外堀 内部には蔵屋敷の

藩の施設以外に、家臣の屋敷を複数配置している。元和元年、一国一城令により、富山城 も一旦は廃

城になったが、加賀藩三代利常が隠居に当たり、次男利次を分藩させ、富山藩10万石を分与された。

利次は分藩の際、百塚山に築城を考えたが、財政的にも困難となり、万治 4年に幕府に富山居城を届

け出た。利次は寛文元年より富山城と富山町の整備に乗 り出した。江戸時代を通 じて富山町は幾度と

なく火事に見舞われているが、建替えにあたっては幕府へ届出て詐可を受け再建 している。明治維新

後は、三ノ丸、東出丸は堀が埋め立てられた。三ノ丸には公的な施設や東西別院などができ、総曲輪

通 りが形成され、市街地化 していった。本丸・西ノ丸は公園や県庁用地として利用された。 (鹿島)
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第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

鑢
陶

(明 治44年陸地損1量部測図をもとに古,II知 明氏作成 )

第 5図 富山城跡と周辺の遺跡 (S=1/25,000)

第 4図 富山城の位置と戦国後期における城館配置 (S=1/50,000)
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

第 1節 調査の方法

今回の発掘調査は路面電車敷設に伴う調査である。工事により影響を受ける地表下2mま でが調査

対象であるため、 2m以上の掘削は行わず、それ以下についてはボーリング調査により上層堆積の確

認を行った (第 V章 第 1節 )。 また、掘削深度が深 く崩壊の可能性があるため調査区側壁には矢板を

打設し側壁の補強を行った。

富山市教育委員会が調査区周辺で実施した立会調査により、調査区周辺では地表下約 lmに、近世～

近代の遺物包含層が遺存し、下位に近世の遺構面が存在するという結果が得られていた。発掘調査に

おいては、調査地点が道路中央に位置することから、矢板による補強には限界があり、掘削による周

辺建造物への影響や調査の安全性を考慮し、迅速に調査を行う必要があった。迅速化を図るため、表

土及び近代遺物を含む包含層上部までは調査員立会のもと重機により掘削し、包含層下部以下を発掘

調査対象とし人力により掘削した。調査区束側は矢板から約40cmの厚さで土層観察用の壁を残しなが

ら掘削した。なお、交通に支障をきたすためバックホウや トラックを常時稼働することが困難だった

ため、排土は調査区内南側に仮置きし、随時搬出を行った。

重機掘削終了後、人力で包含層を掘削し地山上面で遺構検出を行った。遺構面精査・遺構検出後は、

各遺構の掘削・記録作業を行った。個別遺構掘削後、全景写真撮影を行い、 トータルステーションを

用いて公共座標 (世界測地系)に基づく調査区平面測量を行った。             (久 保)

第 2節 基本層序

発掘調査により確認された土層は、堆積時期及び堆積要因から以下の第 I層～第V層 に大別される。

第 I層 :表土であり、標高約8.3m～ 7.2mに堆積する現代の造成土である。灰色の砂及び褐灰色の砂

礫を基調とし、レンガやコンクリー トブロックなどの瓦礫を多 く含む。tt I層 下位にも、鉄や瓦

礫を含む撹乱が調査区全域に確認され、近代以前の遺構面は大 きく削平されていることが確認さ

れた。

第Ⅱ層 :近世～近代の遺物包含層である。調査区北側においては標高約6.9～ 7.lm、 南側においては

標高約7.2～ 7.4mで確認された。上部には近代の瓦などが含まれている。褐灰色土を基調とし、灰

色砂・橙色砂・黒褐色粘質土など様々な様相を呈する。また、え化物や焼土を含み硬 く締まった

層が部分的に確認され、これらは近世～近代にかけての整地面と考えられるが、詳細な時期は不

明である。

第Ⅲ層 :近世の造成土であり、調査区北側の標高約6.4～ 6.9mで確認された。褐灰色砂質土 。オリー

ブ黄色シル トにより構成される。各層の層界は明瞭であり、南側で確認される近世の基盤層 (第

V層 )と ほぼ同じ高さまで堆積 していることから、落込み地形を埋めるための造成上と考えられ

る。16世紀末～17世紀初頭の遺物を少量含む。

第Ⅳ層 :自 然堆積土であり、調査区北側において標高約5.2m～ 6.4mで確認された。地山が落込んだ

部分に堆積 したものと考えられ、黒褐色を基調とし植物遺体・炭化物などを多量に含む。また、

16世紀末～17世紀初頭の遺物を含む。
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

第V層 :地山であ り、調査区中央以南において標高約7.2mで確認 された。オリーブ黄色や褐灰色 を

基調 とするシル トである。地表下 2m以下の層についてはボーリング調査により確認 した。

(久保 )

800m

700m

600m

調査区北側

I表土

E近世～近代包合層

Ⅲ 近世造成土

Ⅳ 自然堆積層

調査区南側

I表土

Ⅱ近世～近代包合層

V地 山

800m

700m

600m

第 6図 基本層序柱状図

第 7図 調査区東壁基本層序図

調査区中央

調査区東壁 北側②

調査区東壁 中央 調査区東壁 南側
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

第 3節 遺 構

発掘調査区で検出された遺構は、ピット11基、井戸 1基、土坑 1基、溝 3条、不明遺構 2基である。

不明遺構は、調査区北側において炭化物が面的に硬化 した範囲をSX02、 径 1～ 2 cmの 円礫が面的に検

出された範囲をSX04と した。遺構は調査区北側を除いては地山上面で検出を行った。そのため、同一

検出面で近世から近代までの遺構が混在する形 となったが、出土遺物や新旧関係、または調査区東壁

断面で確認された遺構覆土との対比から可能な限り時期を判断した。

ビット (第 10図 )

11基のピットが検出された。これらは調査区中央以南の標高約6.75～ 6.9mの地山上面において検出

されたもので、中世末から近代までの時期幅を有するものと考えられる。オリーブ責色シル トの基盤

層上面で、礫や戊化物・焼土を含む平面プランが明確なものをビット・土坑として認識した。遺構か

らの出土遺物は希薄で、これらの帰属時期を特定するのは困難である。調査区中央以北においてはピ

ットが検出されなかったが、SD20～ SD05間 は特に湧水が激 しく、時間的制約から遺構検出が困難で

あったことに起因する。調査区東壁断面では、北から16m付近でピット状の掘 り込みが認められるこ

とから (第 8図  12層 )、 調査区北側にかけても近世～近代のピットが分布 しいていた可能性がある。

SP07 調査区中央、SD20の 北側に位置する。長軸62cm、 短軸32cm、 深さ 8 cmを 測 り、楕円形を呈す

るピットである。覆土はオリーブ黄色シル トである。

SP08 調査区中央南寄 りに位置する。東側を撹乱に、西側を排水濡に切 られるが、直径63cm、 深さ

32cmを測 り、円形を呈するピットと考えられる。覆土に炭化物や焼土を多量に含む。

SP13 調査区南側に位置する。長軸84cm、 短軸42cm、 深さ 6 cmを 測 り、楕円形を呈するピットである。

覆土は地山に近いオリーブ黄色シル トで、炭化物・焼土を多量に含む。

SP14 調査区南側に位置する。長軸87cm、 短軸33cm、 深さ 7 cmを 測 り、楕円形を呈するピットである。

覆土は褐灰色シル トで、小型の円礫を少量含む。

SP15 調査区中央南寄 りに位置する。長軸45cm、 短軸35cm、 深さ14cmを 測 り、方形を呈するピット

である。覆土は褐灰色及びオリーブ黄色シル トで、え化物を少量含む。

SP16・ 17 調査区中央南寄 りに位置する。 2基が重複 し、SP16が新 しい。SP16は長軸64cm、 短軸

38cm、 深さ 7 cmを 測 り、楕円形を呈するピットである。覆土は褐灰色シル トで、炭化物・焼上を少量

含む。SP17は西側を排水溝により切 られるが、残存値で東西27cm、 南北37cm、 深さ 8 cmを測 り、おそ

らく楕円形を呈すると考えられる。覆土はオリーブ色シル トで、褐灰色及び浅黄褐色シル トブロック

を少量含む。

SP18・ 19 調査区南側に位置する。SP18は 長軸41cm、 短軸39clll、 深さ16cmを 測 り、隅丸方形を呈す

るピットである。SP19は 直径39cm、 深さ14cmを 測 り、円形を呈するピットである。 2基 とも覆土は褐

灰色シル トで、炭化物を少量含む。

SP21・ 22 調査区南側に位置する。SP21は長軸78cm、 短軸69cm、 深さ20cmを 測 り、円形を呈するピッ

トである。覆土は褐灰色シル トで、炭化物を少量含む。SP22は長軸92cm、 短軸68cm、 深さ 7 cmを測 り、

精円形を呈するピットである。覆土は褐灰色シル トで、小型の円礫を少量含む。
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1オリーブ黄色シルト (5Y6/3) 褐灰色シルト5%含む、

浅黄色シルトブロック3%含 む

第Ш章 発掘調査の概要

/

―   に
ヽ

L‐690m

1褐灰色シルト  (10YR 4/1)砂・炭化物少量含む
2オリーブ黄色シルト (5Y6/3) 炭化物・焼土多量に含む

SP14SP13

1褐灰色シルト (10YR 4/1)
2褐灰色シルト (10YR 4/1)

A
一⊆≡亘≫

L=690m

1オリープ黄色シルト (5Y6/3)炭 化物・焼土多量に含む

SP15 A

―≪⊃―

―

⊆ ≡
⊃

―

<<

1褐灰色シルト   (10YR 71)

2オリーブ黄色シルト (5Y6/3)

SP21

炭化物・焼土少量含む

φ3～5cmの 円礫 15監含む

褐灰色シルト5%含 む、

浅黄色シルトブロック3%含 む、

φ lcmの 円礫3%含 む

SP22

9               1 i40             2P

第10図  ピット 平面図 。断面図

―⑬◎―

砂・炭化物少量含む

砂・炭化物少量含む

L‐690m   2       -

斡
1褐灰色シルト  (10YR 4/1)砂・炭化物少量含む

2褐灰色シルト  (10YR 4/1)砂・炭化物少量含む、しまりやや強い

3オリーブ黄色ンルト (5Y6/3) 褐灰色シルト5%含 む、

浅黄色シルトブロツク3%含む

SP18 sP19

L‐690m
L‐690m

1褐灰色シルト (10YR 4/1)
2褐灰色シルト (10YR 4/1)
3褐灰色シルト (10YR 4/1)

L‐690m

1褐灰色シルト (10YR 4/1)φ 3～5cmの 円礫 1銚含む

L‐690m

黍 ＼  i ゥ

炭化物少量含む、φ3～ 5cmの 円礫10%含む
砂・炭化物少量含む
φ5～ 15cmの 円礫10%含む

SP17 SP16
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(10YR 3/1)φ l～ 1 0cm円 礫5%含む 木片、植物腐食物多く含む
(10YR 2/1)植 物腐食物極多量に含む
(10YR 3/1) 炭1ヒ物10%含む
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第11図 SE09 平面図・断面図

井戸 (第 11図 )

1基の井戸が検出された。断面形状や掘 り込みが湧水層まで達していることから丼戸とした。

SE09 調査区北側に位置する。長軸2.02m、 短軸1.17m、 深さ0.62mを 測る。覆土は黒褐色粘質上を基

調とし、炭化物・植物遺体を多量に含む。北側のSX02と 重複 し、SX02よ り新 しい。標高約6.4mの 検

出面で、越中瀬戸焼の橋鉢、曲物片、横槌状木製品などがまとまって出土 した。また、覆土内からは

杭あるいは柱状に加工された木材なども出土 してお り、井戸廃棄時に投棄されたものと考えられる。

井戸枠は残存 していなかったが、覆土内からは曲物の側板片が多量に出上しており、これらを井戸枠

として使用 していた可能性 も考えられる。出土した遺物から、17世紀前半以降の井戸と考えられる。

土坑 (第 13図 )

1基の上坑が検出された。ピットより大型のものを土坑とした。遺物が希薄であるため時期を特定

するのは困難である。

SK01 調査区南端に位置する。北側が撹乱を受けてお り、南側 と西側が調査区外へ続 くため形状は

不明であるが、大型の上坑であると考えられる。現況で、東西151cm、 南北131cm、 深さ27cmを測る。

覆土は暗灰黄色粘質上である。

韻

-14-



第Ⅲ章 発掘調査の概要

溝 (第 12～ 14図 )

3条の溝が検出された。SD05。 SD20は東西に延びる大型の溝であ り、特 にSD20か らはまとまった

量の土師器皿が出土 した。溝の正確 な廷伸方向は今回の検出範囲のみでは判断で きないが、調査区内

における主軸方向を記載 した。また第Ⅲ章で述べたように、今回の発掘調査では掘削深度に制約が

あっため、上記 2条の溝は完掘せず、下部の上層堆積はボーリング調査により確認した (第Ⅵ章)。

SD05 調査区北側に位置する。幅2.72m、 深さ0.67mを 測る溝である。主軸方向はN-75° ―Eを指す。

覆土は褐灰色を基調とする粘質土及び砂である。標高約6.3mま で掘削し、それ以下はボーリング調査

により基盤層までの深さを確認した。北側掘方はSX04を 掘 り込んでお り、標高約6.5mを 測る。これ

に対 して南側掘方は第V層 (74層 )を掘 り込んでおり、標高約6.85mを 測る。このように、南北の掘方

に約35cmの高低差が認められる。南側掘方については上部が撹乱されているため、さらに高 くなる可

能
Jl■がある。

遺構の時期については、北側に堆積する第Ⅳ層 (56層 ～51層 )の 中に16世紀末～17世紀初頭の土師器

皿が含まれており、SD05がこれらの層を掘 り込んで造 られていることから、17世紀初頭以降に掘削さ

れたものであると考えられる。また、上位には17世紀初頭の造成上と考えられる第Ⅲ層が認められる

ことから、SD05は 17世紀初頭に位置付けられる。

SD12 調査区南側に位置する。東端で幅1.76m、 深さ0.62mを 測る溝である。主軸方向はN-81° 一E

を指す。覆土は褐灰色粘質土で、災化物を少量含む。上部を撹乱されてお り、掘 り込まれた時期は不

明であるが、第Ⅱ層 (30層)を掘 り込んでいることから、SD05や SD20よ り新しい時期の溝と考えられる。

SD20 調査区中央に位置する。幅6.05m、 深さ2.1lmを 測る大型の溝である。主軸方向はN-73° 一E

を指す。覆土は褐灰色粘質土 。明黄褐色粘質土・黒褐色シル ト質砂など多様であり、遺物・戊化物・

植物遺体を含む。SD05同様に、標高約6.3m以下はボーリング調査により上層堆積を確認した。標高

約7.2mの 第V層 を掘 り込んでお り、溝底は橙色粗粒砂層となる。覆上の珪藻分析では、流水性種が多

数認められることから、水路であったと考えられる (第Ⅶ章)。 遺物は16世紀末～17世紀初頭の土師器

皿を主体とし、15世紀後半～16世紀前半の瀬戸美濃焼などが出土していることから、16世紀末～17世

紀初頭に位置付けられる。

不明遺構 (第 15図 )

SX02 調査区北側に位置する。SE09と 重複 し、SE09よ り古い。調査区西側に続 くため全容は不明で

あるが、南北3.28m、 束西2.18mを 測 り、標高約6.45mである。炭化 した植物やカルシウム分が集中し

硬貨した層が約 7 cmの厚さで確認された。下位には第Ⅳ層 (54層 ～59層 )同様の植物遺体を多量に含む

層が堆積 してお り、整地したような痕跡は認められない。土壌の自然科学分析を行い、その結果を第

V章に示した。

SX04 調査区北側に位置し、径 1～ 2 cmの 円礫が面的に検出された範囲をSX04と した。礫の範囲は

南北2.78m、 東西1.98mを測る。礫層は約20cmの厚を有 し、硬 くしまっている。標高約6.4～ 6.3mの 間で

北側に傾斜する。SX04上面からは16世紀末～17世紀初頭の土師器皿が出土しており、下位の第Ⅳ層か

らも同様な時期の上師器皿が出上している。

-15-
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第12図 SD05 平面図 。断面図
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第Ⅲ章 発掘調査の概要

韻
磐

下剰Ⅵ「卜＝コ
1 晴灰責色粘賞土  (25Y5/2)灰色粘質土プロック59/o含 む

砂含む

76オリーブ黄色シルト (5Y6/3)

L=800m

I層
遺構覆土
SD12覆土

Ⅱ層
V層

表土
褐灰色土     (10YR 5/1)
褐灰色粘賞土   (10YR 6/1)
褐灰色粘質土   (10YR 6/1)
にぶい黄褐色粘質土 (10YR 6/4)
オリーブ責色シルト (5Y6/3)

φ5mm円礫1%含む
炭化物少量含む、オリーブ責色シルトブロック5%含む
炭化物少量含む、オリーブ黄色シルトブロック10%含む
灰色粘質±10%混入

9               1 i40             2甲

SK01・ SD12 平面図 。断面図
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SD20覆土

(75YR 7/6)粗 粒砂、φ2～ 3cmの円礫1%含む

襦!髯争菖セ麟 攣欝鉾Ⅲ瓦皿
(10YR 6/6)炭 化物少量含む

癬獨翻錢轡発ξ錦観禁
穆怒系耽 亀鰯:猥錦易麓貝聾きき

炭4LM蛙含む
(10YR 6/1)細 粒砂
(25YR 6/4)粗 粒砂

:♀ 銅蟹名暫暴蓋土  tiI予骨写!;
62掲灰色粘質土   (loYR 6/1)
63褐灰色粘質土   (loYR 6/1)

64にぶい黄褐色粘質土 (loYR 5/4)
65褐灰色粘質土   (loYR 6/1)

66褐灰色砂     (10YR 5/1)
67黒褐色砂     (ltlYR 3/1)

:]興嬉雹9身倦 砂 肝R管謝
75にぶい黄褐色粘質土 (loYR 6/4)
76オリープ黄色シルト (5Y6/3)

量含む、明責褐色土,銚混入
量含む
最含む、
量含む、
上プロック5%・ 灰自色粘土プロック1%含 む

糧色粘質上ブロック10X・

オリーブ黄色シルトブロック6%含む
細粒砂
粗粒砂、炭化物多量に含む
粗粒砂、炭化物多量に含む

オリーブ責色シルトブロック5%含む

9  1i拗   印

第14図 SD20 平画図・断面図
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第4節 遺   物

第 4節 遺   物

本調査区は発掘調査面積が小さく、遺物の出土量 も希薄であったが、土師器皿、陶磁器、木製品、

金属製品などが出土した。なかでも土師器皿が主体的であり、特にSD20か らはある程度まとまって出

上した。その他に肥前系陶磁器、越中瀬戸焼なども出上している。

各遺物の詳細は遺物観察表 (第 1表)イこ記載しているため、ここでは出土地点ごとに特徴 。特異な点

に関して観察表に記載 しきれないものを総体的に述べる。できる限り遺物の帰属時期を特定し、それ

を各文末に記した。なお、越中瀬戸焼は瀬戸美濃焼、肥前系陶磁器を模倣 して製作されているため、

ここでは瀬戸美濃焼、肥前系陶磁器の比較的編年が確立 しているものを引用 した。

1 遺構出土遺物

SP08(第 16図 -1)

1は非ロクロ成形の上師器皿の口縁部から体部片である。体部下半は手捏ね成形であり、体部上半

から口縁部にかけて強 くナデ廻すため、口縁部はS字状に屈曲する。口縁端部は上方に弱 くつまみ上

げる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

SE09(第 16図 -2～ 9)

2は越中瀬戸焼の指鉢である。内外面全体に鉄釉が施釉され、断面は黄褐色を呈する。口縁端部は

平坦で、やや幅広の面をもち外傾する。卸目は3cm14条 を1単位として施されている。17世紀初頭に比

定される。

3は瀬戸美濃焼の天目碗の口縁部片である。

4は肥前磁器の染付皿片である。内外面全体に少し青味を帯びた透明釉が施釉され、断面は乳白色

を呈する。内面には宝文と思われる染付が施されている。17世紀前半に比定される。

5は槌である。頭部先端と柄付け根部分を欠損する。頭部の中程が両側から凹んでお り、長期使用

された結果と考えられる。樹種はカマツカである。

6は木簡である。上下両端を欠損する。両面に墨書されてお り、判読できる限りでは、表面には

「□□□十六色 (殿 )」、裏面には「一□□ま□」と書かれている。樹種はアスナロである。

7はオしである。上下及び左側を欠損する。何 らかの絵が描かれた絵札の一部と考えられる。樹種は

サワラである。

8は加工痕のある木材である。一端を欠損するが全面に加工痕が認められ、端部は斜めに加工され

る。樹種はカエデ属である。

9は加工痕のある木材である。全面に加工痕が認められ、8同様、端部は斜めに加工される。

SD20(第 16図 -10～ 21、 第17図 -22～ 32)

10は非ロクロ成形の上師器皿である。体部はやや開いて立ち上がる。体部下半は手捏ね成形であり、

体部上半から口縁部にかけてナデが施され、口縁部は軽 くS字状に屈曲する。器壁は若干薄 く、日縁

端部には灯心油痕が残る。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

11は非ロクロ成形の上師器皿である。口縁部にはナデが施されてお り口縁部は軽 くS字状に屈曲す

る。口縁部は肥厚 し、口縁端部は上方につまみ上げる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。
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12は非ロクロ成形の土師器皿である。底部はやや丸みをもった平底であり、体部は屈曲しながら立

ち上がる。体部下半から底部は手捏ね成形で、口縁部にはナデが施されており口縁部はS字状に屈曲

する。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部は肥厚気味で器壁は全体的に薄い。16世紀末～17世紀

初頭に比定される。

13は非ロクロ成形の上師器皿である。体部は緩やかに立ち上が り、口縁部にはナデが施される。口

縁端部は丸 く収まり、器壁はやや厚い。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

14は非ロクロ成形の上師器皿である。体部は手捏ね成形によりやや丸みをもって作 り出し、口縁部

にナデが施される。体部中央は手捏ね部分とナデ部分との境が小さく段差状になっている。口縁端都

は若干鋭 く仕上げ、器壁はやや厚い。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

15は非ロクロ成形の土師器皿である。底部から体部にかけて手捏ね成形によりやや丸みをもって作

り出し、体部は浅 く開いて立ち上がる。口縁部にやや強いナデが施され、体部中央は手捏ね部分とナ

デ部分との境が段差状になっている。口縁端部は若千鋭 く仕上げ、器壁はやや薄い。16世紀末～17世

紀初頭に比定される。

16は非ロクロ成形の上師器皿である。日縁部はナデが施され、日縁部は若千肥厚気味で口縁端部は

若千鋭 く仕上げている。器壁はやや薄く、胎土も他とは異なり焼締 りも強い。17世紀初頭に比定される。

17は非ロクロ成形の土師器皿である。口縁部にはナデが施されており口縁部は軽 くS字状に屈曲する。

口縁端部は上方につまみ上げる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

18は非ロクロ成形の上師器皿である。口縁部にはナデが施されてお り口縁部は外反する。器壁はや

や薄 く、口縁端部には灯心油痕が残る。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

19は非ロクロ成形の土師器皿である。底部脇から内湾気味に立ち上が り、口縁部は強いナデにより

段を有し、端部内面を浅く凹ませる。内外面全体に煤が付着する。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

20は 非ロクロ成形の上師器皿の口縁部から体部片である。底部はやや丸みをもった平底であり、体

部は屈曲しながら立ち上がる。体部下半から底部は手捏ね成形で、口縁部にはナデが施されてお り口

縁部は軽 くS字状に屈曲する。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁部は肥厚気味で器壁は全体的に

薄い。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

21は 非ロクロ成形の上師器皿である。器壁は薄 く、口縁部は肥厚気味で口縁端部は丸 く収まる。16

世紀末～17世紀初頭に比定される。

22は非ロクロ成形の上師器皿である。口縁部にはナデが施されており口縁部は軽 くS字状に屈曲する。

口縁部は肥厚気味で、口縁端部は上方につまみ上げる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

23は非ロクロ成形の上師器皿である。底部から体部にかけて手捏ね成形によりやや丸みをもって作 り

出し、若干深みがある。体部は緩やかに立ち上が り、口縁部はナデが施され、口縁端部は先細 りする。

器壁はやや厚い。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

24は 非ロクロ成形の上師器皿である。体部はやや開いて立ち上がる。体部下半は手捏ね成形であり、

体部上半から口縁部にかけて強 くナデ廻すため、口縁部はS字状に屈曲する。口縁端部は上方に弱 く

つまみ上げる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

25は 非ロクロ成形の上師器皿である。底部はやや丸みをもった平底であり、体部は屈曲し立ち上が

りやや深みがある。口縁部にはナデが施され若千外反する。器壁は全体的に薄 く、口縁端部は先細 り

しながら九 くおさめる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

26は 非ロクロ成形の土師器皿である。底部はやや丸みをもった平底であり、体部は屈曲しながら立

ち上が りやや深みがある。器壁は全体的に薄 く、口縁部は肥厚気味で口縁端部は丸 く収まる。16世紀
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末～17世紀初頭に比定される。

27は 非ロクロ成形の上師器皿である。底部脇から開きながら直線的に立ち上が り、口縁部は端部を

弱 くつまみ上げる。やや薄手である。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

28は 非ロクロ成形の上師器皿である。器壁は薄 く、口縁部は弱いナデが施され、日縁端部は弱 くつ

まみ上げる。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

29は非ロクロ成形の上師器耳皿である。平底の底部から直線的に立ち上が端部を丸 く収める皿の、

対向する2箇所を内側に折 り曲げて作 られる。胎土及び色調は、他の土師器皿に類似 してお り、同様

の16世紀末～17世紀初頭のものと考えられる。

30は越中瀬戸焼の橋鉢の口縁部片である。内外面全体に鉄釉が施釉され、断面は責褐色を呈する。

口縁端部は平坦であり、ほぼ水平となる。17世紀初頭に比定される。

31は瀬戸美濃焼の天目碗の口縁部片である。16世紀後半に比定される。

32は瀬戸美濃焼の茶入れである。16世紀中頃に比定される。

SX02(第 17図 -33・ 34)

硬化面上面及び硬化層内より出土した遺物をSX02出土遺物 とした。

33は 非ロクロ成形の上師器皿である。体部下半は手捏ね成形であり、日縁部にはナデが施され若干

外反する。器壁は全体的に薄 く、口縁端部は先細 りする。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

34は 人尾焼の奏の口縁部片である。口縁部はN字状を呈 し、やや幅の狭い縁帯をもつ。13世紀前半

に比定される。

2 遺構外出土遺物

Ⅳ層 (第 17図 -35～ 45、 第18図 -46)

35は 非ロクロ成形の土師器皿である。体部は内湾気味に立ち上が り、口縁部は強いナデにより段を

もって外反し、端郡は九 くおさめる。16世紀代に比定される。

36は 非ロクロ成形の土師器皿である。底部から体部にかけて手捏ね成形によりやや九みをもって作

り出し、若千深みがある。体部は緩やかに立ち上が り、口縁部はナデが施され、弱 くS字状に屈曲す

る。口縁端部は先細 りし、器壁はやや厚い。16世紀前半に比定される。

37は 瀬戸美濃焼の碗の口縁部片である。内外面全体に灰釉が施釉 され、細かい貫入が入る。断面は

灰白色を呈する。口縁部は垂直に立ち上が り口縁端部近 くで少 しくびれる。16世紀後半に比定される。

38は 金属製品の鑓である。大きさは比較的小さく、コの字形を呈 していたと考えられるが、片方は

逆側に折れ曲がっている

39は 台形を呈する板状木製品である。全面が加工されてお り、なんらかの部材と考えられる

40～ 41は箸状木製品である。40は完形であり、断面形状は扁平な人角形である。41は 上部を欠損し、

断面形状は方形である。樹種はアスナロである。42は 湾曲しているが、完形である。断面形状は方形

である。

43は加工痕のある木材である。一端を欠損する。断面は一遍が九みを帯び、他の三辺は直線的に加

工されている。

44は扁平に加工された木材である。一部欠損するがほぼ完形である。断面は長方形を呈する。

45は加工痕のある木材である。一端を欠損する。断面は二辺が九みを帯び、他の二辺が直線的に加
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工されている。

46は鉢状木製品である。平底からやや内湾 しながら立ち上が り、端部には水平な面を有する。内外

面ともに加工痕が明瞭に残る。Ⅳ層より逆さ向きで出土し、内面には稲穂が付着していた。樹種はア

スナロである。

Ⅲ層 (第 18図 -47)

47は非ロクロ成形の土師器皿である。底部はやや丸みをもった平底であり、体部は屈曲し立ち上がり、

やや深みがある。器壁は全体的に薄 く、口縁部はナデが施され口縁端部は丸 く収まる。16世紀末～17

世紀初頭半に比定される。

Ⅱ層 (第 18図 -48～ 57)

48は非ロクロ成形の土師器皿である。底部はやや丸みをもった平底であり、体部は屈曲しながら立

ち上がる。器壁は全体的に薄 く、口縁部は肥厚気味で口縁端部は丸 く収まる。16世紀末～17世紀初頭

に比定される。

49は非ロクロ成形の上師器皿である。体部はやや開いて立ち上がる。体部下半は手捏ね成形であり、

体部上半から口縁部にかけてナデが施され、口縁部は軽 くS字状に屈曲する。口縁端部は上方に弱 く

つまみ上げ、器壁は若千厚い。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

50は 非ロクロ成形の上師器皿である。底部から体部にかけて手捏ね成形によりやや丸みをもって作

り出し、若千深みがある。体部は緩やかに立ち上が り、口縁部はナデが施され、弱 くS字状に屈曲す

る。口縁端部は丸 く収まり、器壁はやや厚い。16世紀末～17世紀初頭に比定される。

51は非ロクロ成形の土師器皿である。体部下半は手捏ね成形であり、口縁部にはナデが施されてお

り口縁部は軽 くS字状に屈曲する。口縁端部は上方につまみ上げる。口縁端部に灯心油痕が残る。16

世紀末～17世紀初頭に比定される。

52は非ロクロ成形の土師器皿である。体部はやや外反気味に開いて立ち上がる。口縁部は肥圧 し、

端部をつまみ上げる。16世紀末～17世紀初頭に位置付けられる。

53は越中瀬戸焼の悟鉢の口縁部片である。内外面全体に鉄釉が施釉され、断面は灰色を呈する。口

縁端部は水平に近いやや幅広の面をもつ。17世紀初頭に比定される。

54は 弥生土器である。外面に条痕が認められる。

55は珠洲焼の奏の体部片である。

56は平瓦片である。銀色を呈する燻瓦である。

57は軒平瓦である。銀色を呈する燻瓦で、唐草文が配される。江戸時代後期のものと考えられる。

(久保)
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土器・ 陶磁器

土器・陶磁器

掲載
番号

遺構 種類 器種
仏 重 (cln, 調 塾

胎 土
色 前

備 考
日径 底径 器高 外 面 内 面 外面 内面

土師器 皿 (18) ナ デ ナデ ユビオサエ 石英少量 浅黄色 浅貢色

2 越中瀬戸 信鉢 304 ロクロナデ o2mm程度の小礫 淡黄橙色 淡黄橙色

SE09 瀬 戸美農 天目茶碗 118 ロクロナブ ロクロナデ 密 黒 色 黒色 黒釉

SE09 単削 碗 密 灰 白色 灰 白色

SD20 土師器 皿 ナデ 金雲母・赤色粒 浅黄色 浅黄色 灯芯 油痕

上師器 皿 (16) ナ デ ナデ'ユ ビオサエ 金雲母 '赤色粒 浅黄色 浅黄色

12 土師器 皿 (22) ナア・ユビオサエ 金雲母・赤色粒 灰黄色 灰黄色

18 SDD0 土師器 皿 ナデ ナデ・ユビオサエ 石 栗 明掲灰色 灰 白色 灯芯油痕

SD20 土師器 皿 ナ デ ナデ・ユビオサエ 石英・赤色粒 浅黄橙色 浅黄橙色

土E雨器 皿 29 ナデ ナデ ユビオサエ 金雲母 赤色粒 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

土師器 皿 (15) ナデ ナデ・ユビオサエ 石英少量 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 焼締り強い

土師器 皿 ナデ ユビオサエ 金雲母 赤色粒 浅黄色 浅黄色

18 SD20 土師器 皿 (15) ナデ ナデ ユビオサエ 金雲母 赤色粒 灰 臼色 灰 自色 灯芯油痕

19 SD20 土師器 皿 ナ デ ナデ ユビオサエ 石英。赤色粒 灰 白色 灰白色 灯芯油痕

20 土師器 皿 ナデ ナデ ユビオサエ 金雲母 赤色粒 浅黄色 浅黄色 灯芯 潤痕

SD20 土師器 皿 120 ナデ ナデ・ユビオサエ 金雲母 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

土師器 皿 ナデ ユビオサエ 石英 赤色粒 にぶい褐色 にぶい褐色

SD20 土師器 皿 (27) ナデ ナデ ユビオサエ 石英 金雲母 にがい貢橙色 黒色 灯芯油痕

SD20 土師器 皿 (20) ナデ・ユビオサエ 石英・赤色粒 明黄褐色 明黄褐色

SD20 土師器 皿 ナデ ナデ・ユビオサエ 金雲母 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

SD20 土師器 皿 146 66 ナデ ナデ'ユ ビオサエ 金雲母・赤色粒 に IIい 黄橙色 にぶい黄橙色

土師器 皿 ナ デ ナデ・ユビオサエ 赤色粒 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

土師器 皿 19 ナデ ナデ ユビオサエ 赤色 lh~ 浅貢橙色 浅黄橙色 焼締り強ヤ

SD20 土師器 耳 皿 ナ デ ナデ・ユビオサエ 石英 '金雲母 。赤色粒 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

SD20 越中瀬戸 嬉 鉢 ロクロナデ ロクロナデ 05～ 10m砂 粒子 暗赤灰色 暗赤灰色 鉄釉

瀬戸美濃 天 目茶碗 ロクロナデ ロクロナデ 密  白色粒子 黒色 黒色 黒
jrh

SD20 瀬戸美濃 茶 入 ロクロナブ ロクロナデ L‐ 黒色 黒色

土師器 皿 ナデ ナデ ユビオサエ 赤色粒 にぶい黄橙色 橙 色

SX02 人尾 変 (30) ヨヨナデ ヨヨナデ 白色粒 橙色 明赤褐色

第Ⅳ層 土日碩器 皿 122 23 ナデ ナデ・ユビオサエ 黒色粒 褐灰色 掲灰色

第Ⅳ層 土師器 皿 ナ テ ナデ・ユごオサ= 石英 赤色粒 灰黄色 灰黄色

第Ⅳ層 頑戸美濃 天 自茶碗 (44) ロクロナデ ロクロナデ 密 浅黄色 浅黄色

第Ⅲ層 土師器 皿 ナデ ナデ・ユビオサエ 赤色粒 橙 色 灰責色

郊 第 ■層 土師器 皿 14 ナデ ナデ ユビオサエ 金雲母 赤色粒 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 灯芯泊痕

第Ⅱ層 土信F器 皿 26 ナデ ナデ ユビオサエ 金雲母 赤色粒 浅黄橙色 浅黄橙色

第 Ⅱ層 土師器 皿 23 ナデ ナデ・ユビオサエ 金雲母・赤色粒 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

第 Ⅱ層 土師器 皿 (23) ナデ ナデ ユビオサエ 石英多量 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 灯芯油痕

第 Ⅱ層 土師器 皿 142 21 ナデ ナデ ユビオサエ 赤 色粒 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 胎上緻密

第Ⅱ層 越中瀬戸 信鉢 ロクロナデ ロクロナデ 05～ 1 0BI砂粒子 暗赤褐色 暗赤灰色 鉄釉

第 Ⅱ層 弥生土器 条 痕 石英多量 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色

第 ■層 珠》‖ 菱 (61) タタキ 海面骨針 褐灰色 褐灰色

木製品

載

号

掲

番
遺構 種類

法量 (cm)

備考
長さ 幅 Fさ

SE09 横槌

6 SE09 木簡 墨書

SE09 本L 05 墨書

加 工材 545 77

9 加工材

第Ⅳ層 不明木製 品

第Ⅳ層 箸状木製品 243 70

第Ⅳ層 箸状木製品 (21 7)

第Ⅳ層 箸状木製品 286

第Ⅳ層 加工材

第Ⅳ層 力H工 材 437

第Ⅳ層 加工材

第Ⅳ層 鉢状木製品 (510)

載

号

掲

番 遺構 種類 器 種
法量

桝台土
色調

備考
長さ 幅 厚 さ 外 面 内 面

Ⅱ層 瓦 平瓦 (100) 白色粒子 灰 色 黒灰色 燻 瓦

Ⅱ層 瓦 軒平瓦 (139) (178) 白色粒子 黒 色 黒色 燻瓦

第Ⅳ層 鉄製品 錐 07 重量5g

第 1表 発掘調査出土遺物観察表
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第16図 発掘調査出土遺物 (1)
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o          l :4(2・ 5)        20cm

0          1 :3(3。 9)        40cm
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第17図 発掘調査出土遺物
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第Ⅲ章 発掘調査の概要
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第18図 発掘調査出土遺物
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第Ⅳ章 工事立会調査

第 1節 調査の方法

市内電車敷設工事ならびにその付帯工事に伴う工事立会調査は、工事幅0.5～ 1.Om前後と狭いため、

工事の進捗状況に沿って、地下の状況を確認しながら実施した。

まず、掘削初日に工事立会を実施し、地下の状況を確認した。今回の工事立会箇所は、既存道路や

歩道が中心である。下図①のように、既に路盤改良が行われ路盤内で留まる掘削や一度埋設物が入っ

ており、その付け替えなどで再度同じ場所を掘削する場合、また、路盤改良や掘削が既に地山まで及

んでいる場合、工事立会いを行わない。下図②のように掘削が路盤などを越えて、遺物包含層まで及

ぶ場合には、埋蔵文化財センター職員立会いの下、掘削を進める。場合によっては、遺物出土状況の

写真撮影や土層堆積状況の図面を作成する。下図③のように掘削が遺構検出面 (地山)や石積み遺構な

どを越えて及ぶ場合は、その上面で重機掘削を一旦止め、遺構の記録保存調査が終了した後、工事に

着手する。②、③の場合の立会調査は、工事掘削深までの調査にとどめ、井戸や堀など深い遺構が検

出された場合は、掘削深以下については、掘削は行わず保存措置をとった。石垣など石積み遺構が検

出された場合は、掘削や埋設物の管路に影響がある箇所について、記録保存の後、埋蔵文化財センタ

ー職員立会いの下、取り外しをおこなった。明治期以降と判断された石積み遺構については、江戸期

の石材を再利用していると考えられるものや加工痕の観察できるものを除いて、取り外したものは記

録後廃棄した。江戸期以前と考えられる石垣の石材などは、富山城址公国内に運搬し保管した。

②立会いあり

◆立会

第19図 埋蔵文イと財の保護措置方法模式図 (1)

市内電車軌道本線工事の取り扱いについて

大手町交差点から越前町交差点の延長約290mの 大手モール内については、試掘調査などの結果、

ほぼ全域に埋蔵文化財の所在が確認された。その内大手町交差点から南に約40m部分は、地下埋設物

が多 く埋蔵文化財の取 り扱いとしては、工事立会いを実施することとし  TW  ttW
た。残 りの延長250mの埋蔵文化財の取 り扱いについて、富山県発掘調   | :塩墓言 :  _
査等対応基準から道路拡幅 。改4象 の既存道路部分の取 り扱いを適用 し

た。従来であれば、遺跡の保護層を20cm以上確保できる場合は、慎重工

事の取 り扱いとしていた。工事計画との調整の中で、遺跡の保護層を 5

cm以上確保できる範囲約190mについては掘削底面に地盤改良工法の一

つであるジオクロスエ法によるシー トを敷設し、埋蔵文化財の保護を図

る市の運用方針を定めた。保護層 5 cmを確保できない延長約40m分につ

いては、発掘調査による記録保存を行った。

←

第20図 埋蔵文化財の保護

措置方法模式図 (2)

既存部 | :   GL

・発掘調査不要

保

護

層
5

以

上

①立会いなし ③要発掘調査
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第Ⅳ章 工事立会調査
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第 2節 遺構 と遺物

第 2節 遺構と遺物

工事立会調査では、調査区が狭小で長大なため、検出された個々の遺構について詳細な性格を与え

ることができない。 しかし、江戸期の絵図と現在の状況とを重ね合わせた図版 (巻頭図版 3)を 基に、

検出された遺構や遺物について、若干の考察を加えながら検証してみたい。

なお、遺物の詳細については、後掲する遺物観察表を参照されたい。

1.富山城ニノ九 (大手町交差点～富山国際会議場 。ANAク ラウンプラザホテル間)

主要地方道富山高岡線 (十日国道 8号線)車道部 (第 3図 6地点 以下地点名は同図から)については、

現道路面から0.55mま では路盤改良が行われ、その下約 lmは 、近現代の瓦や焼土などを含む土層が

確認された。昭和20年 8月 の空襲やその後の戦後復興事業 (以後戦災層と呼ぶ)に伴うとみられる造成

土が確認された。北側歩道部 (5地点など)についても戦災層が確認され、掘削深中には江戸期以前の

層序を確認することはできなかった。

一方、大手モール内に入った 7地点では、路盤改良は現道下0.5mに留まり、現道下0.7～ 1.2cmに 中

世土師器を含む遺物包含層や整地層 (標高7.6m)、 地山 (標高7.4m)と みられる黄色層を確認した。

2.富山城三ノ九 (富 山新聞社前～総曲輪通 り北側)

大手通り 内堀 りから南へ約40mの 範囲については、第Ⅲ章 発掘調査の概要で詳細を述べているの

で参照願いたい。その南側の大手モール東側歩道内 (野 ロビル～商工中金駐車場)の工事立会では、近

世期の遺物は散見されるが、遺構は殆んど検出することはできなかった。現地表から約0.5～ 0,7mは路

盤改良や既設埋設管路などが見られ、その下の地表下1.Omま では、戦災層が確認でき、その下は暗灰

色のシル ト土層となる。絵図などを見ると本丸から大手門に向かう「大手通 り」に位置することがう

かがえる。工事立会ではその幅までは確認することができなかった。

重臣 (家老)屋敷地 大手モール西側の市民プラザ北寄 りの歩道内では、 8地点や 9地点のように、

現地表下約 lm(標高約7.5m)前後からピットや滞の落ち込みと見 られる遺構が検出され、同地点から

は、唐津大鉢 (第 28図 5)が出上 した。また、市民プラザ南東出入口付近の歩道内 (13地点付近)か ら

は軒瓦や平瓦、桟瓦 (6～ 9)や礎石 (10)が 出土 した。礎石は、上野幸夫氏のご教示で四角台錐形を

したローソク礎石とも呼ばれるものである。県内では幕末期以降に出現 し、町屋の建物に使用された。

頂部には柱を支えたダボ穴がみられる。左右には、枢 (床の端の横木)を 落とし込む際の目違いのホブ

穴が切 り込まれる。枢を繋 ぐ狭間石としての利用がうかがえる。県内では、岩瀬の町屋の大戸口付近

にみられ、左右で変化するようである。当該地は、江戸期の絵図では富田下総屋敷地となっている。

軒瓦などの瓦類は屋敷地との関連がうかがえるが、礎石や出土陶磁器をみると、幕末期以降は町屋ヘ

変遷していったことがうかがえる。

堀跡 商工中金駐車場から市道区画街路2204線付近

で幅の広い東西方向に延びる幅約20mを 測る堀状の堆

積を確認した (10・ 12地 点)。 8地点の落ち込みにつ

いてもその堀の北肩とも推測できる。「万治年間富山

旧市街地図」(以下「万治絵図」と表記)で は表れない

遺構で、寛文期より前に遡る堀跡ではないかと推定さ

れる。「富山候御家譜」によると、万治 4年 に利次の富

山居城が決定した際、幕府から許可された項目に、東

西南の総構堀を広げることが含まれており、この際

第22図  堀・土塁位置の変更

(2008古サII・ 小川より)

,■再lir五
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第Ⅳ章 工事立会調査

「万治絵図」に表れる外堀の位置に移ったと考えられる。

大手門料形石垣 総曲輪通 りの北約10mの大手モール東西歩道内で、現況下約0.9m以下に控えが 1

mを越える玉石や割玉石、矢穴痕が残る割石 (11)な どが組まれた石積み遺構を検出した (15～ 17地点)。

14・ 15地点では東西方向に約3.2m分の石積みが検出され、南石面を揃えている。14地点では、標高

7.5～ 6.8mの 間に 2段分、その東に接する15地点では、標高7.6～ 5.6mの 間に 4段分 (上から4段 目は上

面のみ検出)の石積みを検出した。さらに下部 tζも石積みが続 くとみられる。石積みの裏込めには直

径 5～ 10cm前後の栗石 とみられる円礫が多数みられた。石積みの南側には灰色～暗灰色の水分を多 く

含む土が堆積 し、堀の覆土とも推測される。

14地点の石材は花聞岩の玉石や割玉石、割石を用いて積まれ、間石 としてやや小ぶ りの安山岩が用

いられている。上から2段 日の割石は控えが短 く大面を石面として横積みされていた。

15地点の石材は安山岩の玉石や割玉石、花商岩の玉石や割玉石、割石が用いられている。下から 2

段はほぼ隙間なく布積みされている。上から2段分は隙間に土が入る。 1段 目は灰責色土 (褐色鉄分

含む)が 2段 目には灰色粘質シル ト土が入る。

14・ 15地点で検出された石積み遺構は、大手門の枡形と呼ばれる通路の西石垣南辺部と推測される。

16・ 17地点では15地点から東に約13.5m離れた位置に、南北方向に約6.3m分の石列が検出された。

16地点では、標高6.5～ 5.5mの 間に 2段分、その南2.5m離 れた17地点では、標高6.4～ 6.2mの位置に 1段

分の石積みを検出した。14・ 15地点同様、さらに下部に石積みが続 くとみられる。

16地点の北端の石から北側で直径 5～ 10cm前後の栗石とみられる円礫が多数出土した。石積みの東

側は湧水がみられ、水分を多 く含んだ灰色～暗灰色のシル ト土が堆積 している。

16地点の石材は花筒岩の玉石や安山岩の玉石が用いられ、間石として小ぶ りの花尚岩などが用いら

れている。北端の石は当初、東側を石面にする石の一つが動いてしまい角度が変わったのではないか

と推測 していたが、その石の南面から北側で栗石が多数検出されたことから、南に石面を向けた石列

の西端部に当たるのではないかと考えた。

17地点では、南 。東・上面に平面を持ち南東方向に稜を持つ割石が検出された。東面は16地点の東

石面を揃える石列の延長に位置する。南面は14・ 15地点の南石面の方向にやや段違いにずれるものの

ほぼ方向を揃える。このことから、17地点で検出された割石は石積みの角石と考えられる。

16。 17地点で検出された石積みは大手門枡形東石垣の南東隅角部と東辺部ではないか。北端部の石

が外堀に面 した土塁に続 く大手門石垣の南面 となった場合、東石垣の東辺の長さが約5.6m(約 3間 )

となる。

現在の14～ 17地点は総曲輪 3丁 目と4丁 目に位置するが、地元の方からの聞き取 りでは、14。 15地

点の西に接する民家が大手町の南限であったとされ、検出された大手門石垣との関連をうかがわせる。

3.富山城外堀 (総曲輪通 り周辺)

大手門石垣が検出された位置の南側から総曲輸通 りにかけては、水を含んだ灰～暗灰色シル ト土が

堆積する。工事掘削が堀部分については、深 くならないため、深度を確認することはできなかったが、

「万治図」から当該位置に外堀が形成されていたことがうかがえる。

石組み水路 大手門西石垣が検出された位置から南に約10mの大手モール西側歩道内 (18地点)で現

地表下0.8～ 1.5m(標高7,7～ 7.Om)で 東西方向に延びる石組み水路を検出した。底部に平 らに面をとる

直径0.3～ 0,4mの 不整形や不整円形の石を 2列 に敷き、その南北に直径0.1～ 0.15mの 細い丸太を胴木と

してその上に敷き石よリー回り大きな石を南北に 3段以上積んだ構造となる。平らな石が敷かれた水

路部分の幅は約0.6mを 測 り、水路底部の平均標高は7.16mを 測る。北側の石積みの裏込めとして灰褐
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第 2節 遺構と遺物

A

lg

第25図

露 17地点

大手門料形東石垣 平面図・立面図 (S=1/40)

0            1:40           2m
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第Ⅳ章 工事立会調査
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18地点

0            1:40          2n

第26図 石組み水路 平面図・立面図・断面図 (S=1/40)

色上をベースに直径10～ 20cmの 円礫が多数含まれた層があり、南側の石積みの裏込めとし暗灰色上を

ベースに直径20～30cmのやや大きめの円礫を多数含む層がある。水路の覆土は、暗灰色粘質土と暗褐

色粘質土 (砂混じり)を基本とする。覆土中から近世 。近代以降の遺物が出土した。一方、大手モール

東側歩道内 (19地 J点 )で も西側歩道内で検出された石組み水路の延長とみられる水路を検出した。標高

は7.6～ 7.Omを 測る。平らな石が敷かれた水路部分の幅は0.6mを 測り、水路底部の平均標高は7.13mを

測る。先述した18地点で検出された水路底部の標高からみて19地点で検出された水路底部が 3 cm程低

くなる。よって、水の流れは、西から東へと流れていたと推測される。

総曲輪 4丁 目・旅籠町再開発事業地区で検出された背割水路の上部遺構でも石敷きの水路が確認さ

れたことから近い時期に使用されていたことが考えられる。

今回検出された石組み水路は外堀が埋め立てられた後に構築されたとみられる。明治18年「富山市

街見取全図」(巻頭図版 4)をみると大手門付近の外堀は、大手通りから西側は堀が埋められている様

子がうかがえる。明治26年「富山市街実測図」では東西方向に水路が横切っている。西方には埋め残

された外堀がみえる。水路はそこから繋がっており、堀の排水の役割を担っていたことも推測される。

外堀は、明治 6年以降払い下げが行われ、購入した各々が順次埋め立てを行い、土地の利用を行った。

これらの事から、明治20年代前半頃、この石組み水路が構築されたのではないかと推測される。

石組み水路の南側 (総曲輪通り)は、暗灰色～黒灰色の水分を多く含んだ上が深くまで堆積し、外堀

の覆土や埋土と考えられる。この堆積は総曲輪通りを越えた家具店前まで続く。タト堀の南肩は、既設

管路などによる撹乱が著しく、確認することはできなかったが、大手門西石垣南面の位置から推測す

ると南北20m以上の幅はあったとみられる。
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第2節 遺構と遺物

4.富山城下

武家屋敷地 絵図によるとタト堀の南側には、背割水路までの間に武家屋敷地があった。20地点では、

現地表下0.4m(標 高8.lm)か ら掘 り込みを持つ井戸を 1基検出した。復元径約2.8mの大 きな掘 り方を

有 し、北寄 りに直径0.65mの 縦板組の側板 (第 29図29～32)を もつ。井戸掘 り方埋土から越中瀬戸蝋燭

立 (17)が出土した。さらに南に約15m離れた21地点からは直径1,Omを測る円形素掘 りの井戸 1基や木

箸など木製品を大量に廃棄 した土坑1基 などが検出された。その南約 8m離れた22地点では、直径約

2m、 深さ約0.5mの 上坑 1基を検出した。20地点から23地点までは、井戸や土坑などの遺構が集中す

る。当地点では標高7.8m～8.lm付近に黄灰色の遺構面 (上層)と 標高7.2～7.6m付近に灰白色の遺構検

出面 (下層)が確認された。上層は幕末～近代以降の生活面、下層は近世以前の地山と考えられる。

21地点南の武家屋敷地から出土した七厘片と27地点の町屋 (越前町)か ら出土した七厘片が接合し

た (54)。 約35m離れた地点からの出上で、武家屋敷と町屋の関係を示す資料として注 目される。

背割水路 外掘の南側の武家屋敷地とさらに南側の町屋敷地との境 となる背割水路 (下水)が古絵図

には記載され、総曲輪フェリオ地区の発掘調査でも検出されていた。今回の調査では、24～26地点で

背割水路の構築に伴う石組み遺構が検出された (第27図 )。 水路の底面は標高7.2mを測る。

25地点では、基底部に幅約1.2mの 間隔で一辺約15cm角 の胴木を平行にならべていた。一部胴木の下

には九杭 (直径約14～ 16cm)を 支柱 として、鉄のボル トで胴木と九杭が固定されていた。胴木の上に

は 2段の九石が積まれていた。北側の石積みから約 lm北で斜めに傾斜する別の石積みを検出した。

胴木の上に載る石積みの水路の覆土からは、近代以降の陶磁器も出土 した。総曲輸フェリオ地区で見

つかった背割水路同様、何度か作 りかえが行われている様子がうかがえた。

26地点では、背割水路の北側の石列を検出した。断面から2段の南面に割面を持つ石積みである。

また、東西方向の石積みに直交 し、最下段の石積みの下を通して竹の枝管を北方向へ延ばし、その竹

の枝管を木の角材に穴を開け固定した遺構を検出した。

背割水路の底部は、外堀を埋めて築かれた石組み水路 (18・ 19地点)の底面とほぼ同じ標高を測る。

町人屋敷地 背割水路以南には、町人が生活を営んだ町人屋敷地があった。屋敷地はさらに近世北

陸街道を挟んで北と南に分かれて検出された。

近世北陸街道北側の屋敷地の調査では、越前町交差点歩道内 (27・ 28地点)や平和通 り歩道内 (29～

32・ 40地点)か ら丼戸やピットなどの遺構や遺物が検出された。

27地点では、現況下0.4～ 1.6mに 近代 (上部)～近世 (下部)期 の遺物を含む包含層が検出され、その

下の灰白色砂質地山土を掘 り込んで井戸などの遺構を検出した。当地点で検出された井戸は管路によ

る損壊が激しく形状などの詳細はつかめなかった。しかし、井戸の覆土中からは、土師器や越中瀬戸

などの上器や近世陶磁器 (第30図 35～ 54)、 漆器 。下駄などの木製品 (65～ 67)、 イヌの骨などの獣骨が

整理箱 2箱分出土した。68・ 69は柱状の建築部材とみられ、井戸の部材に転用されていた可能性がある。

32地点では、現歩道下1.3～ 1.7mに 黒色シル ト土の木製品 (64)な どを多数含む層を確認 した。ガス

管埋設のための掘削で、掘削幅が0.5m以下と狭いことから、断定はできないものの、井戸や廃棄土坑

などの遺構が存在 していた可能性が高い。

40。 41地点は平成17年度に発掘調査が実施された総曲輪通 り南地区再開発事業に先立つ調査でみつ

かっていた町人屋敷地の南端部とみられる。現況道路下1.Omま では、路盤や戦災層、近代遺物包含層

がみられ、1.3～ 1.9mに暗灰色の遺物包含層があり、灰白色砂質地山上に至る。

近世北陸街道南側の屋敷地の調査では、平和通 り西行 き車線内 (34～ 36地点)や北陸銀行前歩道内

(37・ 38地点)か ら遺物包含層やピット・土坑などの遺構や遺物が検出された。
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第2節 遺構と遺物

34・ 35地点では現道路面下0。7mま では路盤の堆積がみられ、1.Omま では焼土や炭混じりの近現代整

地層 (暗灰色)がある。また、1.2mま での間に淡掲灰色の近世遺物包含層があり、灰白色砂質地山土に

至る。地山の標高は7.7mを 測る。遺物包含層には、その上面に多 く遺物を含むことが確認された。土

師器や越中瀬戸、唐津、中国陶磁などの上器・陶磁器類が多数出土 した (77～ 79、 81・ 82)。 加えて、

ピットとみられる遺構 も検出された。

36地点では、現道路下1.Om付近から掘 り込みを持つ土坑とみられる遺構が検出された。唐津などの

陶磁器に加え、木箸や曲物底板、下駄、荷札などの木製品 (70・ 71、 73～ 76、 84)も 出土した。

37・ 38地点では、現歩道下約1,Omに淡黄灰色の地山上があり、それを掘 り込んでピットなどの遺構

がみられる。地山上部には0.05～ 0.2mの灰褐色シル ト質の遺物包含層がみられる。唐津や伊万里など

の近世陶磁器が出上した。

平和通 りの南側歩道内は、上部が埋設物によって撹乱を受けているものの、その下には遺物包含層

や地山が良好に残っている箇所が見受けられる。

近世北陸街道 33地点の平和通 り東行きの歩道寄 り車線では、現道路面下0.8mま では路盤改良がな

されていた。1,lmま でには灰褐色シル ト上が堆積 し、その下に厚さ 6 cmの粘質の強い灰黄色土が水平

に堆積し、この面で整地されていた状況がうかがえる。その下は灰色砂質土で、地山とみられる。厚

さ 6 cmの灰黄色土は、南側は車道中央の融雪装置が埋設されている付近まで続く。33地点を含めて平

和通り東行き車線内には包含層からの遺物の出土が殆どみられなかった。車道中央を越えて西行き車

線 (34地点)に なると灰責色土層はみられなくなり、遺物が出土するようになる。28地点以北でも遺物

が出土するようになることから、33地点で確認された整地層は近世北陸街道の路面ではないかと考え

られる。三ノ丸の大手通りと見られる付近でも遺物や遺構が極端に少なくなる。通りがあったと推測

される地点では概して同様の傾向がうかがえる。以上の状況から近世北陸街道の南北幅は、約 9m
(約 5間 )の規模が推測される。

39地点では、平和通り東行きの歩道寄り車線南壁面に現道路下1.3mに厚さ5～ 10cmの水平に堆積す

る灰黄色土層を確認した。33地点から東に約160m離れているものの、同様の堆積状況が確認された

ため、39地点での灰黄色土層についても近世北陸街道に伴う整地層でないかと考えられる。一方、39

地点では、灰黄色整地層の下に約0.2～ 0.3mの 暗灰色土層が入り、灰白色砂質地山上に至る。暗灰色土

中からは近世期以前の遺物が出上し、近世北陸街道が整備される以前の遺物包含層と推測される。

近世北陸街道については、慶長期以前は、富山城の北側を通るルートが推測されており、利長期以

降に城下に引き入れられたと考えられている。

5. rJ、苛喘

市内電車敷設工事に先立つ立会調査は、本報告が干U行 された時点でも継続中で、以上の成果は途中

経過として報告するものとする。富山城ニノ丸 (大手町)か ら町人屋敷地 (越前町)ま での延長約350m

の範囲で南北方向の長大な試掘調査を行った結果となった。そのほぼ全域で、現地表下約0。7～ 1.3m前

後には近世以前の遺構や遺物が良好に残存していることを確認できた。古絵図などで推測されていた

富山城や城下町構造の実際の様子が明らかになりつつある。今後の調査や遺物の詳細な検討、史料調

査などを加味しながら近世富山城や城下町の変遷、近世以降の都市計画についても検証を行いたい。
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土器・陶磁器

下水 26市民プラザ市口引き込み

薄嗜オリーブ色

子含む

医和,ス タンプ文fle介菊文j 鶴文,粕止め

削出高合

暗灰女色

伊万里
透明和 ,型 打成形,業 付,塊継ぎ痕  蛯ノヨ凹

業,,透 明袖 (言 味がかつている),二

'に
砂社を

越中瀬戸 鉄和 卸し目28釦 /11オ 漆経ぎ痕

痺付着 灯明皿 ,器 面剥落多い

ヨヨナデ 伸圧痕 にぶい黄褐色 にボい黄褐色

ITr 27越前町友差点北西歩道 16m 越前

越中預戸

ｔＴＴ
炉

越中1領戸 鉄和 (福色) 嫉穂 (掲色)

叩
炉

逝中瀬戸

底都回転糸切り 孵薩
越中源戸

TヽT 32越前肛交差点北西歩道 ■ 6m

(TT 2e t7前町交
=ミ

北西歩道 -13m
～
付,透 明和 (若干言吹),商 合内削警Jり 込深

TヽT 23 25桜 合 古具店 06m交差点
上師質 却部あり 絡円状の火八口

I色泣含む

ガス 19題 前町交差点 1ヒ 西横断歩道 ―

21酒店盛車場前歩道 06n

ス 24逆前町交差点北東篠断歩道

1色粒含tF

T゙T 6 平和通り西,中央軒章線包合屈

重ね焼き痕 燦付着  鉄釉

ＴＴ

‐ ０

北陸銀行前歩道から1ヒ
ヘ35m

耳
山 =ぶ

い黄福と にぶい資褐色

におい資笹色

NTT S 北陸ll・ 行前歩道から北へ35m

タタキ 条痕

(内 )燦付着,白 土刷毛塗り 抄 口痕 (6つ )

第 2表 工事立会出土遺物観察表
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第2節 遺構と遺物

土器・陶磁器 (2)

石製品 。鉄製品

木製品・漆製品

版

号
工事名 出上位置 赳社名

法猛 (cm)

外面  1  内面

火防 8,肖 火橙 (歩道)から東べ6～14m間
越中瀬戸

陣蝉
ミガキ調整 ,スス付着

長石釉 鉄釉 ,銅 緑釉 ,約 薬督け分け

瀬戸 灰 白色 餞部 :高台にtr/付 着  型紙摺り

火防 23消火控 (歩道)から東へ6～ 14m

幻の 童道
至明和,鉄釉 .銅 緑和  カン主 ウ

火防 10消火桂 (歩道)から西へlmの 革
越中瀬戸 失rn,二 次旋成(被災)釉止め

陣
輔

消火橙(歩道)から東へ3～Sm聞 修,長石粒多
丼莉  底面 ,回 転糸切り痕

越中糠戸 鉄釉 (桂福色) 外底部 f回転糸切り粘上塊付着

火防 16消火控 (歩道)から西へI15m―

火防 5消火糧 (歩道)から西へ12m クロナア,押圧好 外底部 :回転糸切り 見込内,真 ね焼き痕あり

暗赤褐色 米rn 底面 ,回 転糸切り痕

コクロナデ
鉄釉 ,透 明細 鉄細 透明fa

CB試 掘 2城址公園南歩道内 ■ 7m 言磋 口′連弁

灰赤色 浚灰色～灰色

決青 白色 淡言 白色.柴付 勺底部 :わずか砂粒付着 ,焼継ぎ痕

瓦・土製品
版

〓

図

警

TヾT 59市民ブラザ南東出入ロ ー175m 瓦(蕉し) え僚 (唐章文 菊文) 瓦当魅付

〈TT 50市民プラザ南民家前  15m

,TT 56市 民プラザ高民家前 -15m タズツ痕  布 目衰

〈TT 56市民ノラザ南民家前 -15m 笞,海綿■斜 (外)0(内 )0 409 9cmの 大あり

'TT 39越
前町交差点北西歩道 ■ 6m

円盤状

と製品

法と (cm)

中央構円よに窪

Ｗ
「

(TT 逆前町交差点北西歩道内 鉄製品

酒店東盛車場前歩道内 e7m 鉄製品

図

看
工事名 出■lLE意構名 種類

幅

T゙T市民ブラザ高口■ 1～ 1 6cm 重重11 44kg

客状木製品

縦坂

下水 井戸 市から1

tTT背 害1下水 Hヒ I同木の下の組杭

下駄 (歯 )

WTT越 前町交差点 ,ヒ面歩道■ 61n4戸

「 T北陸銀IR前 歩道よりHヒヘ19m深さ

fTT北 睦銀行前 歩道より北へ10m深さ
曲物底板か

fTT千 石町通りHヒ ロ 西側歩道内 深さ

fTT北 陸銀行前 歩道より北へ19n深さ
行|しか

TT北陸FR行前 歩道より北へI On深さ

子TT北睦銀行前 歩遭より北へ19n深さ

第 2表 工事立会出土遺物観察表
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く 計
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1
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|
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0 1:4(1～ 9・ 12)10Cm

o              l :20 (10・ 11)             lm

第28図  工事立会出土遺物
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第29図 工事立会出土遺物 (2)
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第V章 理化 学 的分析

第 1節 ボーリング調査

1 調査方法

調査方法は、発掘調査地点における機材搬入の制約や遺構の破壊等を最小限とする必要があったこ

とから、簡易手動式ボーリングを用いた。また、既存の発掘調査成果や隣接する旅籠町地区の遺構検

出面より下位に認められた堆積物の岩相等を参考とすると、シンウォールサンプラーの使用は困難と

判断されたことから、 トーマスサンプラーを使用した。調査深度は、簡易手動 トーマスサンプラーに

よる掘削限界深度、あるいは、ハンマーでの打ち込みが困難と判断される堆積物 (砂礫層等)を 目安と

した。

2 ボーリング調査地点

発掘調査区内におけるボーリング調査地点の選定は、発掘調査担当者の指示、および協議・検討結

果に基づき、下記の 5地点 (Loc.1～ 5)を対象とした。

Loc.1:調査区北端 SX02内

Loc.2:調査区】ヒ側 SD05内

Loc.3:調査区中央 SD20内

Loc.4:調査区南側 第V層上面

Loc.5:調査区中央 第V層上面

3 調査結果

上記した 5地点のボーリング調査結果を33図に示す。以下に、各地点より採取 したボーリングコア

の観祭所見を記す。

(1)Loc.1

Loc.1は、発掘調査区北端に位置する。本地点では、遺構確認面より深度120cmま で掘削し、ボーリ

ングコア試料 4点 (1～ 4)を採取 した。Loc.1で は、上位より黒褐色砂混 じリシル ト(0～ 25cm)、 黒

褐色砂質シル ト(25～60cm)、 黒褐色シル ト質細粒砂 (60～ 93cm)、 暗灰色中粒～極粗粒砂 (93～120cm)

が認められる。

黒褐色砂混 じリシル トは、下部に向かってえ化物が多 く含まれる。黒褐色砂質シル トは、赤褐色～

灰白色を呈する粘土質の偽礫 (径約 4 nun)や 円～亜円礫 (径約 2 11Hl)が 混 じる。黒褐色シル ト質細粒砂

は、シル トを基質とする堆積物 と砂 (極粗粒砂を含む)を 基質とする堆積物が互層状を為すことを特徴

とする。また、上位の黒褐色砂質シル トとの層界には、植物遺体・炭化物が混 じるほか、やや黒色を

呈する薄層が挟在 し、この薄層より10cm下位には暗褐色の偽礫 (径約10Hlll)が 混 じる。暗灰色中粒～極

粗粒砂は、上方粗粒化する傾向が認められ、炭化物や亜円礫～円礫 (径約10111111)が 混じる。

(2)Loc.2

Loc.2は 、Loc,1南側のSD05内に位置する。本地点では、排土及び湧水によって泥化した土壌の表面

より深度104cmま で掘削し、ボーリングコア4点 (1～ 4)を採取した。なお、33図 に示したように、

ボーリングコア2-1上部 4 cmは 、上記した泥化した土壌に相当することから、堆積物の記載は省略

した。
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第V章 理化学的分析

Loc.2で は、上位より暗褐色シル ト混 じり極細粒～細粒砂 (4～ 52cm)、 暗褐色シル ト混 じり粗粒砂

(52～ 63clll)、 暗褐色中～粗粒砂 (63～ 104cm)が 認められた。

暗褐色シル ト混 じり極細粒～細粒砂は、植物遺体が混 じり、部分的に粗粒砂～細粒砂までの粒度変

化が認められるが、層界は不明瞭である。また、細礫が極微量含まれる。暗掲色シル ト混 じり粗粒砂

は、下部に中粒砂程度の砂が混 じり、全体的に上方粗粒化する傾向が認められる。亜角礫状の細礫が

微量含まれる。暗褐色中粒～粗粒砂は、円～亜円礫状の砂からなり、洵汰も比較的良好である。

(3)Loc.3

Loc.3は、発掘調査区中央のSD20内 に位置する。本地点では、泥化 した土壌下位の締まりのある堆

積物上面を基点として深度220cmま でを掘削 し、ボーリングコア 7点 (1～ 7)を 採取 した。本地点で

は、上記した泥化 した土壌が10cm程堆積 していたことから、33図 には深度10cmを 基点として示した。

Loc.3で は、上位より暗褐色シル ト混 じり極細粒～細粒砂 (10～ 58cm)、 暗褐色細粒砂 (58～ 80cm)、

黒褐色粗粒砂 (80～ 90cm)、 褐色細粒～中粒砂 (90～ 116cm)、 黒褐色シル ト混 じり細粒砂 (116～ 154cm)、

赤褐色中粒～粗粒砂 (154～ 171cm)、 暗褐色シル ト質細粒砂 (171～ 195cm)、 暗褐～赤褐色粗粒～極粗粒

砂 (195～ 220clll)が認められた。

暗褐色シル ト混 じり極細粒～細粒砂には、長さ約 7 11unのえ化物と赤褐色を呈する粘土質の偽礫が混

じる。また、深度40～58cmの範囲は、赤褐色を帯び、炭化物が極微量混 じる状況が観察される。暗褐

色細粒砂は、泥 (シ ル ト)質な部分から中粒砂程度までの粒度変化が認められるが、層界は不明瞭であ

る。黒褐色粗粒砂、褐色細粒～中粒砂、黒褐色シル ト混 じり細粒砂は、全体を通して上方粗粒化する

傾向が認められ、それぞれの層内においても上方粗粒化を示す。上部の黒褐色粗粒砂、褐色細粒～中

粒砂では、炭化物が多 く混 じる。下部の黒褐色シル ト混 じり細粒砂には、偽礫 (径約 9 11Hl)が 混 じる。

赤掲色中粒～粗粒砂は、中～下部で炭化物が多 く混 じる状況が認められるほか、偽礫 も認められる。

暗褐色シル ト質細粒砂は、明瞭ではないが、上方細粒化の傾向を示す。暗褐～赤褐色粗粒～極粗粒砂

は、上方細粒化を示す。下部の極粗粒砂は亜円礫～亜角礫を呈 し、微量の炭化物が混 じる。

(4)Loc.4

Loc.4は、調査区南側に位置する。本地点では、遺構確認面より深度150cmま でを掘削し、ボーリン

グコア 5点 (1～ 5)を採取した。Loc.4で は、上位より暗褐色砂質シル ト(0～ 30cm)、 暗褐色細粒砂

(30～ 120cm)、 暗褐色砂質シル ト(120～ 132cm)、 暗褐色中粒～粗粒砂 (132～ 150cm)が 認められた。

暗掲色砂質シル トは、下部に中粒砂が混 じる。暗褐色細粒砂は、下部は中粒砂混 じりの細粒砂、上

部はシル ト質細粒砂程度と上方細粒化する。また、暗褐色細粒砂中部には、炭化物 (最大径約 6111m)

が多 く混 じる。暗褐色砂質シル トは、細粒砂程度の砂が混 じるほか、植物遺体や炭化物が極微混じる。

暗褐色中粒～粗粒砂は、上部に植物遺体が僅かに認められる。

(5)Loc.5

Loc.5は 、上述 したLoc.2と Loc.3の 中間、調査区東壁付近に位置する。本地点では、泥化 した土

壌が約14cm堆積 していたことから、比較的締まりのある堆積物上面を基点とし深度164cmま で掘削し、

ボーリングコア 5点 (1～ 5)を採取した。したがって、図1では、深度14cmを 基を点として示した。

Loc.5で は、上位より暗褐色極細粒～細粒砂 (0～ 78cm)、 暗褐色シル ト混 じり粗粒砂 (78～ 92cm)、

暗褐色シル ト混じり細粒砂 (92～ 164cm)が認められた。なお、本地点ではボーリングコア 6(深度164～

194clll)の 採取も実施したが、採取地点の堆積物の状況や時間的制約、安全上の問題から、十分なコア

の回収には至らなかった。わずかに回収されたコア内における堆積物には、中粒～極粗粒砂が確認さ

れたが、前述の理由のため33図 では省略している。
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暗褐色極細粒～細粒砂は、上部は泥 (シルト径)分が混じる。また、中～下部には、細粒砂～粗粒砂

径の炭化物が多く混じる。暗褐色シルト混じり粗粒砂は、中部はやや泥質である。暗褐色シルト混じ

り細粒砂は、中部に中粒砂を主体とする薄層が挟在し、下部には植物遺体や炭化物が混じる状況が認

められる。
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第 1節 ボーリング調査

3.考察

ボーリング調査地点は、富山城跡南側、富山市大手町 (34図 ;★ )に所在する。富山城跡周辺の土地

条件図 (国土地理院,2005)に よれば、調査地周辺は常願寺川扇状地扇端付近の低地、神通川の旧河道

蛇行部の右岸に位置する (34図 )。 この旧河道は、明治時代に行われた神通川の河川改4分 によって直線

化される以前の流路に相当し、現在はその名残として松川が流れる。

本遺跡周辺では、調査区西側の総曲輪地区、調査区東側の旅籠町地区等で発掘調査が実施されてお

り、中世～近世 。近代までの遺構・遺物が確認されている。各地区で認められた基本土層や堆積物の

所見を参考とすると、総曲輪地区 (34図 ;① )で は、地山 (Ⅶ 層 ;灰色粘質土)、 近世遺構の基盤層 (Ⅵ

層 ;黒色粘質土)と される自然堆積層とみられる堆積物の累重および上位に近世以降の人為的擾乱を

受けたとみられる堆積物が確認されている (富 山市教育委員会,2008)。 一方、旅籠町地区 (34図 ;② )

では、検出された井戸跡壁面と調査区壁面の観察によれば、地表面より深度約200～ 50cmは砂を主体

とする堆積物が累重 し、この砂層上部に黒色泥質上の発達が認められている (未公表資料)。 これら

の所見を参考とすると、近世以前には砂を主体とする堆積物が累重 し、その上位には腐植等の発達等

によって黒色上が形成されていたことが推定される。

今回の発掘調査区の堆積物のうち遺構確認面より上位は、下位より灰色泥混 じり極細粒砂～細粒砂、

暗灰色泥混 じり砂質上、最大径10cm程の円～亜円礫が混 じる褐色泥混 じり砂質上、砂礫 (バ ラス)の累

重が認められ (35図 )、 暗灰色泥混 じり砂質土、褐色の泥混 じり砂質上、砂礫 (バ ラス)はそれぞれ不整

合に堆積する状況が確認された。また、灰色泥混 じり極細粒砂～細粒砂上位、暗灰色V覗 じり砂質土

下部には黒色泥混 じり砂質上が挟在する状況や、灰色泥混 じり極細粒砂～細粒砂に由来するとみられ

る偽礫が多量混 じる状況が観察された。

今回のLoc.1～ Loc.5の 5地点を対象としたボーリング調査では、Loc.4・ 5を 除 くと、いずれも

掘込 (Loc.1)や溝跡 (Loc.2・ 3)等の遺構に相当する箇所が選択されている。そのため、Loc.1～ 3お

よびLoc.5の ボーリングコアに確認された堆積物は、遺構埋積物との関連性が低いLoc.4の堆積物の

累重状況と比較 し、その特徴を検討する。

Loc.4は、深度 0(遺構確認面)～ 150cmま での掘削により、上位より暗褐色砂質シル ト(0～ 30cm)、

暗褐色細粒砂 (30～ 120cm)、 暗褐色砂質シル ト(120～ 132cm)、 暗褐色中粒～粗粒砂 (132～ 150cm)が確

認された。掘削範囲最下位は中～粗粒砂からなり、上位は細粒砂～シル ト径の堆積物が累重すること

から、全体的に上方細粒化する傾向が指摘される。また、部分的に炭化物が混 じる状況や植物遺体の

混入も確認されている。

これに対して、Loc.1は 、深度によって基質が異なるが、黒色泥質土   紹_
を基質とする、あるいは、混じるという特徴、この他の地点と比較して

炭化物や有機物 (木片や植物遺体)等が多く混じるという特徴が確認され

た。また、黒褐色泥質土に混じる砂は、極細粒砂～細礫までの砂礫が混   
第I層

入するという特徴も指摘される。このことから、Loc.1の特徴として、

Loc.4で は確認されない黒色泥質上の存在が指摘される。前述した周辺

地区における発掘調査成果やボーリング調査地点選定時の所見、Loc.1
第 E層

地点付近からの槽や柱材 とみられる木製品の出土等を考慮すると、黒色

泥質土は近世以前の遺構埋積物、あるいは、凹地を埋積する堆積物の可  以降確認面>
10-

り〇」。
、⑤ o⌒

育と性がある。

Loc.2は 、Loc.1や Loc,4と 比較 して、浅い深度より粗粒の堆積物 (暗  第35図  基本土層模式柱
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第1節 ボーリング調査

褐色 中～粗粒砂)が確認 されたことを特徴 とする。 この粗粒 の堆積物は、確認で きた範囲では層厚約

40cm(深度63～104cm)を 測 る。 また、暗褐色中～粗粒砂上位の堆積物 は、泥 (シ ル ト)分が混 じる砂か

らなり、全体的に上方細粒化する特徴が認められ、炭化物の混入が認められないという特徴も指摘さ

れる。

Loc.3は 、ボーリング調査を行った地点の中で最も深く掘削 (深度220cm)さ れた。掘削範囲最下位

は、粗粒～極粗粒砂 (深度195～ 220cm)か らなり、Loc.4の最下位の堆積物と比較して粗粒な堆積物か

らなることが指摘される。また、粗粒～極粗粒砂より上位の堆積物は、泥 (シルト径)分が混じる細粒

砂を主体とするが、これより比較的粗粒な堆積物 (赤褐色中～粗粒砂;深度154～ 171cm、 黒褐色粗粒砂 ;

深度80～ 90cm)が挟在するという特徴が認められた。さらに、赤褐色中～粗粒砂上位に認められた細

粒砂では、黒褐色シルトが混じる状況が認められ、上・下位の堆積物の泥の色調と異なることが指摘

される。今回のボーリング調査で確認された堆積物と比較すると、Loc.1で確認された黒色泥質土と

粒径・混入物の状況において類似性が窺われる。

Loc.5は、正確な深度、層厚は不明であるが、深度164cm以深に中粒～極粗粒砂が確認されており、

Loc.1～ 4と 同様な粗粒堆積物の存在が指摘される。深度164cm上位に確認された堆積物は、細粒～極

細粒砂を主体とし、Loc.3と 同様に細粒～極細粒砂より粗粒の堆積物 (暗褐色シルト混じり粗粒砂;深

度78～92cm)が挟在するという特徴が認められた。ただし、Loc.3で確認された黒色泥質土に類似す

る堆積物は確認されなかった。

以上の各地点の特徴をまとめると、今回のボーリング調査において確認された粗粒な堆積物 (中～

粗粒砂)を基準面とした場合、Loc,3,5は相対的に確認される深度が低いことが指摘される (36図 )。

また、Loc.3,5の 2地点間では、堆積物の明瞭な連続性を言及することはできないが、同様の深度で

比較的粗粒な堆積物が確認されるという共通点が認められ、粗粒砂からなる薄層が挟在した可能性が

ある。また、近世以前の堆積物と推定される黒色泥質土 (Loc.1)に類似する堆積物が、Loc.3で も確認

されたことから、上記した凹地は、黒色泥質土が発達した時期には形成されていたことが推定される。

なお、Loc.2,3の 遺構埋積物については、自然堆積物との層界は不明瞭であったことから、詳細な

検討は困難であった。ただし、Loc.1の掘込、Loc.2のSD05は 、粗粒な堆積物を基底としていると推

定されることから、Loc.3も 同様に捉えるならば、比較的深く掘り込まれた掘込みの可能性がある。

第 2節 古環境分析

今回の発掘調査地点は、現在の富山城址公園の南側、富山市大手町に所在する。土地条件図 (国土

地理院,2005)や 古川 (2007)に よれば、調査地周辺は常願寺川扇状地扇端付近の低地、神通川の旧河道

が蛇行する右岸側の氾濫原に位置する。

本報告では、今回の発掘調査地点で確認された遺構機能～廃棄 。埋没時の古環境、近世の木製品の

樹種や木材利用の検討、陶磁器胎上の化学成分の比較などを目的として自然科学分析調査を実施する。

1.試料

試料は、SE09-3層 、SX02黒色硬化面 (第 15図 7層 )お よび調査区北端の黒色泥質上の厚い堆積が

確認された地点より採取された土壌4点 と、第1節 に述べたボーリング調査地点 ;Loc.3の コア 4(以

下、SD20‐69層 )イこ認められた堆積物より抽出した土壌 1点 である。

SE09-3層 は灰色の砂混 じリシル ト、SX02黒色硬化面は黒色の泥混 じり砂質土からなり、炭化物

の混入が認められる。調査区北端より採取された試料は、黒色泥質土より出土した鉢状木製品の内側
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第V章 理化学的分析

(以下、鉢状木製品内側)お よびその周辺 (以下、56層 )よ り採取されてお り、植物遺体の混入が認めら

れる。とくに、鉢状木製品内側より採取された土壌試料には、イネの穎とみられる植物遺体が多量混

入する。また、SD20-69層試料は、深度約116～ 120cmに 相当する淡黒～暗灰色の泥混 じり砂質土であ

る (図 1)。 本分析では、堆積環境や古植生の検討を目的として、各試料を対象に珪藻分析、花粉分析、

さらに、鉢状木製品内側より採取された土壌試料を対象に微細物分析を行う。

2.分析方法

(1)珪藻分析

試料を湿重で 7g前後秤量 し、過酸化水素水、塩酸処理、自然沈降法 (4時間放置)の順に物理・化

学処理を施 して、珪藻化石を濃集する。検鏡に適する濃度まで希釈 した後、カバーガラス上に滴下し

乾燥させる。乾燥後、プリュウラックスで封入して、永久プレパラー トを作製する。検鏡は、光学顕

微鏡で油浸600倍 あるいは1000倍 で行い、メカニカルステージでカバーガラスの任意の測線に沿って

走査 し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に200イ固体以上同定・計数する (化石の少ない試料はこ

の限 りではない)。 種の同定は、原口ほか (1998)、 Krammer(1992)、 Krammer&Lange―Bertalot

(1986,1988,1991a,1991b)、 渡辺ほか (2005)、 小林ほか (2006)な どを参照し、分類基準は、Round et al.

(1990)に 従う。なお、壊れた珪藻殻の計数基準は、柳沢 (2000)に 従う。

同定結果は、中心類 (CentAc diatoms;広 義のコアミケイソウ綱Coscinodiscophyceae)と 羽状類

(Pennate diatoms)に分け、羽状類は無縦滞羽状珪藻類 (Araphid pennate diatoms,広 義のオビケイ

ソウ綱 Fragilariophyceae)と 有縦溝羽状珪藻類 (Raphid pennate diatoms;広 義のクサリケイソウ綱

Bacillariophyceae)に 分ける。また、有縦溝類は、単縦滞類、双縦溝類、管縦溝類、翼管縦溝類、短

縦溝類に細分する。

各種類の生態性は、Vos&de Wolf(1993)を 参考とするほか、塩分濃度に対する区分はLowe(1974)

に従い、真塩性種 (海水生種 )、 中塩性種 (1気水生種 )、 貧塩性種 (淡水生種 )とこ類別する。貧塩性種に

ついてはさらに細かく生態区分し、塩分・水素イオン濃度 (pH)。 流水に対する適応能についても示す。

産出個体数100個体以上の試料については、産出率2.0%以上の主要な種類について、主要珪藻化石群

集の層位分布図を作成する。また、産出化石が現地性か異地性かを判断する目安として、完形殻の出

現率を求める。堆積環境の解析にあたり、淡水生種 (貧塩性種)については安藤 (1990)、 陸生珪藻につ

いては伊藤・堀内 (1991)、 汚濁耐性については渡辺ほか (2005)の環境指標種を参考とする。

(2)花粉分析

試料約10gについて、水酸化カリウムによる泥化、飾別、重演 (臭化亜鉛,比重2.3)に よる有機物の

分離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセ トリシス (無水酢酸 9:濃硫酸 1の混合液)処理による

植物遺体中のセルロースの分解を行い、物理・化学的処理を施 して花粉を濃集する。残澄をグリセリ

ンで封入 してプレパラー トを作成し、400倍の光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する

全ての種類について同定・計数する。

結果は同定 。計数結果の一覧表、および花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の木本花

粉は木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子は総数から不明花粉を除いた数をそれぞれ基数として、

百分率で出現率を算出し図示する。

(3)微細物分析

試料の観察の結果、多量の穎とみられる植物遺体の混入が認められたことから土壌100cc(128.55g)

を分析対象 としている。試料を水に浸 し、粒径0.511mの 舗を通 して水洗する。舗内の試料を粒径別に
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第2節 古環境分析

シャーレに集めて双限実体顕微鏡下で観察し、ピンセットを用いて同定可能な種実や葉などの大型植

物遺体を抽出する。

抽出された大型植物遺体を双眼実体顕微鏡下で観察する。現生標本および石川 (1994)、 中山ほか

(2000)等 との対照から、種類 と部位を同定し、個数を数えて表示する。実体顕微鏡下による区別が困

難な複数の分類群は、「一」で結んで表示する。多量確認されたイネの穎の破片は、主に基部の果実

序柄を抽出する。木材・炭化材・シダ植物・群苔類は、抽出状況を「十」表示にとどめる。分析後は、

種実等を分類群毎に容器に入れ、70%程度のエタノール溶波による液浸処理を施し、保管する。

3.分析結果

(1)珪藻分析

結果を表 1、 図 2に示す。珪藻化石の産出頻度は、SD20-69層試料がこのほかの 4試料と比較して

少なかったが、いずれの試料からも堆積環境を検討する上で有意な量の珪藻化石が産出する。完形殻

の出現率は、SD20-69層 試料が約450/O、 この他の4試料が70～ 800/Oであり、珪藻化石の保存状態も良

好である。産出分類群数は、合計で52属 158分類群である。

SE09-3層の産出種を塩分濃度に対するカテゴリーで類別すると、淡水域に生育する水生珪藻(以下、

水生珪藻)が全体の約85%と 優占する。次いで淡水～汽水生種が約10%、 陸上のコケや土壌表面など多

少の湿り気を保持した好気的環境に耐性のある陸生珪藻が約 50/O産 出する。淡水生種の生態性 (塩分

濃度、水素イオン濃度、流水に対する適応性)の特徴は、貧塩不定性種、好十真アルカリ性種、流水

不定性種と好 +真流水性種が優占、あるいは多産する。主要種は特に多産するものはなく、流水不定

性で付着性のAchnanhfttЫm mれ口施すロロ阿、NayFcu力 crypttcepha力、好流水性で中～下流性1可川指

標種のNavicula rostelata、 淡水～汽水生で電解質の多い水域に生育する盈eyJosttyrotta breyユ飩rFa協、

好止水性で付着性のSttLIrOSrra venter等 が産出する。

56層、鉢状木製品内側、SX02黒色硬化面の 3試料は、いずれも化石群集が近似し、水生珪藻が約

60%、 淡水～汽水生種が約20%、 陸生珪藻が約20%産 出する。淡水生種の生態性の特徴は、貧塩不定

性種、好 +真アルカリ性種、流水不定性種と好十真止水性種が優占、あるいは多産する。
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第V章 理化学的分新

第 3表 珪藻分析結果 (1)

分類 群

生態性 環境

瑳 蠣 臨 熟 葵
Bacillariophyta(珪 藻植物門)

Centric Diatoms(中 心型珪藻類)
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Araphid Pennate DiatOms(無 縦溝羽状珪藻類)
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Fragi力 r力 θψ′σノ″ var 事を

'′
」0 (Oestr)h■stedt

F72ダ カガ2た。ο′ωιβ Rabenhorst

Frpr′ ′コrフ ♂per藉■,′ι∂ (Grun )Lange―Beltalot

Fraゴ /ar7β  rψゅω,var Fragi■ ar′ο′J9o(Grun)Cleve― Euler

Fragiカガρ 曜娩佐riaθ  (Kuetz)Petersen

Fragi′ 慕笠ム閉7ρ θ/ュξy' (Grurl)D M Williams&Round

Pttp,β∽ 藍ctt Var ルιιοrゴ″♂ (F Meister)Ohtsuka

Pb・θど】9dttβどrο,ブと, ″e〆′Jttiattβ  (Grun )Vill ians & Round

ユ嗅θι2,trュ♂とつ ′777θβr望 , D M Villians et Round

♂ι2ど′ο,フ rt9 θDヮstru9?d Ehrenberg

,サρJぃο,フ r,θ D口sAこα?' Var bう ?ο′/s (Ehren )Hamllton

dιatrroすz42 yenιθr (Ehren )H KObayasi

∫ιβ葉osノr9′ノ?ρ  z77PPaすβ (Ehr )Williams & Round
Syne″e′′っpattsゴ サゴθ, (W Smith)Round

rr7r2っガβ′知οθο力拷 (Kutzing)Compere

υ力,∂ rゴβフカ?♂ (Nitzsch)Conpere

乃う9′′ar7.‐ Fゼοじθ′′ο,コ  (Roth)Kuetzing

Mch

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogll Meh

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

al-11

ind

al-11

al-11

al―bi

al-11

ac― il

ind

al― il

aユ ー11

al-11

al-11

31~11

al― il

al-11

al-11

al― il

ac-11

ind

l―ph

l― ph

ind

l―ph

r―ph

l―ph

r―bi

l一ph

l―ph

l―ph

l―ph

l―ph

ユーph

ind

r―bi

ind

l―bi

5

1

2

2

1

2

l

6

6

2

17

1

1

1

8

1

2

1

2

1

30

3

5

22

4

9

30

7

2

10

3

1

37

5

Raphid Pennate Diatons(有 縦溝 羽状珪藻類 )

MOnOraphid Pennate Diatons(単 縦溝羽状珪藻類 )

И9切,2,と力θθ crenフ′,オ, Grunow

と9″ηノσοノ∂力働,♂2rtt θ, (Grunow)Round&8assOn
2β″ο筋ゴ″勁 Fy・9?79/7″

“
7//物 (Lange B)Lange― Bertalot

〃効ο筋財 物 力″θθοカ ナι″″ (Breb ex Kuet2)Lange Bertalot

2初ο筋ゴ″ 7plっ s歩ヵ ι物 (Oestrup)Round et Bukhtiyarova

ИO/7P272肪 ノどメ〃〃οω,7θ■す0?'(H Kobayasl)H Kobayasi

И9ら,Dη 肋ゴ″ tr7 9/ブすど切 (Grunow)Czarnecki

励 ″ 筋財 物 ヵ 肪 θ切 (H Kobayasi)■ KObayasi

И》 ♂́″力,ゴ すゴv″ ″777♂ ιゴddフ 2rr2 (Kuet2)CZarn

И劫 277F/7′ aτ 口″ ,vb´ t励 ゴ, (Hustedt)H Kobayasi

のοθωθゴsθ �ゝ ι2 8hrenberg

ωοο″θノ,7カ∽ ιβ Ehrenberg

a。ひθDヮθゴI「 クノβο9p ιLr′a Ehrenberg

Ogh―

Ogh―

Ogh―

Ogh―

Ogh―

Ogh―

Ogh一

〇gh―

Ogh―

Ogh―

Ogh―

Ogh―

Ogh―

ュ1-11

al― il

al-1ユ

ind

ュ1-11

ind

aユ ーil

ind

al― Iユ

ind

al-11

箋1-iユ

al-1]

r―ph

ind

r―ph

r―ph

r―ph

r―ph

ind

r―bi

ind

r―ph

r―ph

r―ph

ind

１

１

４

１

一

４

一

Ｈ

一

２

一

２

一

１

２

１

１５

１

)gh一Mch

)gh― ind

)gh― ind

〕gh― ind

〕gh― ind

〕gh― ind

〕gh― ind

)gh― ind

〕gh― ind

)gh― ind

〕gh― ind

)gh ind

〕gh ind

〕gh― ind

〕gh― ind

〕gh― ind

〕gh― ind

Dgh― ind

Dgh― ind

Dgh― ind

Dgh― ind

9gh― ind

Эgh―unk

Эgll ind

Эgh― ind

Эgh― ind

Эgh― ind

Эgh― ind

Эgh一 ind

Эgh― ind

Эgh― ind

al―bi

al― il

al― il

ind

al―bi

aユーil

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ac-11

aユ ー11

al-11

ind

ind

al― il

ind

ind

al-11

ind

unk

ind

ind

ind

al― il

al― il

al-1ユ

ind

al-1ユ

1-ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

r―ph

ind

r―ph

l―ph

ind

r―ph

r―bi

ind

ユーph

ind

r―ph

l―ph

r―ph

unk

ind

ind

ind

ind

ind

l―ph

r―ph

ind

RA

RB

r

,U

0, U

K,T

T

1

3

2

2

1

1

4
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第 2節 古環境分析

第 3表 珪藻分析結果 (2)

分類 群

生態性 乗境

指 煙 霜
裟 嘘継 灘 堤

塩 今

θθrssノ xiっ どθθどs,た  (OeStrup)Lange― B  ct Metzeltin

θε′ss′9r■2 ィg/2ο す2 (Krasske)Lange― B  ct Metzeltin

/yppο J例ヮなβ θ?prナβナβ (Ehr )Lange― B ,Metzeltin et WitkOvski

rFyppO】 働口ιっ力p?♂ar′ θコ (Grun )Lange― Belta10t θι ρ′
力修/a″βθβ β歩2″コす (Kuetz )Lange― Bertalot

ル弗  ″r確ア″ゴブ Vallace

,VttИ′ctr7β  ξr9すar′ 2 Donkin
′V多 /′σLrノ2 7D,っ ιa Kuetzing

/ra/′。ど′β ar/erPs′d Hustedt

7ra/ゴσ′′β b4/9'力′′ρ 」 B Petersen
/rP′′。tr7a θa,sと 277S HuStedt

ッVttИ′θ1/7β crヵιοο9,/72′β Kuetzing
州彦′ブοLr′, crヵιοοqρ力つ′ο′J9づ Htlstedt

′VttT//θ ど′β crヵすοιe2θ′ノβ Lange― Bertalot

,V彦 ′′θ′ノ2 cxど′′, Kuetzing
/FP′ゴθLどa力,εかつ var 

『

aθ′′′d Skvortzow
//2T/7 θL/72 men′ dθ Lガ′d Schumann
ノV彦′′θLr′ t9 ヵzppωク′θ♂ (Skv )Lange― Bertalot

氏aンゴε′′β ヵοすコ/Pど歩 Pantocsek
晨a″′θy′β 9ppugnaιβ Hustedt

Na′ゴθv′β cf み́y=′ epttβ  Kuetzing
′W多″′θly′♂pJθttdO′ βηθθο′β渉, Lange-3ertalot

ノV彦 7′θ″ap工s′ο Cleve

7Fa′′θど′コ όsと 9′′βttβ Kuetzing

lr2T/7ο 口′夕 sa40ttβ θrrLrOゴ s Oestrup

Na′′οど′, 歩9,っ′′οブど9d Hustedt

Naガθ″ρ ″′よen″力 Krasske

Na′ブθどノ2 sp ―A

Na/′ctryP spp

crodrpηβ dθβtprorJθ s (Rabh)Cleve
σ″βιブε〃ノ2 ,σ θ9〃ο′ρ (Hust )D G Mann
dιβttθ′d bο Frア f/7Jブ  (Pet )Lund
Sιρコrα?θr,ジυ977アひ, H Kobayasi

∫と,効 θ′J kri9r9ZZ Patrick

dぢ2コrω ?θブ,p/2ο 9P′ο効歩eroi fo 力ριttёrtr Tsumura
F′

“
かrF7′ β ru■gaF′∂ (Thvait )De Toni

Brachysira breb′ d,9/2● ブ R Ross
Braοねysブ4β 7790ex■′′s Lange― Bertalot

Diβ」esれ′d bん epε Arnott ex Grunow in Van Heurck

υ′っどοコ″ブ∂θω,F92И 9θθコ Kuetzing
υ′2」99″′∂θ2?歩 97歩β (Grun ex Van Heurck)D G Mann
と1/ιゴθοF2 2trιゴ¢♂ (Kuetz )D C Mann
Z〃ι′σο′,par2〃 コ歩′ο2 (Bock)D G Mann
泥′務lr/PP,ヵ力切 Hustedt

/F9ブどメp″ 〕ゅ′′βすコ〃 (Ehr)Kram ner
i9′どノ2″ ′ぅngiθ 9,d (V Greg )R Ross

/F9ブJ7ν″p/9rrvθ ιrr7 (v smith)Cleve

ι多′∽θ′ε ♂中 ィ労ノ′θ Bock
ι多ノω,θ′s あっοブ′′コ″ (Grun )Cleve
鈴′9779′ J/P/2′ ,ちηβ Hustedt
とえ?′こ

"?θ

ど,′agersι θどなゴブ (Lagerst )CholnOky
ι多′97″′d〃ユ″′すβ (CrunOw)Ohtsuに a et Fujita

協′οヵθゴθヵり′霊■, (Grun )Krammer

θ彦′οヵθゴづ ∂′ノ′θLrFβ  (Ehr )Cleve
D力ιttθ′′β 腸娩 ri♂ヵθ (W Smith)Greville
Oと亜 LrFar′ β acЮ,p力,9rvコ V Smith
′,ウ切,コノタ′′β bοFθ2′ブd Bhrenberg
P,七コ,コノaria ιrθぢ′ssめη′′ (Kuetz )Rabenhorst
P77PP口′aria bre′ ′θοdttρすa var strP//2と raれつ HuStedt
Pimコ′3ria bozιbβ  Ehrenberg
P/77rFど ′ari2誤ζθ′′ο′】θd Hustedt

Pim″″力 ′切″ブHustedt

′,L"ヮ ど′ar■2 οbsθdra Krasske

PimrF7arゴ ♂´

“

りθdtrid Hantzsch

どミ藝 Lr749r″ scho9nfeFieri Kramner

Pi銀′7藍t, S′′T/2お ′θθ Petersen

PittLガ 2r2っ  ,vbθη少ブカ″ Gregory

Pと報 ′′ρ′ィa s"β ιβ var pβコθブdしri♂ とっ (Grun )Cleve
Oこ亜 ″″力 鉗bzLrpθ dtris Krammer
Pz777P′ ノ2rza ど9ヵο Skvortzov
Oこ苺 ′7盛ia spp
膨′F″/Po`Δ ′,,7ア .SSとma (Kuetz )Mann
d,′′ψね3ra p1/p′′夕 (Kuetz )Mereschkowsky
,θア/2P9カっr49 oっ″アカ〃アね切 rCriJn Ⅲ D f.Mnnn

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― Mch

Ogh― Meh

Ogh― ind

Ogh― Mch

Ogh― Meh

Ogh― Mch

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hil

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― Mch

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― unk

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogla― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh一 ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh一 ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― hob

Ogh― hob

Ogh― unk

Ogh― ind

Ogh― ind

O質h― ind

aユー11

ind

al― il

al-11

ind

al― il

al-11

al― il

unk

al-11

unk

al― il

al― il

ind

al― 11

al―il

al― il

ind

al-11

ind

al―il

al―il

ac―il

al-11

al―il

unk

al―bi

unk

unk

al-11

aユー11

ind

ac―bi

ind

ind

al-11

ac― il

al-11

al-11

al-11

al―主1

al― il

ind

ac―il

ac-11

ac―il

ind

ac―bi

al―il

ind

aユーil

al-11

ind

al-11

ind

al-11

ind

ind

ac―il

ac―il

ac-11

ind

ind

ac―il

ind

ind

ac-11

ac-11

ac― il

ac-11

unk

ind

ind

al―il

r― ph

ind

r―ph

ind

ind

ind

ind

ind

unk

ind

unk

ind

ind

ind

ind

l―ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

r― ph

ind

r― ph

ind

unk

unk

r―ph

ind

ind

r―ph

ind

ind

ind

l―ph

l―ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

l―ph

ind

ind

ind

r―ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

l―ph

ind

ind

ユーph

ind

ind

l―ph

ind

ind

ind

ind

ind

ind

ind

l―ph

unk

ind

ind

ind

K,T

RB,T

U

U

RA,S

U

U

U

U

RI,U

U

T

T

T

T

T

K,U

」,U,RI
RI

U

S

RI

T

T

O

U

O,U

U

RA,T

RB,S

RA,T

RA,S

RB

RA

RA

U

RA

S

,S

RB

0

RA,U

U

O,U

RA

0

RB

RI

RB,S

U

U

S

1

5

2

13

1

2

1

1

1

2

1

2

4

12

1

1

1

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

4

3

1

5

1

3

1

1

4

6

5

5

2

1

6

7

3

7

1

2

1

1

5

1

1

1

2

3

1

3

2

1

1

1

3

1

3
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第 3表 珪藻分析結果 (3)

各拓 群

生態性 環境 裟 鰯 鑑 熟 堤
指 旭 結

管縦溝類

】2θ ′′′βrブ2,つァJノ′ゴエθr (O F Mu11 )Hendey

/五夕″ιttdθ /2デ ρ θヵ,9/7ゴOКvS (Ehr )Grunow
Aryオ ,́θ/汀θ 加でレJ_・ d′′″θ Grunow

Niιttdθ /7ゴ β ゴ77θOrl_9prθ コβ Grunow

Niι z,θ /2ゴ βρ,7θρ (Kuet2 )W Smith
/F.ιttdθ /2ゴθ aη功々ブιrθ  Grunow

N■か滲sr/7ゴコ r)η かゴ。。′θ Grunow

Niす3dr/2ゴθ F/Lrdと ′ノぅッ″ (Kuetz ) Grunow
ミ■か疹dぅなどっ すrθ θブ′rd lantzsch

力7歩〃dt・ 77ゴβ力,77を夕,f/2ゴar9, (Kuetz )Grunow

■ヽ諺d》 ゴっ ″anρ  Grunow

■ヽ歩彦dfr77′β かL/bゴοο′a Crunov

ノV′ な彦d働,ゴ′ v,bο,2オβ (Ehr )と ange― B

/F7渉〃θθ/7ゴ , spp

カブι力p〃ゴθ夕J77β  ιβ (Kuctz)Brebisson
プ乙,qp,7ο Jゴβ ♂′bbθ rコ′っ (Ehr )O Muller
P/比っっ′οJJβ ?lttd励 ァでgi"7, Skvortzow

Ogh一Meh

Ogh― ind

Ogh―Meh

Ogh―Meh

Ogh―Meh

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh―unk

Ogh― ind

Ogh―Meh

Ogh―hil

11-il

ind

ュ1-11

11-il

ind

al― il

】l― il

al― il

ind

al―bi

ind

ュ1-il

ind

コnk

ュ1-il

〕1-11

al― il

呻
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
］
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
ｕｎｋ
ｉｎｄ
ｉｎｄ
岬

ＲＡ

ＲＢ

Ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｕ

Ｕ

Ｓ

Ｕ

Ｓ

Ｓ

Ｕ

　

Ｔ

Ｕ

翼管縦溝類

Surirθゼ′θ ,負gと′dとβ Kuetzing

∫コr′rθノど夕 θゴθga,d Ehrenberg

きurメ′θノゼ2 ′〃フヵ′とβ Brebisson

Ogh― ind

Ogh― ind

Ogh― ind

nd

ユーil

nd U

1

3 2

1

海水生種

海水～汽水生種

汽水生種

淡水～汽水生種

淡水生種

珪藻化石総数

０

０

０

３０

‐ ７８

２ ０８

０

０

０

３９

‐６ ５

２０４

０

０

１

４‐

１７２

２‐４

０

０

０

２‐

１９ ２

２‐ ８

第V章 理化学的分析

<環境指標種群>
」:上流性河川指標,K:中 ～下流性河)|1指 標種,L:最下流性河)|1指 標種,M:湖 沼浮遊性種,N:湖 沼沼沢湿地指標種,0:沼 沢湿

地付着生種,PI高 層湿原指標種 (以上は安藤,1990)、 S:好汚濁性種,U:広域適応性種,T:好清水性種 (以上はAsai&
Watanabe,1995)、 R:陸生珪藻 (RA:A群 ,RB:B群 ,RI:未区分、伊藤・堀内,1991)

主要種は、淡水～汽水生で付着性のPseu」οsttyros'切 brey'sと r,2協、好止水性で付着性のSttyЮ sf盟

距笠erが10～20%産 出し、流水不定性で付着性のA説口a狙 的肪 y盟 口れЫ施す阿ym、 好止水性で付着性の

Stturosユ盟 consttvens、 Stturottc脆 炉佃 a勉、好流水性で付着性のP′acor2Cた el顔nensた 瑠とneダeC勉

などを伴う。陸生珪藻では、耐乾性の高い陸生珪藻A群の_/1F2ap施箆 口餌協na、 とyttofa口 v″ca、 水域

にも陸域にも耐性のある陸生珪藻B群のPinnularia schoenfelderiな どが低率ながら産出する。なお、

鉢状木製品からは、種名不明のNavicula sp.― Aが10%以上検出された。本種は、殻幅13μ 程度の小型

種 (図版 1-14)であるが、形態的にNavicula tanakae(福 島ほか,2002)に近似する。

SD20-69層試料では水生産藻が約75%、 陸生珪藻が約20%、 淡水～汽水生種が約5%産出する。淡水

生種の生態性の特徴は、貧塩不定性種、pH不定性種と好 +真アルカリ性種、流水不定性種と好 +真流

水性種が優占あるいは多産する。主要種は、好流水性で中～下流性河川指標種のReカコett sね y我 協が

約15%と 多産し、同じく中～下流性河川指標種のFragfFatta yaychettae、 Er2cyοncma口れytum、

Яttο的肪 y阿 ね狙Ce肋どLrrm、 Gαsゴena」ecusЫ夙 流水不定性で付着性の/1ttnanthfttym mれ 口施srtty口 、

猟租掟″a nο瑠充説だ力na、 aTyonema ttettcy盟 などを伴う。陸生珪藻では陸生珪藻A群のLy施滅a

22ytta、 fraFaどZSCFtt amphioxys等が低率ながら産出する。

Ogh Meh:淡 水―汽水生種
Ogh hil :貧 塩好塩性種
Ogh ind:貧 塩不定性種
ogrhob:貧塩嫌塩性種

al il :好 アルカリ性種
ind i pH不定性種

ac il :好酸性種
ac bi :真酸性種

lph i好止水性種
ind i流 水不定性種
r ph:好流水性種
r bi :真流水性種
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SK09最下層

木鉢出土付近

木のハチ

SX02黒 色硬化面

出現革は、木水,と粉は木本/E粉化石総数、草本/t紛 シア類地子は総数より不明イと枡を除く抜を基数として百分キで

'出
した。

●0は 1%木前 十は本数]00個小米前の試湘1こ ついて検出したIT類 を示す。

第38図 花粉化石群集の層位分布

(2)花粉分析

結果を 4表、38図に示す。図表中で複数の種類を「―」で結んだものは、種類間の区別が困難なも

のを示す。なお、それぞれの基数が100個体未満の試料は、統計的に扱 うと結果が歪曲する恐れがあ

るため、出現した種類を「 +」 で表示するにとどめている。

SE09-3層およびSX02黒 色硬化面は、花粉化石 。シダ類胞子が豊富に産出し、保存状態も比較的

良好であり、草本花粉の割合が高い。草本花粉ではイネ科が多産し、カヤツリグサ科、アカザ科、ナ

デシヨ科、アブラナ科、タンポポ亜科などを伴 う。この他に、SE09-3層 では栽培種のソバ属、水湿

地生植物のガマ属、ホシクサ属、 ミズアオイ属、コウホネ属、サンショウモなどが、SXo2黒色硬化

面ではソバ属などが検出される。木本花粉ではマツ属、スギ属が多 く産出し、ハンノキ属、ブナ属、

コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属 ―ケヤキ属などを伴う。

木鉢出土付近、鉢状木製品では花粉化石は産出するが、木本花粉の割合が少なく、草本花粉が優占

し、その傾向は鉢状木製品でより顕著である。群集組成は両試料 とも類似 し、草本花粉ではイネ科が

多産する。この他に、カヤツリグサ科、サナエタデ節―ウナギツカミ節、アカザ科、ヨモギ属などが

多 く認められ、ソバ属も検出される。木本花粉は、産出量は少ないが、マツ属、スギ属、ハンノキ属、

ブナ属、コナラ亜属、ニレ属 ―ケヤキ属などが認められる。なお、多産したイネ科には、栽培種であ

るイネ属に類似する形態を示すもの (以下、イネ属型)が比較的多 く認められた。そこで、簡易的にイ

ネ科100個体に含まれる個体数を計数したところ、SE09-3層が約24%、 木鉢出土付近が約12%、 休

状木製品が約32%、 SX02黒色硬化面が約19%であった。

SD20-69層 試料は花粉化石がほとんど検出されず、検出された花粉化石の保存状態は不良である。

木本花粉ではスギ属、カバノキ属、ブナ属、コナラ亜属、ガマズミ属が、草本花粉ではイネ科がそれ

ぞれ 1個体ずつ産出したのみである。

(3)微細物分析

結果を表 3に示す。鉢状木製品試料からは、裸子植物 2分類群 (針葉樹のマツ属複維管束亜属 (ア カ

マツ含む)、 カヤ)の葉 4個、被子植物 (広葉樹のコナラ亜属、ヤブツバキP、 草本のヘラオモダカ、ツ

ユクサ、イネ、オオムギ?、 エノコログサ属、イネ科、テンツキ属、ホタルイ属、カヤツリグサ科、

イヌタデ近似種、サナエタデ近似種、タデ属、ソバ、スベリヒユ科、カワラナデシコ近似種、ナデシ

ヨ科、アカザ科、ヒユ科、クサネム近似種、カタバ ミ属、エノキグサ、ヒメミカンソウ、メロン類、

アリノ トウグサ、チ ドメグサ属、イヌコウジュ属、 トウバナ属、ナス科)722個の種実が検出された。

この他に、分類群の特定に至らない広葉樹の葉や木材、炭化材、シダ植物、蘇苔類、昆虫、動物遺存

-58-



第V章 理化学的分析

第 4表 花粉分析結果

SE09-3層      56層     鉢状木製孟  黒遅桜絶面   SD20-69層
分類群                                      ~´
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2

10
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_玄三Йと賛島______― ―――………三___… … _

草本花粉
ガマ属                  3
イネ科                385
カヤツリグサ科             67
ホシクサ属               1
ミズアオイ属               2
クフ科                 7
サナエタデ節一レナギツカミ節       6
タデ属                  1
ノバ属                 5
アカザ科                16
ナデンコ科               10
コウホネ属               1
カラマツゾウ属             ―

キンポウゲ属               ―

キンポウゲ科               一

アブラナ科               20
バラ科                1
マメ科              1
アツノトウグサ属             3
セツ科               1
ネナシカズラ属             ―

オオバコ属               2
オミナエシ属               ―

モミ属
ツガ属
トウヒ属
マツ属単維管束亜属
マツ属複維管束亜属
マツ属 (不明)
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スギ属
イチイ科―イヌガヤ科一ヒノキ刊
ヤナギ属
サフグル ミ属
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体なども確認された。動物遺存体には比較的形状を留めた魚骨等が認められたため種類を確認したと

ころ、コイ科?の腹椎・尾椎、カサゴロの尾椎、魚類の鱗 。歯牙・尾椎・鰭棘等に同定された。

大型植物遺体群は、栽培種のイネの穎が最も多 く(364個、うち 2個炭化)産出し、全体の半数を占

める。その他の栽培種は、炭化 したオオムギ?の胚乳 1個、ソバの果実破片14個 、メロン類の種子破

片 1個が検出された。また、栽培種を除く大型植物遺体群は、明るく開けた場所に生育する、いわゆ

る人里植物に属する草本主体の種類構成を示す。以下に、各分類群の形態的特徴等を記す。

(木本)

。マツ属複維管束亜属 (ЯEys subgen,Dゎ′餌ノ伽) マツ科

針葉の破片が検出された。灰褐色、短枝から2針葉が伸びる。針葉は、長さ4.OIlm以 上、径0,7alm程 度

の針形で、先端は尖 り、基部を欠損する。横断面は半円形。中心部に 2個の維管束がある。 1個の葉

横断面を観察した結果、3-11の樹脂道が下表皮に接在するアカマツ (2ごc郎』ο盟 ,勤.eど Zucc.)の

組織が確認された。

・ヵャ (rOrreya狙 脱 盟 Sieb.et Zucc。 ) イチイ科カヤ属

葉が検出された。灰褐色、長さ1.2c皿、幅3.Omm程度の線形で偏平。先端は鋭 く尖 り、基部を欠損する。

葉上面は突出し、裏面は中肋の両側に褐色の気孔帯が配列する。

・コナラ亜属 (Ottπ us sЫb餌盟.Qttπ ys) ブナ科コナラ属

殻斗の破片が検出された。灰褐色、完形ならば径 l cm、 高さ0.5cm程度の浅い椀型。破片は大きさ 4 nlm

程度。1/Bの 壁は薄く、表面にはミズナラ (Oucπ ys crttИ力 BIume)やナラガシワ(O are口β BIume.)

よりも小型で狭卵形の鱗片が覆瓦状に配列する。コナラ (O serrata Thunb.ex Murray)に 似る。

・ヤブツバキ (働md肋 ヵpοnたβL)? ツバキ科ツバキ属

種子の破片が検出された。黒褐色、完形ならば長さ1.7～ 2.Ocm、 径 1.5cm程 度の歪な楕円体で、背面

は丸みがある。腹面正中線上に鈍稜があり、基部に径 5111m程度の円形の膳がある。破片は長さ1.2cm、

幅1.Ocm程度。種皮は硬 く木質で、表面はやや平滑～粗面。

(草本)

。ヘラオモダカ (A′I団昭 canatty′βとロロ A.Br.et Bouche)オ モダカ科サジオモダカ属

果実が検出された。淡灰褐色、長さ1.5mll、 幅0。9mll程度のやや偏平な広倒卵体。基部は切形。背面

に深い縦溝が 1本走る。果皮は海綿状で、中に 1個の種子が入る。種子は淡～黒褐色、長さ1,Oalm、 幅

0.6mm程 度の倒U字状に曲がった円柱状で偏平。種皮は薄 く膜状で柔らかい。表面には縦長の微細な網

目模様が酉ジ lljる 。

・ ツ ユ ク サ (Commc′ Fn彦 ∞ 狙 胴 yコた L.) ッ ユ ク サ 科 ツ ユ ク サ 属

種子が検出された。灰褐色、長さ2.Ollm、 径3.Olllll程 度の歪な半横長楕円体①背面は丸みがあり、腹

面は平らである。膳は線形で腹面の正中線上にあり、胚は一側面の浅い円形の凹みに存在する。背面

と側面の表面には、大きなす り休状の孔が散在する。他の面には円形の小孔が散在する。

・イネ (Oryza saす祀 L.) イネ科イネ属

穎が検出された。淡～灰褐色、炭化個体は黒色。長さ6.0～ 7.511m、 幅3.0～ 4.Omll、 厚さ2.Omm

程度のやや偏平な長楕円体。基部に斜切状円柱形の果実序柄 と 1対の護穎を有 し、その上に外穎

(護穎と言う場合 もある)と 内穎がある。外穎は 5脈、内穎は 3脈をもち、ともに舟形を呈 し、縫合 し

てやや偏平な長楕円形の稲籾を構成する。穎は柔らかく、表面には顆粒状突起が縦列する。
。オオムギ (VOrごeym瑠壊 挺 L.)P イネ科オオムギ属

胚乳が検出された。炭化 してお り黒色、長さ4.5mm、 径3.Omm程 度のやや偏平な紡錘状長楕円体。両端
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第 5表 微細物分析結果

分類群              部位  状態

鉢状

木製品

(100cc) 備 考

木本
マツ属複維管東亜属      葉   破片  先端都

破片
カヤ              葉   破片  先端部
コナラ亜属           殻斗  破片

ヤブツバキ?          種子  破片
広葉樹            葉   破片

木材
炭化材

２

１

１

１

１

３

十

■

アカマツ確認

コナラ近似種

草本
ヘラオモダカ
ツユクサ
イネ

オオムギ?

エノコログサ属

イネ科

テンツキ属

ホタルイ属

カヤツリグサ科

イヌタデ近似種

サナエタデ近似種

タデ属

シ′′ミ

スベ リヒユ科

カフラナデシヨ近似種
ナデシヨ科
アカザ科
ヒユ科
クサネム近似種
カタバミ属
エノキグサ
ヒメミカンソウ
メロン類
アリノトウグサ
チ ドメグサ属
イヌコウジュ属
トウバナ属
ナス科

果実  完形

種子  完形

穎   完形

破片  基部

破片  基部  庚化

破片

胚乳  完形     炭化

果実  完形

破片

果実  完形

破片

果実  完形

果実  完形

果実  完形

破片

果実  完形

果実  完形

破片

果実  完形

果突  破片

種子  破片

種子  完形

種子  完形

種子  完形

種子  完形

果実  破片

種子  完形

種子  完形

種子  完形

種子  破片

核   完形

果実  完形

果実  完形

果実  完形

種子  完形

１

１

３

２０６

２

‐５３

‐

・

３

６０

７５

５

２

４０

５

９

４

１

２

１４

１

１

２２

２６

３５

１

３

１

２

１

５

■

７

１

２

径241mま で抽出

シダ植物
諄苔類 +

昆 虫

動物遺存体
コイ科 ?            腹椎  破片

尾椎  破片
カサゴロ           尾椎  破片
魚類             鱗   破片

歯牙  破片     焼骨
尾椎  破片
鰭棘等 破片

破片     焼骨
不明  破片
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は尖る。腹面は正中線上にやや太 く深い縦溝がある。背面は基部正中線上に胚の痕跡があり、長さ1.5

4111、 径 l lmll程 度の楕円状に窪む。表面は焼き崩れている。

・エノコログサ属 (Settria) ィネ科

果実が検出された。淡～責褐色、長さ2.81Ml、 径 1.5411n程 度の半偏球体。背面は九みがあ り腹面はIn~

平。果皮表面には横方向に日立つ網目模様が配列する。

・イネ科 (Gramineae)

果実が確認された。イネ、エノコログサ属以外の形態上差異のある複数種を一括 している。果実は

淡～灰褐色、長さ2.5～ 3.51nln、 径0.8～ 2.OIBIl程度の狭卵～半偏球体で背面は丸みがあり腹面は偏平。呆

皮表面は平滑で、微細な縦長の網 目模様が縦列する。

・テンツキ属 (Fimbri能ガ,s) カヤツリグサ科

果実が検出された。淡灰褐色、径1,04Hl、 厚さ0.511m程 度のやや偏平な広倒卵体で側面は両凸レンズ状。

左右の縁は稜をなし、果皮表面には格子状の網目模様がある。テンッキ (F,dichotoma(L。 )VaH)に似る。

・ホタルイ属 (Scuirpys) カヤツリグサ科

果実が検出された。黒褐色、長さ2.31nln、 径 1.811m程度の片凸レンズ状広倒卵体。頂部は尖 り、基部

は切形で刺針状の花被片が伸びる個体がみられる。背面正中線上は鈍稜。果皮表面は光沢があ り、不

規則な波状横敷状模様が発達する。

・カヤツリグサ科 (Cyperaceae)

果実が検出された。テンッキ属、ホタルイ属以外の形態上差異のある複数種を一括 している。淡～

黒掲色、径 1.2～ 2.51Hll程 度のレンズ状または三稜状倒卵体。頂部は切形またはやや伸び、基部は切形 。

果皮表面は平滑～微細な網目模様がある。

・イヌタデ近似種 (PoFygonytt d FOf2ゴ Seと y口 De Bruyn) タデ科タデ属

果実が検出された。黒色、長さ2.3alal、 径 1.3mll程度の九みのある三稜状卵体。頂部は尖 り、基部を

欠損する。果皮表面は平滑で光沢がある。

・サナエタデ近似種 (き由 騨 y阿 正 Fapaね′触 Fy口 L.) タデ科タデ属

果実が検出された。黒色、長さ2.511un、 幅1.811Hl程度の偏平な円状二面体。頂部はやや尖 り、 2花柱

がある。基部は切形で灰褐色の事があり、書から長さ1.041al程度の線状の花被が数本伸びるが、 2つに

分かれ先反 り返る端部を欠損する。呆皮表面は平滑で光沢があり、花被の付着がみられる。

・タデ属 ●οl)「部盟Lrf22) タデ科

果実が検出された。黒褐色、長さ3.24111、 径1.81111n程 度のレンズ状または三稜状広卵体。頂部は尖り、

花柱が残る。基部は切形で灰褐色の事が残る。果皮表面には網目模様があり、灰褐色の花被が付着する。

・ソバ (Fagop/ruFm eSCuFenど ytt Moench)? タデ科ソバ属

果実の破片が検出された。灰褐色、完形ならば長さ5,5～ 6.5111n、 径4.5～5.Omll程 度の三稜状広卵体で 、

頂部 と三稜は鋭 く尖 り、面は凹む。基部はやや切形で、径 l llm程度の奉がある。破片は稜に沿って害J

れた 1/3片で、長さ7.Ollln、 幅3.511ull程 度の偏平な菱形状広卵形。果皮表面は粗面。

・スベリヒユ科 (Porと口Facaccac)

種子が検出された。黒色、径 1.Ollun程 度のやや偏平な腎状円形。基部は凹み、脳がある。勝には種柄

の一部が残る。種皮表面には鈍円錐状突起が膳から同心円状に配列する。

・カワラナデシコ近似種 (D力nttus tt superbys L.瑠 五F04pωtycinys(Maxim。 )Wttliams)

ナデシコ科ナデシコ属

種子が検出された。黒褐色、長さ2.311al、 幅1.811un、 厚さ0.6alm程度の偏平な楕円形。背面は丸みがあ
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り、腹面は平 ら。縁は翼状。長軸の一端に短い突起がある。勝は腹面正中線上の細い隆条の中心にあ

る。種皮表面には微細な指紋状模様がある。

・ナデシコ科 (Caryophyllaceae)

種子が検出された。灰～黒褐色、径0.9～ 1.21Hn程 度のやや偏平な腎状円形①基部は凹み、膳がある。

種皮は薄 く表面には瘤～針状突起が勝から同心円状に配列する。

・アカザ科 (Chenopodiaceae)

種子が検出された。黒色、径 1.2～ 1.51nlll程 度のやや偏平な円盤状。基部は凹み、磨がある。種皮表

面には膳を取 り囲むように微細な網 目模様が放射状に配列 し、光沢がある。表面に花被が残る個体 も

みられる。

・ヒユ科 (Amaranthaceae)

種子が検出された。黒色、径 1.31mll程度の偏平な円盤状。縁は稜状で、基部は凹み磨がある。種皮表

面には勝を取 り囲むように微細な網 目模様が配列 し、光沢がある。

・クサネム近似種 (AcsttynOmene正 れごFca L.)マ メ科クサネム属

果実 (節果)の破片が検出された。灰褐色、完形ならば長さ4.0～ 5.Ocm、 幅0,4～ 0.6cm、 厚さ1.5111111程度

の偏平な非対称広線形で両端は尖る。破片は 6～ 8個程度の短軸方向の節に沿って分離 した最端の 1

片で、一端は細 く尖る。大きさ2.OIlull程 度。果皮表面は粗面で、縁には筋がある。

・カタバ ミ属 (∽施) カタバ ミ科

種子が検出された。黒褐色、長さ1.5mm、 幅0,911m程度の偏平な倒卵体。基部はやや尖る。種皮は薄

く、表面には 4～ 7列の肋骨状横隆条が配列する。

・エノキグサ (AcaFypha a口 笠箆施 L.) トウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒褐色、長さ1.71Mll、 径 1.llmll程 度の倒卵体。基部はやや尖 り、Y宇状の稜がある。

種皮は薄 く硬 く、表面には細粒状凹点が密布する。

・ヒメミカンソウ (PFyttnhus mattymytte Hayata) トウダイグサ科コミカンソウ属

種子が検出された。灰褐色、長さ1.21nnl、 径 0。 94111程度の半広倒卵体。背面は丸みを帯び、腹面の正

中線は稜状。基部正中線上に細長い勝がある。種皮表面は粗面。

・メロン類 (CucロロるmeFo L.) ウリ科キュウリ属

種子の破片が検出された。淡灰褐色、完形ならば長さ7.511Hl、 幅2.5～ 3.Omll、 厚さ1.Ollull程 度の偏平な

狭倒皮針形。基部に倒「ハ」の字形の凹みがある。種皮表面はやや平滑で、縦長の細胞が密に配列する。

・アリノ トウグサ (Ira′ο盟♂smた盟nれβ (Thunb.)R.Br.) アリノ トウグサ科アリノ トウグサ属

核が検出された。灰褐色、長さ1,31Hll、 径0,9111111程 度の倒卵体。頂部は尖り、基部は切形。表面には

顕著な8本の稜が縦列する。

・チ ドメグサ属 (Hydrocο 呼■S セリ科

果実が検出された。灰褐色、径 1.Ollll程 度のやや偏平な半月形。一端には太い柄があり、合生面は長

方形で平坦。果皮は厚く、やや弾力がある。表面には1本の明瞭な円弧状の稜がある。

・イヌコウジユ属 (M秩力) シソ科

果実が検出された。淡～灰褐色、径1.2～ 1.5mll程度の例広卵体。基部には膳点があり、舌状にわず

かに突出する。果皮はやや厚 く硬 く、表面は浅く大きく不規則な網目模様がある。

・ トウバナ属 (α:2opοttym) シソ科

果実が検出された。茶褐色、径0,91111程度の広倒卵体。基部は舌状に突出し、膳点がある。背面は九

みがあり、腹面の正中線は鈍稜をなす。表面は粗面。
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。ナス科 (Solanaceae)

種子が検出された。淡灰褐色、長さ2.Ollull、 幅2.3111m程 度の偏平で歪な腎臓形で、基部の くびれた部

分に勝がある。種皮表面には微細な星型状絹 目模様が膳を中心として同心円状に発達する。

4.考察

(1)堆積環境

SE09-3層から産出した珪藻化石群集は、特に多産する種はなく、流水指標種を含む流水性種、止

水域を好む止水性種、好気的環境に生育する陸生珪藻など複数の生育環境を指標する種群が混在する

という特徴を示した。このような群集は、河川の氾濫などによって短期間に堆積した一過性堆積物中

に認められる混合群集 (堀内ほか,1996)に 近似する。したがって、SE09-3層 の堆積物は、河川の氾濫

の影響を受けて堆積した不安定な堆積物、あるいはこれらを母材とする堆積物と考えられる。

一方、56層、鉢状木製品内側およびSXo2黒色硬化面から産出した珪藻化石群集は、いずれも近似し、

止水域を好んで生育する付着性種群の多産し、水質的には塩分や塩類を多く含む中～富栄養水域に生育

する種群が多く認められるという特徴が認められた。多産種の生態的特徴をみると、Pscy♂οstturod寛

bre�sЙa協は、塩類が豊富な中程度に汚濁した水域 (弱～強中腐水域)で最も良く生育する中汚濁耐性

種とされる 1/1ヽ 林ほか,2006)。 SttyrOЫ砲 覧nttrは 、前種と比較すると幾分汚濁の少ない貧腐水域～弓司

中腐水域に生育する弱汚濁耐性種 (小林ほか,2006)と されるが、渡辺ほか (2005)は 汚濁水域で相対頻

度が高い傾向があることから好汚濁性種としている。また、鉢状木製品からは、州後�鉗ね 協naそacに

近似するAり yFcy力 sp。 一Aが10%以上と多産した。本種は、福島他 (2002)に よって新種記載された種で

ある。今後の検討によりN″Fcy力 勉n激コcに 同定されれば、富栄養化の指標として利用される可能性

がある。以上の結果から、これらの土壌はいずれも汚濁の比較的進んだ中～富栄養の止水域といった

環境が推定される。また、SXo2黒色硬化面も層相や珪藻化石群集が類似することから、同一の上壌に

由来する可能性がある。

一方、SD20-69層 試料は、中～下流性河川指標種群を多産する流水性種によって特徴付けられた。

特に止水性種の産出が極少なかったことから、流水不定性種は流水性種と共に流水域に生育したもの

に由来すると考えられる。このことから、これらの堆積物は、流水域で堆積したと考えられ、多産種

の多 くが好清水性種であったことから水質的にはきれいであったと考えられる。

(2)古植生

花粉化石の産出状況が悪かったSD20-69層 試料を除くSE09-3層 、木鉢出土付近、鉢状木製品、

SX02黒色硬化面の 4試料の花粉群集は、いずれも草本類の占める割合が高いという特徴を示した。鉢

状木製品を対象とした微細物分析の結果においても、草本類が主体の種類構成が確認された。

草本類についてみると、花粉ではイネ科が多産し、カヤッリグサ科、サナエタデ節―ウナギツカミ

節、アカザ科、アブラナ科、ヨモギ属、タンポポ亜科などを伴い、大型植物遺体群ではイネ科が最も

多 く検出され、ツユクサ、エノコログサ属、テンッキ属、カヤツリグサ科、イヌタデ近似種、サナエ

タデ近似種、タデ属、スベリヒユ科、カワラナデシヨ近似種、ナデシコ科、アカザ科、ヒユ科、力夕

バミ属、エノキグサ、ヒメミカンソウ、アリノトウグサ、チ ドメグサ属、イヌコウジュ属、 トウバオ

属、ナス科などが検出された。これらの多 くは開けた明るい場所を好む人里植物に属する分類群であ

ることから、周辺域は明るく開けた草地環境であったことが推定される。

また、sE09-3層 からは、ガマ属やホシクサ属、ミズアオイ属、コウホネ属、サンショウモ等の水

湿地生植物が産出したことゃ、鉢状木製品から抽水～湿生植物のヘラオモダカ、ホタルイ属の一言I、
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湿生植物のクサネム近似種 などが検出されたことか ら、 これ らの水湿地生植物が生育するような環境

が存在 したことな ども推定 される。

木本類は、SE09-3層 とSX02黒色硬化面は花粉群集組成は近似し、針葉樹のマツ属やスギ属、広

葉樹のハンノキ属、ブナ属、ヨナラ亜属、エレ属―ケヤキ属などが産出した。このうち、ブナ属、コ

ナラ属コナラ亜属 (コ ナラ近似種)は後背の山地や比較的標高の高い部分に生育していたと考えられる。

また、河畔林要素であるハンノキ属、ニレ属―ケヤキ属、コナラ亜属、クマシデ属―アサダ属、 トチ

ノキ属、トネリコ属などは扇状地先端の低地や神通川沿いの適湿地などに生育していたと考えられる。

その他ではモミ属、ツガ属、カヤ (イ チイ科―イヌガヤ科一ヒノキ科)等の針葉樹や、コナラ属アカガ

シ亜属、シイノキ属、ヤブツバキ?な どの常緑広葉樹も周辺に生育していたことが窺われる。

マツ属は、花粉分析で亜属まで同定されたものの多 くは複維管束亜属であり、微細物分析でもアカ

マツを含むマツ属腹維管束亜属の葉が検出された。マツ属複維管束亜属 (い わゆるニヨウマツ類)は、

生育の適応範囲が広 く、尾根筋や湿地周辺、海岸砂丘上など他の広葉樹の生育に不適な立地にも生育

が可能であるほか、二次林の代表的な種類でもある。したがって、海岸林や二次林として周辺にマツ

属が生育したと考えられる。また、スギ属は、人工林では山腹斜面下に出現し、水分・養分の供給が

十分で、水はけの良い土壌で最もよく生育するとされている (高原,1998)。 この点を考慮すると、周辺

の丘陵斜面や扇状地の湧水地や先端の低地等にスギ属が部分的に林分を形成していたと推測される。

なお、神通川対岸に位置する中名I・ V遺跡や砂子田遺跡 (1日婦中町)な どの分析事例では、中世ではマ

ツ属が漸増するもののスギ属等が優勢であるが、近世以降ではマツ属が優勢になるとされており (パ

リノ・サーヴェイ株式会社,2003,2005a,b)、 これらの傾向と調和する結果と言える。

(3)栽培植物および動物利用について

SE09-3層、木鉢出土付近、鉢状木製品、SX02黒色硬化面の4試料において多産したイネ科花粉中

には、栽培種であるイネ属型を示すものが多く認められた。イネ科花粉中に含まれるイネ属型の割合

について概査を行った結果、鉢状木製品が約32%と 高く、その他の試料でも約12～24%程度含まれる

ことが確認された。また、微細物分析では、外状木製品から栽培種のイネの穎が多量に検出された

(100ccあ たり364個 )。 イネの花粉は、一花あたりに生産される花粉粒数が平均8,000粒 で、そのうち約

2,000粒 が籾殻内に残留するとされている (中村,1980)。 したがって、鉢状木製品で多産したイネ属型

花粉は、籾殻 (穎)に付着していたものに由来する可能性がある。また、鉢状木製品を除く試料におい

てもイネ属型花粉が認められたことから、イネの栽培や利用が示唆される。

イネ以外の栽培種では、上記した各試料よリソバ属花粉が検出されたほか、鉢状木製品からはオオ

ムギPの胚乳、ソバの呆実破片、メロン類の種子破片が検出された。富山県内における当該期の栽培

植物については、比較的多くの検出事例があるが、周辺では前出の中名 I・ V・ Ⅵ遺跡や砂子田遺跡、

およびこれらに近接する道場 I遺跡の中世～近世の試料から、ウメ、スモモ、モモ、カキノキ、イネ、

アワーヒエ、オオムギ、コムギ、アサ、ソバ、マメ類、エゴマ、ナス科の一部、メロン類等の花粉・

種実遺体が検出されており、これらの栽培・利用が指摘 されている (パ リノ・サーヴェイ株式会

准と,2003,2005a,b,c)。

また、同試料より検出された動物遺存体には、コイ科 ?、 カサゴロをはじめとする魚骨が確認され

た。海棲であるカサゴロのほか、一部の魚骨には火を受けた痕跡も認められたことや、上述した栽培

植物に由来する大型植物遺体群の検出状況は、動・植物資源利用状況を示している可能性や、鉢およ

び周辺の土壌で確認された珪藻化石群集はこれらの影響を反映している可能性が考えられる。
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第 3節 木製品の樹種同定

1.試料

試料は、今回の発掘調査地点より出土 した木製品および富山城跡周辺で実施された試掘調査で出土

した木製品20試料である。なお、差歯下駄 (68)は 、台と歯の双方の部材が残存 していたことから、そ

れぞれを分析対象 としている。これらの試料を対象に樹種同定を行う。

2.分析方法

各木製品の木取 り等を観察した後、剃刀の刃 を用いて木口 (横断面)・ 柾 目 (放射断面)・ 板 目 (接線

断面)の 3断面の徒手切片を木製品表面か ら直接採取する。実体顕微鏡で観察 して良好な切片を抽出

し、ガム・クロラール (抱水クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸留水の混合液)で封入し、

プレパラー トを作製する。生物顕微鏡で木材組織の種類や配列を観察し、その特徴を現生標本および

独立行政法人森林総合研究所の日本産木材識別データベースと比較 して種類を同定する。

木材組織の名称や特徴は島地・伊東 (1982)、 Wheeler他 (1998)、 Richter他 (2006)を 、 日本産木材

の組織配列は林 (1991)や伊東 (1995,1996,1997,1998,1999)を 参考にする。

3.結果

(1)樹種同定

結果を 6表に示す。木製品は、針葉樹 5分類群 (ス ギ、ヒノキ、サワラ、アスナロ、ヒノキ科)と 広

葉樹 5分類群 (ブナ属、ケヤキ、モクレン属、カマツカ、カエデ属)に 同定された。以下に、各分類群

の解剖学的特徴等を記す。

・スギ (Cryp触/コ erFaデψ onたβ (L.1)Do Don) スギ科スギ属

軸方向組織は仮道管 と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩

材部の幅は比較的広い。樹脂細胞はほぼ晩材部に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁子しはスギ型で、1分野に2-4個①放射組織は単列、ユー10細胞高。

・ ヒノキ (Cねamacc/parFS Obど ysa(Sieb.et Zucc.)Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや

急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁子とはヒノキ型～ トウヒ型で、 1分野に 1～ 3個。放射組織は単列、1-10細胞高。

・サワラ (Chamaccyparる pisittra(Sieb.et zucc.)Endlcher) ヒノキ科ヒノキ属

軸方向組織は仮道管 と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行はやや急で、晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁

孔はヒノキ型～スギ型で、 1分野に 1～ 3個。放射組織は単列、1-10細胞高。

・アスナロ (Thげ9psrsご机め箆修 Sieb.et Zucc.) ヒノキ科アスナロ属

軸方向組織は仮道管と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やかで、晩

材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認め られる。放射組織は柔細胞のみで構成され、内壁には

茶褐色の樹脂が顕著に認められる。分野壁孔はヒノキ型で、 1分野に 1～ 4個。放射組織は単列 、

1-10細胞高。

・ ヒノキ科 (Cupressaceae)

軸方向組織は仮道管 と樹脂細胞で構成される。仮道管の早材部から晩材部への移行は緩やか～やや
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急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部付近に認められる。放射組織は柔細胞のみで構成される。

分野壁孔は保存が悪 く観察できない。放射組織は単列、 1-10細胞高。

・ブナ属 (Fagus) ブナ科

散孔材で、管孔は単独 または放射方向に 2～ 3個が複合 して散在 し、年輪界付近で径を減ずる。道

管の分布密度は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有 し、壁孔は対列状～階段状に配列する。放射

組織はほぼ同性、単列、数細胞高のものから複合放射組織まである。

・ケヤキ (乙訳 οtt serra勉 (Thunb.)MakinO) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち、塊状に複合 して接線・斜方向に

紋様状あるいは帯状に配列 し、年輪界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔を有し、壁孔は交互

状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性、 1-5細胞幅、 1-50細胞高。

放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

・モクレン属 0狗gFЮ肋) モクレン科

散了し材で、管壁厚は中庸～薄く、横断面では角張った楕円形～多角形、単独および2～ 4個が放射

方向に複合して散在し、年輪界付近で径を減ずる。道管の分布密度は比較的高い。道管は単穿孔を有

し、壁孔は階段状～対列状に配列する。放射組織は異性、 1-2細 胞幅、 1-40細胞高。

第 6表 樹種同定結果

図 版 番 号 調査 調査地点/遺構名 器 種 木 取 り 年 代 樹 種 備 考

12 立会
路面下水 金 山宅前
-120- 150 独 楽 芯持丸木 工戸

=ク
レン属 円継 状 (芯 に別 材 )

立会
下水  だ るま屋 前
-150cm十 ,笹ハ

ヘ ラ状 木製 品 分割羽 江 戸 アスナ ロ 先端炭化

立 会 井戸南か ら2 井戸枠材 王 目 江 戸 アスナロ

32 立会 井戸北東か ら2 井戸枠材 正 目 工戸 アスナ ロ

31 立会
日本海 ガ ス立会  一番 町
交羊 点北 西  な清 内 120

本L 板 目 正戸 アスナ ロ 竪書有

31 立会
路面電車NTT越前町交 北

井戸? 差歯下駄 (露卯);歯 板 目 江 戸
=ク

レン属

31 立会
否回屯早嶼1lM雲越 酬口Jタ
陀西歩道 160

非戸 ? 漆器椀 横木地柾 目取 I戸 ブナ属

31 立 会
客面電 車 NTT越前町交  北
ほ歩 漕 160

井戸? 曲物側板 正 目 工戸 ヒノキ

31 立会
名面 (NTT)越 前町交差点

非戸? 井戸柱根 芯持角材 江 戸 ブナ属

31 72 立会
咎面 (NTT,越 前 町交差 点

千石 モー ル 前  深 さ 121 曲物底板 正 目 江 戸 ヒノキ科

31 立会
lTT立 会越 前 町交 差点  北
gな道 160 F駄 (形態不明 ) 坂 目 工戸 ス ギ

31 立会
名面 (NTT)越 前町交差点
歩道 より10m深 さ1 lm

差歯下駄 (露卯),歯 正 目 江 戸 ケヤキ

差歯下駄 (露卯),台 追柾 江 戸 ケヤキ

31 立会
る面 (NTT)越 前町交差点
歩道 より19m 深 さ1 2rf

差歯下駄 (陰卯?);歯 坂 目 工戸 モクレン属

立会
路面下水 金 山宅前
-120・ ヤ`150 阪状木製品 正 目 江戸 ス ギ H皮綾有

9 発 掘 主根カ 芯持丸木 17世紀 カエデ属

16 7 発 掘 機本L 正 日 17世紀 サフラ 邑書有

6 発 掘 本 衛 坂 目 17世紀 アスナ ロ 邑書有

5 発 掘 横槌 持丸木 [7世紀 カマツカ

17 41 発 掘 Ⅳ層 箸 分害1角 棒 17世紀初頭 アスナロ

発 掘 Ⅳ層 沐 半裁 今」員 17世紀初頭 アスナロ
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・カマツカ属 (Pο urれ力ca) バラ科

散孔材で、管壁は薄 く、横断面では角張った楕円形、単独 または 2～ 4個が複合 して散在 し、年輪

界に向かって径を漸減させる。道管は単穿孔 を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性、

1-4率田胞幅、 1-30糸田胞高。

日本のカマツカ属には、カマツカ、ワタゲカマツカ、ケカマツカ、キミノワタゲカマツカ、ナガエ

カマツカの 5種があり、いずれも基本種であるPοur挽力ea �llοsa(Thunb.)Decne.の 変種 とされてい

る。これらの変種を組織的に区別することは難 しいが、キミノワタゲカマツカは四国に自生 し、ナガ

エカマツカは対馬と朝鮮半島南部に生育することから、今回の試料からは除外 される。したがって、

カマツカ、ワタゲカマツカ、ケカマツカのいずれかと考えられる。この 3種は、分布や生育地に違い

がな く、厳密な区別はできないとされている。

・カエデ属 (Acer) ヵェデ科

散子L材で、管壁は薄く、横断面では角張った精円形、単独および 2～ 3個が複合 して散在 し、年輪

界に向かって管径を漸減させる。道管は単穿孔を有 し、壁孔は姑列～交互状に配列、内壁にはらせん

肥厚が認められる。放射組織は同性、 1-4細 胞幅、 1-40細胞高。木繊維が木口面において不規則

な紋様をなす。

4.考察

今回分析封象 とした木製品20点 は、いずれも江戸時代の所産とされる。これらの木製品は、工具、

容器、服飾具 (履物)、 木簡・札類、遊戯具(建築部材、その他に分類される (第 7表)。

工具では、横槌 (第 16図 -5以 下遺物番号は16-5の ように記す)に は、カマツカ属が認められた。

芯持丸木の利用が認められたが、カマツカ属は落葉低木～小高木であり大径木にならないことや、重

硬で強度の高い材質を有することなどか ら利用されたと考えられる。富山県内では、石名田木舟遺跡

(小矢部市 。旧福光町)、 中名V・ Ⅵ遺跡 (十日婦中町)、 水橋金広・中馬場遺跡 (富 山市)で中世～近世初

頭の資料の調査事例があり、針葉樹のマツ属複維管束亜属、スギ、広葉樹のクヌギ節、コナラ節、カ

エデ属が確認されている (汐見・岡田,2001;元興寺文化財研究所,2002;富山県文化振興財団埋蔵文イヒ

財調査事務所,2005)。 これまでのところ、カマツカ属は確認されていないが、強度の高い木材が多い

点は、今回の分析結果と調和する傾向と言える。

容器では、漆器椀、曲物 (側板・底板 )、 鉢がある。漆器椀 (31-66)は 、横木地柾 目取で、内面

が赤色、外面が黒地で一部に赤色が観察された。内面の赤色部分の塗膜観察では、炭粉下地にベンガ

ラを混和 した赤色漆が塗布されてお り、比較的簡単な漆塗 りの漆器である。樹種は落葉広葉樹のブナ

属であった。

ブナ属は、強度は比較的高いが、乾燥が難 しく収縮や腐れが入 りやすい。ただし、加工が容易であ

ることから挽物椀・皿の木地 としてよく利用され、漆器椀の木地としては トチノキやケヤキと共に最

も一般的な樹種である。富山市内では、中名V・ Ⅵ遺跡でブナ属の漆器椀が多数出土 している (富 山

県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,2005)。 一方、曲物 と鉢はいずれも針葉樹であ り、曲物の狽‖荻

(31-67)が ヒノキ、底板 (31-72)が ヒノキ科、鉢 (18-46)がアスナロであった。曲物は、側板 とノ底

板で個体が異なるが、いずれもヒノキ科の木材が利用されている。ヒノキやアスナロ等のヒノキ科の

木材は、木理が通直で割裂性・耐水性が高 く、加工が容易である。曲物にヒノキ科が利用される事例

は、前述 した中名 V・ Ⅵ遺跡においても確認されている。鉢については、中～近世の資料は少ないカミ、

梅原胡摩堂遺跡 (十日福光町)で樹脂細胞 を有する針葉樹材、石名田木舟遺跡でケヤキ (長谷川・塚
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第 7表 器種別種類構成 (1)

容 器 食事     履物

器種 槌  漆器   曲物   今」物  箸   差歯下駄  不明
横槌  椀  側板  底板  体   ―  肯   台  台

木簡・札類   遊戯

木簡  絵札  札状  独楽

針葉樹
スギ

ヒノキ

サフラ

アスナロ

ヒノキ科

広棄樹

ブナ属

ケヤキ

モクレン属

カマツカ

カエデ属

合計  ユ

第 7表 器種別種類構成 (2)

スギ                    1  2
ヒノキ                      1
サフラ                         1
アスナロ      2          1     7
ヒノキ科                         1

ブナ属    1                    2
ケヤキ                        2
モクレン属                        3
カマツカ                       1
カエデ属            1          1

合計  1  2      1    1   1  21

本,1996;元興寺文化財研究所,2002)が確認されている。

食事具では、箸 (17-41)に アスナロが確認された。箸については、梅原胡摩堂遺跡、田尻遺跡 (旧

福野町)、 石名田木舟遺跡、五社遺跡 (小矢部市)、 間尽遺跡 。下老子笹川遺跡 (高 岡市)、 針原東遺

跡・白石遺跡 (十日小杉町)、 道場 I・ Ⅱ遺跡・中名V・ Ⅵ遺跡 (十日婦中町)、 金屋南遺跡 (富山市)、 江上B

遺跡 (上市町)な どで中～近世の資料を対象とした調査事例がある (飯島 。長谷川,1984;パ リノ・サー

ヴェイ株式会社1994a,1994b,1999,2004;長谷川・塚本,1996a,1996b;元 興寺文化財研究所,1998,2002;

富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,2004,2005;井 上,2006;三村,2006)。 これらの調査結果によ

れば、スギやヒノキ科などの針葉樹が多く、時期別に見ると、中世の資料にはスギ、近世の資料には

ヒノキ科の利用が多いという傾向が認められる。今回の分析試料は1点 と少ないため検討の余地が残

るが、富山県内における中～近世の箸の木材利用を反映していると考えられる。

履物は、全て差歯下駄であり、台に前歯が差し込まれた状態の資料 (31-75)と 、歯のみの資料

(31-65、 31-76)がある。差歯下駄 (31-75)1よ、いわゆる露卯下駄であり、台と歯のいずれもケヤキ

であった。一方、歯のみの資料は、(31-76)が 露卯下駄の歯であり、 (31-65)は接合するための凸部

が認められないことから陰卯下駄の可能性があるが、差し込み面が破損しており詳細は不明である。

これらの試料は、 2点 ともモクレン属であった。この結果から、差歯下駄では、ケヤキ台ケヤキ歯の

下駄と、モクレン属の歯を使う下駄の 2種類が存在したことが明らかとなった。ケヤキは重硬で強度・

耐朽性が高い材質を有し、モクレン属の材質はやや軽軟で強度も中程度とされる。これらの樹種は、

下駄の素材としてよく利用される傾向にあり、近世の資料では、ケヤキは砂子田I遺跡の差歯下臥
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(台 )、 モクレン属は石名田木舟遺跡や江尻遺跡などの差歯下駄 (台・歯)や連歯下駄に確認されている

(元興寺文化財研究所,2002,2003;富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,2005)。 富山県内におけ

る下駄の調査事例をみると、ケヤキとモクレン属は、いずれも中世から利用されているが、ケヤキは

中世、モクレン属は近世の資料に多い傾向がある。

木簡 。札類は、全てヒノキ科の針葉樹が利用されており、木簡 (16-6)と 札状木製品 (31-64)がア

スナロ、絵札 (16-7)がサワラであった。いずれも木理が通直で割裂性が高く、板状加工が容易な樹

種が利用されている。木簡と札状木製品は、板目板が利用されていることから、墨書面に年輪が入ら

ないよう配慮されている可能性がある。

遊戯具の独楽 (28-12)は 、芯持丸木を円盤状に加工し、芯の部分には別材の利用が認められた。本

体はモクレン属であったことから、均質で加工が容易な樹種の利用が示唆される。独楽の調査事例は、

石名田木舟遺跡と中名 V・ Ⅵ遺跡の 2例があり、前者ではマツ属、後者ではカヤが確認されている

(元興寺文化財研究所,2002;富 山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所,2005)。 調査事例が少なく木

材利用の傾向は不明であるが、今回の結果も含め少なくとも3種類の木材が利用されていたことが明

らかとなった。

建築部材は、井戸部材 (柱根 ;31-69,枠材 ;29-29、 29-32)と柱根 (16-9)がある。井戸部材は、

柱根に強度の高いブナ属、井戸枠に耐水性の高いアスナロが認められた。アスナロは、水橋金広 。中

馬場遺跡でスギと共に丼戸枠に多数確認されている (汐見・岡田,2001)が、ブナ属は井戸材に利用さ

れた事例は認められていない。

第 4節 陶器の胎上分析

1.試料

試料は、今回の発掘調査地点より出土した越中瀬戸焼の悟鉢 2点 (試料番号 1,2)と 、比較対照試

料として供された黒川窯跡 (富 山県上市町)よ り出土した橋鉢 2点 (試料番号 3,4)で あり、いずれも

近世初頭の所産とされる (表 6)。

2.分析方法

波長分散型蛍光X線装置を用いたガラスビー ド法による定量分析を行う。

(1)測定元素

測定元素はSi02、 Ti0 2、 A1203、 Fe203、 MnO、 MgO、 CaO、 Na2 0、 K20、 P203の 10元素お よ

びLOIと 、Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Baの微量 5元素である。

(2)装置

理学電機工業社製RIX1000(FP法 のグループ定量プログラム)

(3)試料調製

試料 を振動 ミル (平工製作所製T1100,10ml容 タングステンカーバイ ト容器)で微粉砕 し、105℃ で

4時間乾燥する。この微粉砕試料についてガラスビー トを以下の条件で作成する。なお、各試料の始

土表面に認められた釉薬は除去 し、試料に供する。

溶融装置 ;自 動剥離機構付理学電機工業社製高周波ビー トサンプラー (3491Al)

溶剤及び希釈率 ;融剤 (ホ ウ酸リチウム)5.000g i試料0.500g

剥離剤 ;LiI(溶融中 1回投入 )

溶融温度 ;1200℃  約 7分
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(4)測定条件

X線管 ;Cr(50Kv-50mA)
スペクトル ;全元素Kα

分光結晶 ;LiF,PET,TAP,Ge

検 H主 器 ;F― PC,SC

計数時間 ;PeaK40sec,Back20sec

3.結果および考察

結果を表 7に示す。ここでは試料間の組成を比較する方法として、以下に示す元素を選択し、それ

らの値を縦軸・横軸とした散布図を作成した (図 4)。

(1)岩石を構成する化学組成中で最も主要な元素 (Si0 2,A1203)

(2)粘上の母材、すなわち後背の地質を考える上で長石類 (主 にカリ長石、斜長石)の種類構成は重

要である。このことから、指標として長石類の主要元素であるCaO、 Na20、 K20の 3者を選択し、

長石全体におけるアルカリ長石およびカリ長石の割合を定性的に見る。実際には、長石類全体に

おけるアルカリ長石の割合 (Na20+K20)/(CaO+Na20+K20)を 横軸とし、アルカリ長石

におけるカリ長石の割合K20/(Na20+K20)を縦軸とする。

(3)岩石において、長石類に次いで重要な鉱物である輝石類や黒雲母、角閃石など有色鉱物におけ

る主要な元素。この場合、指標としてこれらの有色鉱物の主要な元素のうち、Ti0 2、 Fe203、

MgOを選択し、Fe203を分母としたTi0 2ヾ MgOの割合を見る。

(4)各微量元素を選択する。組み合わせは、Rb― Srと Zr― Baと する。これらの元素は、岩石の生成

条件の違いをよく反映する。

5つの散布図を概観すると、いずれの散布図においても富山城跡出土の試料番号 1,2の 2点は、互

いに近似した組成を示し、同様の由来をもつ素地土からなる製品である可能性が高い。一方、比較対

照試料の 2試料 (試料番号 3,4)は、富山城跡出土試料の近似性に比べると、いずれの散布図におい

ても互いに離れた組成を示し、かつ、それぞれ有意に異なる組成を示した。すなわち、今回の分析で

は、富山城跡出土試料、比較対照試料の黒川窯跡出上の悟鉢 2試料 (試料番号 3,4)の 3種類が識別

され、表 6に記載した試料断面に認められた素地上の外観の違いとよく一致することが指摘される。

以上の結果から、富山城跡出土試料は、比較対照試料とされた黒川窯跡を生産地とする可能性は低

いと考えられる。ただし、黒川窯跡試料については、 2試料間で胎土の特性が異なるという特徴が確

認されたことから、その多様性の検討と比較が課題と言える。今後、さらに分析事例が蓄積されれば、

今回の分析結果のより詳細な再評価も可能であると考えられる。  (パ リノ・サーヴェイ株式会社 )

第 8表 胎土分析試料

料
号

試
番

試料名 器 種
色調

素地の状況
表 (釉 ) ヨ課(来由) 断 面 (素 地 )

1
Ⅳ 層

信 鉢 日縁部 暗赤褐 (5YR3/2) 課褐 (5YR3/1) に榎ゞいれ饒(5YR6/4)
径05～ 1 0Hunの 灰自～自色鉱物粒 (石英および

長石類)中 量程度散在

2 Ⅱ層 橋鉢 日縁部 暗赤褐 (5YR3/2) 需褐 (5YR3/1) うてう宝/ra(10YR6/2)
径05～ 2011nの灰 自～無色透明の石英粒少量点
在

3
クロカワヨウ
081021

編詣本 日縁吉悟 暗赤褐 (5YR3/2) 音赤褐 (5YR3/2) うて(10Y5/1)
砂粒および孔隙のほとんど認められない緻密な

兼地

4
クロカワヨウ(下 )

071227 播鉢 日縁部 暗赤掲 (5YR3/2) 音赤褐 (5YR3/2) 灰 褐 (5YR6/2)
径0 5mm前 後の無色透明の石英粒微量、径0 2mm
以下の白色鉱物粒 (石英 長石類)多量、7L隙 も

認められる比較的キメの粗い素地
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200
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（
〇
、
路
＋
〇
ミ
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＼
Ｏ
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長石類主要元素

1●

040L―
0 85 0 90 0 95

(NA20+K20)/(Cao+Na20+K20)

300蝉

2● ●1

120

Rb(ppm)

ユ:TYJ(路)SX06090211(橋鉢 口縁)

2:TYJ(路 )包含層 (SD12南)090218(信鉢 日縁?)

3:クロカワヨウ081021(箱鉢 口縁 )

4:クロカワヨウ(下)071227(橋鉢 口縁P)

（〇
∞
Σ
＋
∞０
８
』
）
＼
〇
匈
昌

（
ｇ

ａ
〔
）
旨
∽

第39図 胎土化学組成散布図

第 9表 胎上の蛍光X線分析結果 (化学組成 )

料
号

試
番

主要元素 微量元素
Si02

(%)

Ti02

(%)

A1203

(%)

Fo209

(%)

Ｍｎ

儀

Ｍｇ

鶴

Ca0

(%)

Ｎａ２０

∽

Ｋ２。

⑭

Ｐ２０Ｓ

∽

Ig loss

(%)

合計

(%)

Rb

(pp⑪

Sr

(ppm)

Y

(ppm)

Zr

(ppm)

Ba

(ppm)

1 69 98 21 34 1 99 0 48 0 15 0 23 2 23 0 01 100 00

2 69 46 21 99 1 97 0 47 0 15 2 27 0 01 2 73 100 00

3 66 20 22 55 1 78 0 49 0 62 3 62 0 01 1 74 100 00

4 70 09 0 65 19 94 1 69 0 38 0 38 2 72 100 00

3000洋 些 些 聖

Ti02/(Fψ 03+TiOっ )
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審
蟄
量

・７

1.Fran修能ねね ar22pF2i9X/S(Ehr.)Grunow(木 のハチ)

2.脆
'c口

/a rosteFFatt Kuetzing(SK09最 下層)

3.NaサθuFa crypFocephara Kuetzing(SK09最下層)

4.Яπo12eiS eFgrnens's var.盟 eg/θε勉 (Krasske)H Kobayasi(SK09最 下層)

5.N町 1側力 、′θコθtt Kuctzing(木 のハチ)

6. Fra♂ FarF2 72口 Cね eri2c(Kuetz。 )Petersen(Loc 3‐ 4)

7.M由 歳 a ttrians Agardh(SK09最下層)

8.Encyonem2理れ口施m(Hilse ex Rhabenhorst)DG,Mann(Loc.3-4)

9.つねどθ朗 るθοコFery2ce2 Kuetzing(Loc.3-4)

10.Achコ 2コ tFPttvn mれ 口Liesi122Vれ (Kuetz)Czarn,(縦溝殻SK09最下層)

11.Achコ aコ 鵬Ovm mれ口偽す翅v迎 (Kuetz)Czarn,(無縦溝殻SK09最下層)

12.L髄触池 盟yすca(Kuetz)DG.Mann(木 鉢出土付近)

13.Sttvro豆
=2 

εtts″ vens Ehrenberg(木鉢出土付近)

14.N″I側Fa sprA(木のハチ)

15,Na�θuFa aryer2SiS Hustedt(SK09最 下層)

16.Rcimeria ttauaね (W Greg)Kociolek et Stoermer(Loc 3-4)

17.PsθJどοsttvЮЫtt brey,s″ Fa協 (Grun。)Williams&Round(木 鉢出土付近)

18.Stturo競説 piana協 (Ehr)Williams&Round(木 鉢出土付近)

19.Stturosrra verater(Ehren。 )H.Kobayasi(SK09最 下層)

第40図 珪藻化石
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ゝ

1.

2.

3.

4.

5.

6.

マツ属 (SK09最下層)

ソバ属 (SK09最下層)

スギ属 (SK09最下層)

ハンノキ属 (SK09最下層)

コナラ属アカガシ亜属 (SK09最下層)

ブナ属 (SK09最下層)

亀

8b

サ

.a怪Ⅲ
7.ヨ ナラ属コナラ亜属 (SK09最下層)

8。 イネ科 (イ ネ属型)(SK09最 下層)

9。 イネ科 (SK09最下層)

10.カ ヤツリグサ科 (SK09最下層)

11.ア カザ科 (SK09最下層)

12.ヨ モギ属 (木のハチ)

第41図 花粉化石
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2 ml1     5 11ul1      5 dull

―

 

― (4)       (2,18,24,28)

28.メ ロン類 種子

29.ア リノトウグサ 核

30.チ ドメグサ属 果実

31.イ ヌコウジュ属 果実

32.ト ウバナ属 果実

33.ナス科 種子

謗

・２

ー

1.マ ツ属複維管束亜属 葉

2.カ ヤ 葉

3.コ ナラ亜属 殻斗

4.ヤ ブツバキ?種子

5。 ヘラオモダカ果実

6.ツ ユクサ 種子

7.オ オムギ?胚乳

8.イ ネ 穎

9.エ ノコログサ属 果実

28

(■5,9-17,19-23,25-27,2933)   (3,6-8)

み

３２

10.イ ネ科 果実

11.イ ネ科 果実

12.テ ンツキ属 果実

13.ホ タルイ属 果実

14.カ ヤツリグサ科 果実

15.イ ヌタデ近似種 果実

16.サナエタデ近似種 果実

17.タ デ属 果実

18.ソ バ 果実

19.ス ベリヒユ科 種子

20.カ ワラナデシヨ近似種 種子

21.ナデシコ科 種子

22.ア カザ科 種子

23.ヒ ユ科 種子

24.ク サネム近似種 果実

25。 カタバミ属 種子

26。 エノキグサ 種子

27. ヒメミカンソウ種子

大型植物遺体
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第 4節  陶器の胎上分析

.ス ギ (仮No6)

。ヒノキ (仮No8)

.サ ワラ (仮No 16)

:木口,bi柾 目,ci板 目

1

2

3

a

拳聯

‥

―

十
１‐Ｉ‐．
一
世

肝

■

―
‐‐
Ｌ

た
‐

颯

翠

盤

予

200μ m ia

100μ rn i b, c

第43図  木材 (1)
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第V章 理化学的分析
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ai木日, bi柾 日, ci板 目
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第44図  木材 (2)
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第4節 陶器の胎上分析
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第45図 木材 (3)
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第 5節 漆塗膜構造分析

1 はじめに

富山城跡から出土した漆製品 1点について、その製作技法を明らかにする目的で塗膜構造調査を行っ

たので、以下にその結果を報告する。

2 調査資料

調査した資料は、表 1に示す中～近世の漆製品1点である。

第10表 調査資料

No. 掲載No. 品名 概 要

1 66 漆椀 内面は全面赤色で、外面は黒色地に赤色で文様が施された椀。

3 調査方法

漆器表面の加飾部に使用された顔料の材質を蛍光X線分析により調査した。

分析装置は、RIGAKU製の波長分散型蛍光X線分析装置ZSX―PRIMUS Iを用いた。

調査に際しては、数Iull四 方の破片を使用した。その結果はスペクトル表で表現されている。

次に表 1の資料本体の内外面から数llllll四 方の破片を採取してエポキシ樹脂に包埋し、塗膜断面の薄

片を作製した。これを落射光ならびに透過光の下で検鏡した。

4 調査結果

4-1 機器分析結果

以下に蛍光X線分析データを付し、検出した元素を表 2に示す。

:碧
―

器

‐■
■

rf==____9粁

とf―訳ハ。

幕

予=‐
~

委

義 !一

―

●〓一・
一

(「 :

≒
=二

iSKAe

='と
■‐・・ ‐―S KA

.三二妄曇庁―

l=‐ す い

第46図 漆椀内面赤色部の分析データ
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第 5節 漆塗膜構造分析

第11表 蛍光X線分析結果

元素
分析値 (mass%)

内面 (赤色部) 外面 (赤色部)

Al 4.44 5.00

Si 139 21.8

P 3.60 3.48

S 27.2 15.7

CI 4.00 8.53

K 3.10 2.05

Ca ▼
ｒ

∩
υ

４
4.91

Fe 38.9 38.6

表 2に示 した分析結果には、土壌成分も含まれるため、数値はあくまで参考資料である。

赤色顔料に由来する元素は、内外両面ともに鉄 (Fe)が検出された。よってこの赤色顔料はベンガ

ラである。

4-2 断面観察

塗膜断面を観察した結果を表 3に示す。

第12表 断面観察結果表

塗膜構造 :下地、漆層と重なる様子が観察された。

下  地 :内外両面とも、褐色の柿渋に木炭粉を混和 した炭粉渋下地がみられた。上部の柿渋が厚

い部分には、塗装と垂直方向に多数の亀裂が認められる。

漆  層 :全面が赤色の内面には、下地の直上に赤色顔料が混和された赤色漆層がみられた。黒色

地に赤色漆で文様が施された外面には、下地の上に黄褐色を呈する透明漆層が1層 みら

れ、その上に赤色漆層が認められた。

赤色顔料 :内外両面に赤色漆の使用が認められたが、ともに明確な粒子の形状は観察されず色調も

鮮やかではない。これらの様子は、赤色顔料のベンガラの特徴である。

4-3 調査結果

蛍光X線分析の結果と塗膜断面観察の結果は符合 し、赤色漆に使用された顔料はベンガラと判定さ

れた。

5 摘要

富山城跡出上の内面赤色で外面は黒色地に赤色漆で文様が施された椀1点 を調査 した。

内外両面とも炭粉渋下地の上に漆層が重なっていた。内面には下地の上にベンガラを混和 した漆層

が 1層 のみ重なり、外面には下地の上に透明漆 1層、さらに文様部のベンガラ漆が 1層重なっていた。

(株式会社 吉田生物研究所)

No. 器種 部位 写真No.

塗 膜 構 造 (下層から)

下  地
漆 層 構 造 赤色顔料

膠着剤 混和材

1 漆椀
内面 (赤色部) 2,  3 柿渋 木炭粉 赤色漆 1層 ベンガラ

外面 (赤色部) 5,  6 柿渋 木炭粉 透明漆 1層 /赤色漆 1層 ベ ンガラ
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第48図 漆椀内外面断面写真
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第Ⅵ章 総

第 1節 発掘調査区のまとめ

1 調査成果

今回の発掘調査は、調査面積も狭く遺構 。遺物ともに希薄であったが、富山城を考える上で貴重な

成果が得られた。遺構では、中世～近代のピット・土坑・井戸・溝・地山の落込みなどが検出された。

ピット・土坑は調査区中央から南側にかけて検出されたが、遺物がほとんど伴わないため明確な帰属

時期は不明である。しかし、遺構の存在は発掘調査区中央から南側が三ノ丸内の居住域であったこと

を示すものであると考えられる。井戸 (SE09)は 調査区北側において検出された。井戸からは越中瀬

戸焼・瀬戸美濃焼・肥前磁器などの陶磁器や木簡・横槌などの木製品が出土し、これら遺物の年代か

ら17世紀前半以降の井戸と考えられる。溝は 3条検出された (SD05。 SD12・ SD20)。 SD05・ SD20は

東西に延びる溝であり、出土遺物や堆積状況から16世紀末～17世紀初頭の慶長期以前の溝である可能

性が考えられる。特にSD20は 幅 6m、 深さ2mの大型の溝であり、覆上の理化学的分析からは水路的

性格をもつものである可能性が考えられる (第 V章 第 2節 )。 調査区北側では地山が北に向かって落

込む様相が確認された。限られた発掘調査範囲においては、このような地山の落込みが人為的な掘り

込みか自然地形であるかは断定し難いが、出土遺物から17世紀初頭までには堆積していたものと考え

られる。堆積土の理化学的分析からは水路や河川堆積などではなく、汚濁の進んだ止水性堆積である

という結果が得られている (第 V章 第 2節 )。 また、この北側にむかって落込む地形を埋める造成上

も確認された (基本層序第Ⅲ層)。 造成土は標高約6.9mま で50cmの厚さで盛られており、大規模な地形

の改変が行われたことを示している。造成土内からの出土遺物はわずかであり、遺物から造成が行わ

れた時期を特定するのは困難であるが、16世紀末～17世紀初頭の遺物が出土している。ただし、落込

み地形直上に盛られていることを考えると、慶長期における富山城築城に伴うものである可能性が考

えられる。

遺物では、16世紀末～17世紀初頭の上師器皿が主体的に出土した。中世末から近世初頭における良

好な資料といえる。SD20や 地山の落込み堆積土 (第 Ⅳ層)内から一定量出土しており、やや時期幅を

有するが、当該時期における城館出土資料として重要である。陶磁器類では16世紀～17世紀代の瀬戸

美濃焼・越中瀬戸焼・肥前磁器などが少量ながら出土した。中でも越中瀬戸焼については、従来の編

年研究から17世紀初頭の慶長期に位置付けられるものである。越中瀬戸焼の開窯については諸説ある

ものの、開窯以降前田氏の庇護のもと地場産業として発展していったものと考えられる。このような

歴史的背景を考慮すると、越中瀬戸焼初期の一大消費地であったと考えられる富山城から出土した越

中瀬戸焼について詳細に分析することは、流通論的・技術論的に重要な意義をもつと考えられる。そ

こで、上市町教育委員会のご協力を得て、16世紀末～17世紀初頭に操業していた窯の一つと考えられ

る黒川窯の採集資料を用い、本遺跡出土資料との形式学的・理化学的比較を行った。形式学的分析は

後掲の第 3節で述べる。理化学的分析については第V章 第 4節でその詳細が述べられているが、本遺

跡出土資料 2点 と黒川窯資料 2点を用い、胎土蛍光X線分析による比較を行った。その結果、①本遺

跡出土資料 2点は、同様の胎上であること。②本遺跡出土資料と黒川窯採集資料では胎土が異なるこ

と。③黒川窯資料 2点においても、それぞれ胎土に違いが認められることがわかった。以上の結果か

ら、本遺跡出土資料は黒川窯産である可能性は低いこと。また同一の窯においても胎上が使い分けら

れていることが指摘できる。今回は出土量・分析点数ともに少量であり、流通や製作技術についてま
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では言及できないが、17世紀初頭における生産地 。消費地の基礎資料として、越中瀬戸焼の時空間的

な変遷を解明するうえでの視点を提示できたことは重要であると考えられる。

2 遺構年代の検証

(1)発掘調査区の空間的位置付け

発掘調査における主な成果として、慶長期以前と考えられる遺構や造成土、地山の落込みが確認さ

れたことが挙げられる。これらの遺構 。地形は出上した土師器皿の編年的位置付けによって帰属時期

を判断したが、歴史的に位置付けるためには慶長期富山城に伴うものであるのか、それ以前の中世富

山城に伴うものであるのかを明確にする必要がある。出土遺物の形式学的分析から検討を行うには、

一括性の乏しさや数量的に困難であるため、ここでは当時の富山城周辺の様相が描かれた絵図を参照

することで、遺構の年代を検証したい。

慶長期富山城の様相を把握し得る資料として、『越中国富山古城之図』(金沢市立玉川図書館所蔵、

以下「正保絵図
※
」)が挙げられる。これは正保四年 (1647年 )に幕府へ提出が指示された、いわゆる

「正保城絵図」の写図として評価されているものであり、慶長十四年 (1609年 )の富山城焼失から四〇

年を経た姿が描かれたものである (深井 1995)。 また、次代の『万治年間富山旧市街図』(以下「万治

絵図」)を対比資料として用いる。「万治絵図」は寛文 3年～ 6年 (1663～ 1666年)の 間に描かれたもの

であり、前田利次が寛文初年に富山城修築を開始し、しばらく後の富山城を描いたものである。

これら2枚の絵図を用い、発掘調査区を絵図上に整合し空間的な位置を復元することで、当該時期

における発掘調査区周辺の様相を把握し、検出された遺構の年代を検証する。

発掘調査により検出された遺構を、GIS手法を用いて絵図上に整合し位置復元を行う作業の有効性

については、同手法により絵図における城下町構造を発掘調査成果から検証した前例により証明され

ている (古川・小川 2008)。 古川氏・小川氏は、補正処理を行った「正保絵図」と「万治絵図」とを

重ね合わせることから、外郭周辺における慶長期富山城下町から寛文期富山城下町への変遷を示して

いる。ここでも同様の手法を用い、発掘調査区を「正保絵図」と「万治絵図」に整合したものを第

49・ 50図 に示した。なお、詳細な整合方法は前掲論文を参照願いたい。

第49図  『越中国富山古城之図』との整合図 第50図  F万治年間富山旧市街図」との整合図

※古川氏・小川氏の論考では、『越中国富山古城絵図』とされているが、本稿では玉川図書館の御指摘により『越中国

富山古城之図』とした。
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(2)絵図による検討

第49図 は発掘調査区を「正録絵図」に整合 したものである。発掘調査区は三ノ丸ほぼ中央に位置し、

内堀南辺に接する位置にあたる。絵図上では武家屋敷等のない空白地帯となる。調査区北狽1の落込み

部分は、この段階ではすでに平坦に造成されていたことが確認できる。これは、落込み地形が慶長期

富山城築城より古い時期、中世での地形であると理解されるとともに、落込み埋土上位の第Ⅲ層が慶

長期富山城築城に伴う造成上である可能性が高いことを示している。

落込み地形が中世の地形であるならば、中世富山城における堀である可能性が考えられる。植物遺

体を多量に含む黒色の腐食上の地積状況や、理化学的分析結果からは流れのない汚濁した水が溜まっ

ていた場所であったと考えられ、これらは堀である可能性を示唆する結果といえる。周辺の立会調査

により確認された地山の標高を参考にすれば (第 Ⅳ章 第21図 )、 南側の22地点では標高約7.8m、 慶長

期外堀北側肩と考えられる掘込みが確認された8地点では標高約7.5m、 発掘調査区南側では標高約

7.2mと なり、現在の越前町交差点付近から北側へ向かって地山が傾斜していたことが認められる。一

方調査区より北側では、7地点で標高約7.4mに おいて地山が確認されている。城址公園内の試掘調査

結果では、本丸北西部に設定された15-2ト レンチにおいて標高約8,7mで地山が確認されており、そ

こから南側へ向かって地山が傾斜していることが確認されている (富 山市教育委員会 2004)。 以上の

ことから、中世においては発掘調査区北側付近が最も低い場所であったと考えられる。今回確認され

た地山の落込みを、現段階で人為的に掘削された堀であるとは断定できないが、いずれにせよこの谷

状の落込み地形により北側の城内と南側が隔てられており、城郭を防御する機能をはたしていた可能

性が考えられる。また、慶長期における築城の際にも、もともと周辺より低くなっていた所を利用し

て堀を掘削したのであれば、第49図 における堀の位置とも符合する結果となる。

次にSD05。 SD20の溝についてであるが、絵図上にはこのような溝は描かれていない。SD05に つい

ては、上述したように上位の第Ⅲ層が慶長期富山城築城に伴う造成上と考えられるため、中世の溝で

あると判断される。SD05の主軸が「正保絵図」に描かれる郭や堀、道の軸とは明らかに異なっている

ことからも、慶長期より古い滞である可能性が高いと考えられる。SD201こついては、かなり大型の溝

であるが、「正保絵図」には描かれていない。幅6m、 深さ2mの規模で流れのある水路であるならば、

郭内で完結していたものとは考え難く、郭を横断するような規模であると考えられる。そのような水

路であれば、絵図上では土塁の切れ目等が描かれているものと考えられるが、「正保絵図」ではその

ような箇所は認められない。主軸方向が郭の軸と若干ながら異なっていることからも、慶長期にはす

でに埋没していた可能性が高いと考えられる。

このように、「正保絵図」との整合により各遺構・地形の年代を検証したが、いずれも慶長期富山

城築城時点では存在していなかったと判断でき、中世の遺構・地形である可能性が高いと考えられる。

慶長期における遺構は、ニノ丸内に位置すると考えられる立会調査7地点において標高約7.5mで整地

層が、 8地点において標高約7.5mで外堀北側肩が検出されている。発掘調査区では第Ⅲ層が慶長期に

おける造成土と考えられ、標高約6.9mま で盛られている。第Ⅲ層上位の第Ⅱ層には部分的ではあるが

硬化した面も認められ (第 8図 17層 )、 これらが 7・ 8地点における整地面及び堀の掘込み面に対応

するものである可能性も考えられる。同一時期であるならば、慶長期においても調査区北側付近が周

囲より50cm程度低かったことになり、三ノ丸が南から北に向かって傾斜していた可能性が考えられる。

慶長期における様相については、周辺の調査事例の増加を待って検討する必要がある。

第50図は「万治絵図」に調査区を整合したものである。古川知明氏によって、慶長期富山城と比べ

郭軸の変更や堀・土塁位置の変更など、かなり大規模な改修が行われたことが指摘されている (古川
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2006)。 寛文期の修築以降、堀の位置など城及び城下町の基本構造が変化 していないと考えられてい

ることから、寛文期以降の近世において調査区がどのような位置であったかを示 したい。

寛文期においても、調査区は内堀南辺の南側に位置し、調査区北側は堀に沿った道部分に、調査区

南側は武家屋敷地内に掛かる位置である。このことから、寛文期以降においても調査区北側は平坦な

地形であると考えられ、前述した溝や落込み地形が寛文期より新 しいものではないことが確認できる。

また調査区南側で検出されたピット・土坑が武家屋敷に関わるものである可能性が指摘できる。

以上、絵図との整合から遺構の年代を検証 し、調査区北側の落込み及びSD05。 SD20の 2条の溝が

中世に遡る可能性が高いこと、中世では発掘調査区北側付近を底部とする谷状の地形が存在 していた

可能性が高 く、そこに慶長期の堀が掘削された可能性があることを指摘 した。また、調査区南側の

ビット・土坑については寛文期以降の武家屋敷に伴う遺構である可能性を指摘 した。狭長な調査区に

おいては遺構の広が りを判断することが困難であるが、補正 した絵図との整合により得 られた結果は

蓋然性の高いものであるといえる。富山城の変遷や郭内での空間利用をより明確に把握するためにも、

今後の周辺での調査成果等からより詳細に検討していく必要がある。

3 発掘調査区出土土師器皿の様相

最後に、発掘調査において主体的に出上した土師器皿について、法量からこれらの特徴を述べ、今

後の富山城研究における一資料として提示 したい。今回出土した土師器皿は、これまでの編年研究の

成果から、16世紀末～17世紀初頭に位置付けられるものである (宮 田1997、 森2004・ 2005、 )。 ここで

は、口縁部形態により分類 し、形態ごとに法量の特徴を述べる。形態分類は、富山城址公園内の試掘

調査 (富 山市教育委員会 2004～ 2009)|こ おける出土資料を用いた古川知明氏の分類 (古川 2006)に

準拠 し、以下の7種に分類する。

A種

B-1種

B-2種

C種

D種

E種

F種

:端部を短 く面取 し、ナデ幅が狭いもの

i端部を上につまみ上げるもの

:端部内面を浅 く凹ませるもの

:端部が丸 く、外反気味のもの

:二段ナデを行うもの

:く の字にタト反するもの

:端部が細く、外反気味のもの

発掘調査区において確認されたのはA種・B-2種 。C種の 3種である。各種の形態は第51図 の通り

である。これらの分類を基に、各形態の法量 (径高比)を 第52図 に示し、その様相を述べる。

第51図 土師器皿形態分類図
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第52図 土師器皿法量分布図

A種はSD20で 2点、第Ⅱ層で 1点が認められる。法量では口径 8 cm前 後、口径12cm前後の 2種類に

区別されるが、径高比は両者とも5:1程度である。

B-2種 はSP08で 1点、SD20で 7点、第 2層で 1点が認められる。法量は口径10cm前後、口径12cm

前後、口径15cm前 後の 3種類に区別される。径高比は、日径13cm程度を境にそれより小型のものは

5:1程度、大型のものは 6:1～ 7:1程度となる。

C種はSD20で 3点、SX02で 1点、第Ⅳ層で 2点、第Ⅲ層で 1点、第Ⅱ層で 2点が認められる。法量

では、口径 8 cm前後、口径1lcm前後、口径15cm前後の 3種類に区別される。径高比ではB-2種

同様、口径13cmを 境にそれより小型のものは 5:1程度、大型のものは7:1程度となる。

各種の様相を述べたが、口径からは10cm以下の小型品、10cm～ 13cIIl程度の中型品、13cm以上の大型

品という大中小 3種類に区別できる。径高比では、小 。中型品では 5:1程 度、大型品では 6:1～
7:1程度となる。

富山城址公園内の本丸及び西の九地点での試掘調査において出上した16世紀代の上師器皿では、A

種・B-2種 が主体 となり、径高比は 4:1と 6:1の 2郡に大別される。B-2種 は口径による 3

区分と径高比が対応 しているのに対 し、A種は器高に対する指向性が高 く一定の深さにより区別され

ることが指摘されている (富 山教育委員会2006)。 この結果と比較すると、A種は点数が少なく不明だ

が、B-2種 では口径 と器高に相関性が認められる。ただし、主体 となる形態がB-2種 とC種である

こと、径高比が 5:1～ 7:1と全体的に浅 くなるという差異が指摘できる。このような違いが時期

差なのか使用場所の違いによるものなのか、資料の増加をまって再度検討していく必要がある。

(久保)
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第 2節 標高からみた富山城～城下町の土地利用について

今回の市内電車新設に先立つ試掘調査や工事立会調査は、富山市九の内から西町までの延長940m、

調査対象面積は、約30,000だ に及んだ。壷掘りや溝掘りによる調査のため、遺構や遺物の性格付けを

行うことには限界がある。ここでは第Ⅳ章第20図で示した調査地点の柱状図を元に富山城から城下町

に至る土地利用に触れてみたい。

まず、本丸に近いニノ丸の状況を述べる。第7地点では、標高7.7mを 検出面として厚さ0.2mの責色

整地層がみられる。その下に、標高7.5mを 検出面として黄色地山面がみられる。各時期を決定付ける

遺構や遺物の出土はなかったが、上下2面の生活面を確認した。

次に三ノ丸をみると外堀に近い発掘調査区北側では、標高6.9mを検出面として、厚さ0.5mの Ⅲ層近

世整地層が確認された。その中に16世紀末～17世紀初頭の遺物を含み、慶長期の富山城に伴う造成土

である可能性が指摘された。発掘調査区南側ではやや高く標高7.2mに 近世遺構の検出面がある。

8。 9地点では、標高7.5m付近に遺構検出面を確認できた。 8地点では、上部が路盤で削平を受け

ているものの堀の肩らしき傾斜面を断面から確認することができた。この堀跡は正録期の絵図に現れ、

利次期に南総構堀が広げられる以前の堀と推測される。10地点にも続くことがうかがえることから南

北幅約20mを 測る規模を有していたとみられる。この堀を埋めて、三ノ丸の屋敷地が広がっている。

14～ 17地点では大手門枡形西石垣と東石垣が検出された。15地点では、上部 2段分に同じ高さに積

まれた石と石の間に上が入り、下 2段の隙間なく布積みされた状況とは様相が異なる。何らかの理由

で石積みが一度崩れ、上 2段を積み直しされた状況がみられる。上 2段についても下段 (上から2段

目)の 隙間に入る灰色土をベースとする土壌 (第 23図 7層、上面が標高7.5m)と 上段 (上から1段 目)

の隙間に入る褐色土をベースとする土壌 (同 5層、上面が標高7,7m)が あり、それぞれ、その面で一旦

整地された後、石が積まれている様相がうかがえる。

外堀が埋め立てられた後に形成された石積み水路は水の流れが西から東へ向いていたことが判明し

た。総曲輪南再開発地区で検出された背割水路についても西から東への流れが確認されている。微地

形的には東が高く、西へ向かって低くなるが、水の流れはその逆を示している。幕末～明治期にかけ

ての水の流れを把握することは市街地の土地利用や都市計画を復原する上で今後の課題となる。

一方富山城下に目を向けると、背割水路までの武家屋敷地では標高7.8～ 8.lmの上層に幕末～近代以

降の生活面を、標高7.4～ 7.6mの 下層に近世以前の地山と考えられる層を検出した。

背割水路の南側の町人屋敷地は標高が7.2mと 周辺の地形に比べてやや低い場所に立地している。地

山面の傾斜をみると北から南へ下がっていることがうかがえる。

近世北陸街道が検出された標高は7.8mを 測る。それに続く街道南側の町人屋敷地内での遺構検出面

は7.7mを測る。街道を挟んだ北と南は同じ町域 (越前町や一番町)に属しているが、生活面の標高が約

0.5mも 異なることが判明した。同一面であるか検証を要するが、城下の武家屋敷地南寄りから北陸街

道北側の町人屋敷地で井戸が多数検出されていることから、地下水の利用との関係も注視される。

以上のように、現在の大手町から越前町 (富山城から城下町)を南北に縦断して近世から近代にかけ

ての土地利用をみると、主として標高7.2m～ 8,lmの 範囲で生活が営まれていた事が判明した。また、

生活面 (遺構面)が 2層以上にわたる部分もみられ、これまで文献上でみられた城や城下町の改修が層

位を基に新旧の生活面をはっきりと捉えることができた。今後は、この新旧関係に具体的な年代観を

与えられるように、出土品の詳細な検証や隣接地区の平面的な調査成果を待ちたい。

(鹿島)
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第 3節 越中瀬戸焼橋鉢についての一考察

第 3節 越中瀬戸焼摺鉢についての一考察

1 はじめに

括鉢 とは『粉などをす りひく容器。摺盆、す りこ、山芋ばちなどともいわれる。』 [齋藤2001]や

『摺粉鉢・指盆・カガツとも。山芋・味噌・胡麻などを摺卸すための鉢。漏斗状で、内側に縦に刻み

目がついてお り、招粉木を用いて招る。』 [下 中2001]と されてお り、4RIね食物を描 り卸すための調理

具として使用するのが一般的である。

本遺跡からは形態的に17世紀初頭に位置づけられる越中瀬戸焼指鉢片が 3点出土している。本稿で

は、16世紀末～17世紀初頭に操業していたと考えられる越中瀬戸大窯の黒川窯・小森窯・山下窯の 3

基から採集された指鉢を用い、これら3基における口縁形態の対比結果を踏まえた上で、本遺跡出土

悟鉢 と大窯における悟鉢との口縁形態を比較・検討することにより、本遺跡出上の指鉢がどの窯に比

類するか若干の考察を試みる。

なお、黒川窯に関しては今回の考察にあたり上市町教育委員会より借用 した初出の資料24点 (口縁

部片19点・体底部片 5点 )についても追加記載する。

2 越中瀬戸焼の概要 (研究史)

越中瀬戸焼は富山県上市町・立山町周辺で焼かれた瀬戸美濃焼系の焼き物で、江戸時代には「瀬戸

焼」 と呼ばれていた。明治28年刊行の『加賀越中陶磁考草』で「越中瀬戸焼」の名称を初めて使用さ

れている。現在では愛知県瀬戸地方の瀬戸焼と区別するため「越中瀬戸焼」と呼称されている。

研究史は宮田進一氏 [宮 田1988・ 1997・ 1998]、 安田良榮氏 [安田1988]、 定塚武敏氏 [定塚1974]

らにより考古学と文献史学の両方から詳細にまとめられている。

越中瀬戸窯の考古学的調査は、昭和4年 に初めて行なわれてお り、窯の名称・種類・所在地・操業

時期・現状などの調査が行われた。昭和15年 には地元の日本海電気が東京帝室博物館の鷹巣豊治氏・

田中耕太郎氏を招いて大窯と登窯の発掘調査を行った。昭和53年には富山県埋蔵文化財センターが上

瀬戸・下瀬戸 。新瀬戸窯で試掘調査を行っている。近年では立山町教育委員会が1999年 に新瀬戸窯の

試掘調査を、2000年 に発掘調査を行っている。

越中瀬戸焼の編年研究については、宮田氏の黒川窯・小森窯・山下窯・彦衛門窯の表採資料による

編年 [宮 田1988]や、瀬戸美濃大窯編年との比較から越中瀬戸焼の時期区分を行った藤澤良祐氏の概

究 [藤澤1993。 1997]が挙げられる。

越中瀬戸焼の操業開始時期について出土事例からの検討もされてお り、石川県中能登町石動山遺跡

の天正lo年 (1582)焼 失一括遺物 [馬場1990]お よび富山県上市町弓庄城の天正10年落城以前の溝

SD1002か ら越中瀬戸焼が出上している点から、越中瀬戸焼の上限が1582年以前に遡及するという見解

がある [上市町教育委員会1985]。

一方、文献史学上での操業開始時期については、天正19年 (1591)と 文禄 2年 (1593)の 説が考えら

れている。特に天正年間に加賀藩前田家の老臣前田安勝によって招かれた陶工小二郎の開窯をもって、

越中瀬戸焼の生産が開始されたとする説が有力とされている [定塚1974]。
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3 越中瀬戸大窯について [宮 田1988、 藤澤1993・ 1997]

ここで、比較対照資料の生産地である黒川窯 。小森窯・山下窯の大窯3基の概要について述べる。

【黒川窯】

富山県上市町黒川地内に所在する大窯である。上市川支流の郷川右岸の丘陵の頂上付近、南向きの

斜面に立地する。本窯跡の発掘調査は行なわれておらず、詳細な窯体構造については不明だが、10×

10mの範囲に遺物が散布している状況が確認されている。採集遺物には、天目茶碗・丸碗・丸皿 。指

鉢 。茶入れ 。茶壷・水指・徳利 。瓶などがある。

操業時期については瀬戸美濃大窯編年との比較から、第 3段階後半 (1575～ 1590)～第 4段階前半

(1590～ 1610)に 比定されているが、閉窯時期は不明である。現状では黒川窯が越中瀬戸焼初期の窯で

あると位置付けられている。

【小森窯】

富山県滑川市小森地内に所在する大窯である。郷川の右岸の丘陵上に位置し、黒川窯の北西600m

に立地する。本窯跡も発掘調査は行なわれておらず、詳細な窯体については不明だが痩せ尾根頂上付

近の斜面に若干の凹みが見られ、その下方に約10× 20mの 範囲で遺物が散布している。採集遺物には、

天目茶碗・丸碗・九皿・折縁皿 。中皿・大皿・指鉢・茶入れ・広口壺・徳利・土瓶・水指などがある。

操業時期については瀬戸美濃大窯編年との比較から第 4段階 (1590～ 1610)に 比定され、黒川窯から

若干遅れて操業が開始されており、17世紀初頭まで操業される。

【山下窯】

富山県立山町上末地内に所在する大窯である。白岩川上流、南北に延びる丘陵上の西側斜面に立地

する。昭和15年 に発掘調査が行われており、その際に窯の床面を確認したと報告されているが、現在

ではその位置は明確に把握されていない。現況では、遺物は斜面の平坦面と下方の斜面にそれぞれ約

10× 10mの範囲で散布している。出土遺物および現在までの採集遺物には、天目茶碗・九碗・小郭・

丸皿・折縁皿・悟鉢 。大皿・向付・水指などがある。

操業時期については瀬戸美濃大窯編年との比較から第 4段階 (1590～ 1610)に 比定され、小森窯から

若干遅れるかもしくはほぼ同時期に操業が開始され、小森窯同様17世紀初頭まで操業される。

このように、越中瀬戸大窯については黒川窯が初期の窯で他の 2基 より先行すると考えられる。ま

た小森・山下窯については山下窯が小森窯より若千遅れるか、もしくはほぼ同時期に開窯し両窯とも

17世紀初頭まで操業すると考えられている。

4 形態分類

越中瀬戸焼悟鉢の形態分類は、宮田氏 [宮 田1988。 1997]、 藤澤氏 [藤澤1993]ら により行われて

いる。従来の分類条は口縁部の作 り方をもとに分類 したもので、宮田氏は「縁帯を作るもの (A類 )」

と「口縁部を折 り返すもの (B類 )」 の 2類型に大別し、A類を 1～ 4類、B類を 1・ 2類に細分 し、全

16系統にしている。藤澤氏も概ね宮田氏と同様の分類案を提示 している。

本稿では従来の分類に則 しつつも、口縁部の縁帯の傾きに着目した新たな分類を行った。ここでは、

縁帯の傾 きによって I～ Ⅲ類に大別 した後、縁帯面の形態的特徴からA～ C類に分類 した。さらに、

口縁端部および縁帯下部の特徴から、a～ g類に細分した。
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【縁帯の傾き】

I類 :縁帯が体部に対して外傾するもの。

Ⅱ類 :縁帯が体部に対して内傾するもの。

Ⅲ類 :縁帯が上面を向いて水平なもの。

【縁帯面の特徴】

A類 :縁帯面にくばみをもつもの。

B類 :縁帯面が平坦なもの。

C類 :縁帯面に丸みをもつもの。

【口縁端部および縁帯下部の特徴】

a類 :口縁端部は廷び上がらず、縁帯下部が垂下するもの。

b頬 :口縁端部は延び上がらず、縁帯下部が垂下し、かつ水平方向に挽き出すもの。

c類 :口縁端部が延び上がり、縁帯下部は垂下しないもの。

d類 :口縁端部と縁帯下部が延びるもの。

e類 :口縁端部と縁帯下部が延び、かつ縁帯下部を水平方向に挽き出すもの。

f類 :口縁端部と縁帯下部が延び、かつ縁帯下部が垂下し体部に引付くもの。

g類 :口縁端部と縁帯下部がほとんど延びないもの。

(a類〉  (b類〉    (c類)   (d類)    (e類〉    (f類 )    (g類 )

第53図 越中瀬戸焼摺鉢 形態分類図

5 富山城跡出土資料及び大窯資料の様相

【富山城跡】 本遺跡出土資料はSE09か ら出土した 1点 と包含層から出土した 2点の計 3点である。

1(2)は SE09か ら出土した悟鉢片で、縁帯が上面を向き水平であり、縁帯面はくぼみをもち、縁

帯下部が垂下する形態からⅡ Aa類である。

2(53)と 3(30)は包含層から出上した播鉢片で、 2は縁帯が上面を向き水平であり、縁帯面はく

ばみをもつ。回縁端部は先細りをするが口縁端部と縁帯下部が延びる形態からⅢ Ad類である。 3は

縁帯が上面を向き水平であり、縁帯面はくぼみをもち、口縁端部と縁帯下部がほとんど延びない形態

からⅢA顔である。

次に越中瀬戸大窯資料の様相を概観する。なお、大窯資料については宮田氏 [宮 田1988]と 藤澤氏

[藤澤1993]の報告資料を参照し、黒川窯の資料においては初出の表採資料 (口縁部片19点 )を用いる

こととする (第 54・ 55図 )。

【黒川窯】 黒川窯から採集された資料は、縁帯の傾きでは I類が最も多く、次いでⅡ類が多い。ま

た、縁帯面の形状はB類が最も多くを占め、及にA類が多く、今回の表採資料ではC類はごく少量であ

る。口縁端部および縁帯下部の特徴は鱗ことg類 を除いた形態が認められる。特にa類 とe類が多く、半

数以上を占める。黒川窯での主体は I Ba類 とI Ae類 である。

フ〃
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【小森窯】 小森窯から採集された資料で図面を確認できたものについては、縁帯の傾きは I類のみ

である。縁帯面の形状はC類が最も多く、次にA類、B類である。黒川窯資料ではごく少量であったC

類が小森窯では増加する傾向を示す。口縁端部および縁帯下部の特徴では黒川窯で認められなかったf

類とg類が認められ、多種多様な口縁形態を呈する。小森窯ではIA類・ IC類 を基本にb、 d、 f類 を

特徴にもつ口縁形態が主流となる。

今回は図面を確認できなかったが、Ⅱ類に該当する「口縁部を折り返すもの」が報告されているこ

とから、本来はⅡ類も存在していたと考えられ、今後の資料次第で本窯の結果が変わる可能性がある

ことを留意しておく。

【山下窯】 山下窯から採集および発掘された資料は、縁帯の傾きでは I類が最も多 く、次いでⅢ類

である。縁帯面の形状はA類が最も多く、次にB類、C類 と続く。口縁端部および縁帯下部の特徴では、

e類 を除いた全ての形態が認められるが、特に他の大窯では少量であったc類が最も多く、増加する傾

向を示す。山下窯での主流は I Aa類、 I Ac類、 I Bc類 である。ただし、本窯では他の大窯2基では認

められなかったⅢ類が初めて認められたことを特記する。

越中瀬戸大窯 3基の操業時期は調査成果から、黒川窯が越中瀬戸焼初期の窯で他の 2基 より先行す

ると考えられており、小森・山下窯は同時期もしくは山下窯が若千遅れて開窯し、17世紀初頭まで操

業すると考えられている。このような前提で大窯 3基の橋鉢を口縁形態により比較すると、縁帯の傾

きでは I類が 3基全てで認められることから、 I類が主流形態であるといえる。また、Ⅱ類は山下窯

で認められていないことから、山下窯以前の形態であるといえる。Ⅲ類に関しては、現状では山下窯

のみの口縁形態であると考えられる。縁帯面では 3基 ともにA～ C類が認められるが、黒川窯ではB類

が最も多いのに対し、小森・山下窯では、A類、C類が多く、縁帯面は徐々に九みをもつ傾向となる

ことが窺える。口縁端部および縁帯下部の特徴については、黒川窯がa類、もしくはe類が主体である

のに対し、小森窯では黒川窯で認められた形態に加え、新たにf類やg類 など多種多様な形態が認めら

れる。また、山下窯においても全ての形態が認められるが、特に他の大窯では少量であったc類が最

も多く、c類が増加する傾向を示す。

このように、大窯 3基では共通の形態 (縁帯が外傾するもの・縁帯下部が垂下するもの)を持ちなが

らも、縁帯の傾きがⅡ類 (内傾するもの)か らⅢ類 (水平になるもの)へ移行するのが読み取れる。ま

た縁帯面は、黒川窯ではB類 (平坦であるもの)が主流であるのに対し、小森・山下窯ではA類 (く ぼみ

を持つもの)、 C類 (丸みを持つもの)の 占める割合が増加することから、縁帯面がB類からAoC類 に

移行するものと考えられる。口縁端部および縁帯下部の特徴についても3基 ともa類 (縁帯下部が垂下

するもの)が基本であるが、小森窯・山下窯では朗凱縁帯下部が体部に引付くもの)や c類 (縁帯下部が

垂下しないで上方に延びあがるもの)が出現し、時期とともに徐々に縁帯下部が体部に引付く傾向が

強くなることが窺える。

縁帯の傾きについて、Ⅱ類 (内傾するもの)か らⅢ類 (水平なもの)へ移行する傾向を指摘したが、

Ⅲ類 (平行なもの)は 18世紀初頭の新瀬戸窯においても認められることから、17世紀初頭の山下窯を初

現とし、18世紀初頭まで継続する形態と考えられる。また、現状では山下窯のみで認められるIc類

(縁帯の傾きが外傾し、口縁端部が延び上がり縁帯下部が垂下しないもの)が 17世紀中ごろの彦右衛門

窯や18世紀初頭の新瀬戸窯において定量存在する [立山町教育委員会2001]。 このことから、指鉢に

ついては17世紀初頭の山下窯を契機に口縁形態が変化し、それ以降18世紀初頭までの括鉢は山下窯の

系譜を引くものである可能性が高いと考えられる。
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第3節 越中瀬戸焼橋鉢についての一考察

5 胎土分析 富山城 :(第54図 -1・

今回、上市町教育委員会のご好意によ

2)、 黒川窯 :(第 54図 -25'26)

を、胎土蛍光X線分析を用いて比較する。

を願いたい。

り借用させていただいた黒川窯表採資料と本遺跡出土資料と

分析結果は概要のみ記すとし、詳細な報告は第V章の参照

蛍光X線分析結果によると、 4点 とも主要元素 (Si0 2、 A1203)の 数値のうち、Si0 21よ ほtF同値で

あるのに対し、A1203は本遺跡出土の 2点はほぼ同値だが、黒川窯の 2点についてはバラつきがあり、

本遺跡出上のものは黒川窯のものと数値で若干の差が生じている。また、主要元素Cao、 Na2 0、 K2

0お よび微量元素Sr、 Y、 Baな どは明らか本遺跡出土の資料よりも黒川窯表採資料のほうが含有量は多

く、黒川窯産は主要元素結果から本遺跡出上のものに比べ長石類を多く含んでいることが示された。

以上の結果から、本遺跡出上の括鉢の胎土と黒川窯表採の橋鉢の胎土は、異なるものであり、本遺

跡のものについては別の窯で生産された可能性が極めて高いといえる。

今回の黒川窯産橋鉢の胎上分析結果については越中瀬戸焼の定点資料の 1つ として位置づけられ、

今後は他の窯においても比較対照資料として胎上分析を行っていく必要があると考えられる。

6 まとめ

これまでの結果を踏まえ、本遺跡出土資料と大窯資料を比較した結果、以下の 3点が指摘できる。

①本遺跡出土資料 3点は全てⅢ類 (縁帯が水平なもの)に属するものであり、この形態は現状では山下

窯でのみ認められる。②本遺跡出土資料には、黒川窯ではみられないg類が含まれている。③化学分

析の結果から、本遺跡出土資料は黒川窯産である可能性は極めて低いことが証明された。

上記② o③より、本遺跡出土資料については黒川窯である可能性は低く、小森・山下窯産であると

考えられる。また、①より本遺跡出土資料は山下窯産である可能性が高いと考えられる。

本稿では、越中瀬戸焼悟鉢の縁帯の傾きに着日した新たな形態分類案を提示した。今回は宮田・藤

澤両氏の報告資料を中心に扱い実見した資料が少なかったため、今後資料を実見した上で今回の分類

案の妥当性を検証する必要がある。また、17世紀初頭～19世紀の廃絶時期までの幡鉢についても検討

し、より長期間の変遷過程を明確にする必要がある。越中瀬戸焼資料の増加を待ち、更なる研究の深

化を図りたい。

最後になりましたが、今回の考察を行うにあたり、貴重な黒川窯資料を提供してくださいました上

市町荻育委員会に感謝致します。

(村上)
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第Ⅵ章 総

逹

司

(宮山城跡 :1～3( )内は第皿章掲載番号、黒川察 :4～26)
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第馘図 越中瀬戸焼 編鉢実測図 1



第 3節 越中瀬戸焼播鉢についての一考察

7
(山下窯 )

累

(小森窯 )

第55図 越中瀬戸焼 悟鉢実測図 2
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東壁上層断面 1 北から3m付近 (西 から) 東壁土層断面 2 北から5m付近 (西 から)
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SE09 土層断面 (南東から)

SD12 土層断面 (西 から)

SD20 土層断面 (南西から)
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SP20・ 21 土層断面 (西 から)SP18・ 19 土層断面 (西 から)

鉢状木製品出土状況 (北 から)
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